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クールな国王陛下は若奥様にご執心










奪われた王女




　広い庭園には咲きかけの花の蕾がいくつも並び、淡い色の花弁を覗のぞかせていた。まだ昇ったばかりの春の日差しが、穏やかにその愛らしい姿を照らしている。

　花に囲まれた庭園の中に、複数の人影があった。

　ほっそりとした白い指が花の蕾に伸び、優しく触れた。もうじき咲くだろうその花に微笑んだのは、満開の花のように美しいひとりの少女だった。

　薄うす紅べに色いろのドレスに身を包み、長い金色の巻き毛をそのまま垂らした少女の姿は、可か憐れんでまさに花の妖精のようである。

　深しん碧ぺきの瞳が、真っ青に澄み渡った空を見上げる。

「今日も、とても良い天気になりそうね」

　柔らかな声が響く。

　少女に付き添っていたふたりの侍じ女じょは、彼女の嬉しそうな言葉に微笑んで頷うなずいた。

　彼女は大陸の北に位置する小国、レスレイラ王国の第二王女リーレ。

　今年で十八歳になる。その容姿と優しい性格から誰からも愛され、慕われていた。

　姉のネルは四つ年上の二十二歳。この国の王太女であり、将来はこの国を継ぐことになる。毅き然ぜんとしていて、リーレは姉に憧れの気持ちを抱いていた。ネルもまた妹をとても可愛がり、昨年結婚したネルの夫・ロイドは、姉妹仲があまりにも良すぎて最初は戸惑ったと笑って話したことがあった。

　母は二年前に病気で亡くなり、リーレの家族は国王である父、王太女の姉、そして姉の夫のロイドだけだ。

　リーレの義兄となったロイドは、隣国のメーオ王国の王族だった。

　淡い金色の髪に青い目をした優しげな風ふう貌ぼうで、性格も温和であり、これから国を背負うことになる姉をいつも大切にしてくれていた。姉とは国の式典で出会い、それからゆっくりと親交を深めたようだ。

　メーオ王国は王の子がとても多く、ロイドは第七王子にあたる。向こうにしてみても、七番目とあればレスレイラのような小国に婿むこに出しても惜しくはなかったのだろう。国力に差はありながらも、姉たちの婚約は大きな問題もなくあっさりと決まったのだった。

　跡継ぎでもないのに他の国と婚姻関係を結べるほど、この国は大きくはない。いずれリーレは国内の有力貴族と結婚し、そんな姉を支えていくようになる。

　このレスレイラ王国がリーレのすべてであり、父や母、そして姉のように生涯を祖国で過ごすと信じていた。




　大陸にはレスレイラ王国を含めて五つの国がある。

　一番大きな国は、大陸の南半分のほとんどを領土とするカリレア王国だ。

　もともと南地方にはいくつかの国が存在していたが、五十年ほどでそれらすべてを統一し、今では大陸一の大国となっていた。

　かろうじて残っているクリレシア王国もほとんど属国のような扱いになっている。そのうちカリレア王国に併合されるかもしれない。

　軍事国家であり、経済的にも豊かなカリレア王国の現在の国王はレイドロス。姉よりも三歳ほど年上の、まだ若い王ではあったが、冷酷で独裁的。さらに逆らう者には容赦しないという噂があったため、彼の言動に近隣諸国は常に警戒をしていた。

　そして大陸の北半分は三つの国から成り立っていた。

　カリレア王国と隣接しているのは、ロイドの出身地であるメーオ王国だ。

　領土もカリレア王国に次いで広く、ここ最近は鉱山から金が発掘されたことで国も潤っていた。だが豊かになったことで大陸の覇は権けん争いに目覚めたのか、隣国であるカリレア王国との関係は悪化の一途をたどっている。

　残るはビストリア王国と、リーレの祖国であるレスレイラ王国。

　ビストリア王国はどの国とも中立を保つことで平和を維持していた。だが現国王はかなりの高齢であり、もう数年後には代替わりすることになるだろう。

　そしてこのレスレイラ王国は、大陸の中でも一番小さな国だった。

　いくつもの国を併合したカリレア王国は、メーオ王国を隔てた向こう側。距離があるということは、出兵にも多額の費用が掛かるということでもある。この国に、そこまでして手に入れる価値はない。

　覇権争いが続くこの大陸の中で、レスレイラ王国だけは見捨てられたかのように静けさを保っていた。

　そうであっても平和は何よりも貴重なものだ。それを与えられた幸運に、レスレイラ王国に住む人々は感謝していた。

　だが平穏は、この穏やかな春の日に突然崩れることになる。




　咲いていた花をいくつか摘み、それを自ら手に取って部屋に戻ろうとしたリーレは、あまり大きくはない王城の入り口が慌ただしいことに気がついた。

　普段は聞くことのない、叫ぶような大きな声まで聞こえてくる。

　その緊迫した様子に思わず足を止めた。

「何があったのかしら……」

　不安そうな声に、侍女たちが彼女を守るようにして寄り添う。彼女たちの顔も、緊張で強張っていた。

「……部屋に戻りましょう」

　リーレは摘んだばかりの花を両手で握り締めて、そう促した。

　もし本当に何か事件が起きたのだとしたら、いつまでも外にいては邪じゃ魔まになるだけだ。状況がよくわからないのであれば、警備された部屋で大人しくしているのが一番良い。

　リーレは侍女に付き添われて自分の部屋へと急ぐ。その途中、姉がひどく険しい顔をして足早に回廊を抜けていく姿を見て思わず足を止めた。

　姉の護衛の騎士が、慌てた様子でそのあとを追っている。姉はそのままリーレに気づくことなく、父の執しつ務む室しつに飛び込むように入っていった。

　緊迫した空気にリーレは声をかけることもできず、無言で見送るしかなかった。




　日が落ちると、昼間の晴天とは裏腹に天候は荒れ、春の嵐となった。

　窓枠を叩く風の音。背の高い木々が風にあおられて激しく揺れる。

　雨はそれほど降らず、ただ風だけが強く吹いている。比較的、気候の穏やかなレスレイラ王国では、こんなに強く風が吹くのは珍しいことだ。

　不吉な予感に、心が騒ぐ。

　侍女たちを早々に戻すと、リーレは窓辺に飾った花を見つめ、今朝の出来事を思い返してみる。

　あれほど王城が騒そう然ぜんとしたのは、二年前に母が突然倒れ、亡くなったとき以来だ。それに匹敵するほどの恐ろしいことが起こっているのではないか……。

　不安が胸を苛さいなみ、リーレは無意識に両手を固く握りしめていた。

　もう真夜中近くになっているのに、城の中はまだ騒がしい。

　リーレは眠ることもなく、ただひたすら朝が来るのを待ち続けていた。

　そうして部屋の扉が叩かれたのは、明け方近くのこと。

　時間帯を考えてか、控えめな音だったがリーレはすぐに立ち上がり、扉を開けた。

「……お姉様」

　青ざめた顔をして扉の向こうに立っていたのはネルだった。

　ネルは女性にしては背が高く、小柄なリーレは彼女の肩辺りの背丈しかない。女性ながらきりりとした凛り々りしい顔立ちで、母よりも父によく似ている。濃い茶色の髪は父譲りだが、瞳はリーレと同じ深い緑色だ。

　薄暗い夜の闇のせいか、リーレを見つめている姉の姿はいつもとは比べものにならないくらい、弱々しく思えた。

　その尋常ではない姉の様子から、この国を襲ったらしい事態は予想以上に困難なものだと察し、リーレは覚悟を決めるように、両手をきつく握りしめる。

「お姉様？」

　不安を押し隠し、柔らかな声でそう尋ねると、ネルはふいに手を伸ばして妹の身体を抱きしめた。

「！」

　突然の抱ほう擁ように驚く。

　だが肩に回された手が細かく震えていることに気がついて、リーレは姉の背に手を回した。

「何か、良くないことが起こったのですね」

　静かに尋ねるリーレの言葉に、姉は答えない。

　だが震える肩が言葉よりも雄ゆう弁べんに、リーレの直感が正しいことを伝えてくれた。

　気き丈じょうな姉がこんな状態になるなんて。

　不安がどんどん募っていく。

「……ごめんね、リーレ」

　どのくらい、そうしていただろう。

　気持ちが落ち着いたのか、姉はようやく顔を上げた。

　いつのまにか空は白くなり、夜の気配が薄れていく。嵐の気配は去り、静かな朝が始まろうとしていた。

　謝罪を口にしたあと、姉の視線は外に向けられていた。

　何度か話し出そうとしては躊躇ためらう様子から察するに、どう話したらいいのか迷っているのだろう。やがて最初の光が地平線の彼方から顔を出す頃、姉はようやく口を開き、ぽつりとそう言った。

「ロイドの祖国が、戦争に負けたの」

「え？」

　姉の声はいつもとは比べものにならないくらい小さかったが、聞き取れなかったのではない。ただその言葉の意味をすぐには呑み込めなくて、リーレは姉から手を離した。姉は唇をきつく噛み締めるとリーレと同じ色の瞳から、涙を落とす。

（お姉様……）

　そんな姿を前にして、自分がしっかりしなくてはと、リーレは決心を固めるように両手を握りしめる。

「メーオ王国が対立していた国というのは、カリレア王国ですか？」

「ええ、その通りよ」

　ネルは涙を溜めた瞳で、リーレの言葉に頷いた。

「メーオ王国はあの国と争っていたの。そして負けた」

「では、メーオ王国は――」

　あの優しい義兄の国は、カリレア王国に滅ぼされたのだろうか。震える声でそう口にしたリーレに、ネルはうつむいたまま言った。

「メーオ王国の軍を率いていたのは、王太子のゼッティだった。でも彼は、戦闘に巻き込まれて行方不明。他の王族もすべて捕えられたわ。もちろん、メーオ国王陛下も。資金源だった金の鉱山も奪われてしまった。あの国はこれからどうなるか……」

　姉の肩が震えていた。

　リーレはそっと寄り添い、肩を支える。

　姉と義兄は結婚前から心を通わせていたこともあって、とても仲が良い。メーオ王国は姉にとって、その夫の祖国だ。

　だが姉の嘆きようはあまりにも激しく、それだけが理由ではないような気がする。

「お姉様」

　そっと促すように背を撫でると、姉はようやくリーレを見つめた。そして悲痛な声で叫ぶように言った。

「あの男は……！　カリレア国王は悪魔のような男だわ。敵対したメーオ王家に関わった人間は、ひとりも許さないつもりよ。メーオ王国の王女を妻にしたクリレシア王国は、王妃を差し出すように命じられたわ」

「……では、お義兄様が？」

　彼もメーオ王国の人間だ。カリレア王国は、義兄を差し出すように要求したのだと思った。だが、姉は首を振る。

「私もそう思ったわ。でも、違った……」

　姉は緊迫した様子でリーレを見つめた。

　ふたたび、その瞳から涙が零こぼれ落ちる。

「咎とがめられたのはロイドではなく父上よ。ロイドの祖国だからと、父上は戦争中にメーオ王国に支援をしていたの。だけど私たちの国ができることなんて、ほんのわずか。それなのに、そんな些さ細さいな協力もカリレア国王には目障りだったんだわ」

　もう涙で言葉を発することができない姉に、リーレは静かに尋ねる。

「カリレア国王は、何を求めたのですか？」

　答えを聞くのが怖い。

　だが、知らずにいるわけにはいかない。

　リーレの問いに、姉はすぐに答えなかった。ただ泣きながら「ごめんなさい、ごめんなさい」と謝罪を繰り返す。

　どうして姉は自分に謝るのか。

　その理由を知らなければならない。

「お姉様、教えてください。お父様は何を要求されたの？　この国はどうなるの？」

「……あなたよ」

　やがて姉は震える声で、叫ぶようにそう言った。

「カリレア国王は、父上に第二王女リーレを差し出すように命じたのよ！」




　泣き叫ぶ姉を落ち着かせ、侍女と共に部屋に送り届けたあと、リーレは寝台の上に腰を下ろして静かに目を閉じた。

　瞼まぶたの裏に、光を感じる。

　もうすっかり夜が明けたようだ。

　一睡もしていなかったが、眠気は感じない。たとえ眠れなくても身体を休めたほうがいいとわかっているのに、その場から動けずにいた。

　次第に空に昇っていく太陽が、そんな彼女の姿を照らす。輝く陽光が、金色の髪に反射して煌きらめいた。

　リーレは目を開くと、降り注ぐ光に目を細める。

「眩まぶしい……」

　座ったまま窓の外を見上げ、思わずぽつりとそう呟つぶやいた。

　この明るい光が、落ち込んでいた気持ちを引き上げてくれるような気がする。

　夜は永遠には続かない。必ず朝が訪れる。

　使い古された言葉が、こんなにも胸に染みたことはなかった。

「私で、良かった」

　そうしている間に少しずつ気持ちが落ち着き、リーレは声に出して言う。

　メーオ王国のように王族すべてが捕らえられたわけではない。

　父や姉が健在ならば、この国は何も変わらない。そして、メーオ王国の出身である義兄のロイドも咎められなかった。

　カリレア王国に取られるのが、この国にとって重要な地位に就いていない自分でよかったのだと思う。

　だが父や姉の嘆きは相当なものだろう。リーレだって、これが父や姉に降りかかった受じゅ難なんなら堪こらえられなかったに違いない。

（お父様……。お姉様）

　泣き叫ぶ姉の姿が脳をよぎる。

　いつも毅然としている姉が、あれほど取り乱したのだ。せめて家族にこれ以上、心労をかけないように、努めて明るく振る舞うしかない。

　リーレは立ち上がり、窓を大きく開いた。

　春の風が部屋の中を駆け巡る。

　花の蕾が昨日の嵐にも耐えて、きっと咲いたのだろう。その香りがここまで漂ってきた。

　だがリーレの視線の先にあるのは、お気に入りの庭園ではなく、遠くに見えるこの国の景色だ。

　カリレア王国がリーレをどうするつもりなのかわからないが、きっとそう簡単には戻れない。愛する祖国の姿をこの目に焼きつけようと、リーレは涙を堪えながら、広がる景色を見つめ続けていた。




　この出来事は、朝のうちに王城中に知れ渡ったようだ。

　しばらくして身支度を手伝いに来た侍女は、リーレの顔を見るなり泣き出した。まだ年若い娘で、リーレは日頃から可愛がっていた。

　その少女の肩を抱きしめながら、今までの礼を言う。

「私がいなくなっても困らないように、お姉様によく頼んでおくからね」

　嫌がる子どものように、首を大きく横に振る彼女を優しく慰なぐさめ、準備を整えるといつものように父に会いにいく。

　王城内の雰囲気は暗く、うつむいている者が多かった。

　リーレは努めて明るい表情を浮かべ、すれ違う者たちに声をかけて回った。だがその気丈な姿がまた、見る者の涙を誘う。それでも笑顔を絶やさないまま、リーレは父の執務室に向かった。

　いつもは静かなこの部屋も、今朝は騒がしいようだ。扉を開けると父のほかに義兄の姿もあった。

　ロイドはリーレの姿を見ると、苦しそうに目を伏せる。

　あまりにも悲哀に満ちたその様子に、リーレの笑みも途絶えてしまう。心優しい彼はきっと祖国を襲った受難、さらにそれがこの国にまで飛び火したことに、心を痛めているのだろう。

「すまない、リーレ……すまない」

　絞り出すように告げられた義兄の言葉に、リーレは首を振る。

　戦争だったのだ。彼が悪いわけではない。

「お義兄様、私なら大丈夫です」

　リーレはもう一度笑顔を作ってロイドに言うと、父に向き直った。

　父もまた、苦悩に満ちた顔をしていた。たった一日で、ずいぶんやつれたように見える。

「話は、ネルに聞いたか」

「はい。私は人質になるのでしょうか？」

　そう尋ねると、父の顔が悲痛に歪ゆがんだ。

「カリレア国王は、お前を……戦利品として差し出せと言った。向こうでどんな処しょ遇ぐうになるのか、まだわからぬ」

「……っ」

　戦利品という言葉に、リーレは息を呑む。

　人質なら、時が経てばまだこの国に戻れる可能性があるかもしれない。だが戦利品などと呼ぶのならば、その扱いは、カリレア国王の思いのままだ。

　これからどうなるのか、考えると恐ろしくて堪らなかった。

　父にすがり、泣きたくなる。きっと優しく抱きしめてくれるだろう。

　だが、それでリーレの心は軽くなったとしても、父の悲しみは増すばかりだ。何度も、腕の中で泣きじゃくる娘の姿を思い出すに違いない。

　リーレは父と義兄に向かって微笑んだ。

　どうせ別れなければならないのなら、笑顔のまま記憶に残りたい。

「わかりました。お父様、お義兄様、私なら大丈夫です。どうか心配なさらないでください」

　努めて明るく振る舞い、笑顔を絶やさない。

　それが周りの人たちにとって救いになったのか、それともさらなる傷になったのか、リーレにはわからなかった。

　なぜなら翌日にはカリレア王国から迎えが来て、リーレは別れを惜しむ暇もないまま、祖国をあとにしなければならなかったからだ。










冷酷な王の求婚




　カリレア王国から迎えに訪れたのは、端たん麗れいな女騎士だった。

　黒髪に青い瞳。華やかなデザインの鎧よろいを身にまとった美女だったが、その言動は事務的で冷ややかだ。

　彼女にしてみれば、王から命じられて戦利品を受け取りにきたにすぎない。

「リーレをたったひとりで行かせることなんてできないわ。お願いします、せめて侍女をひとりだけでも連れて――」

「許可されていません」

　懇願する姉のそのひと言で退しりぞけ、女騎士は即座にリーレを連れ去ろうとした。

「リーレ！」

「お姉様、私なら大丈夫です。心配しないで」

　連れ出されるリーレを取り戻そうとしたのか、進路を妨げようとした姉に、リーレは女騎士よりも早く声をかける。

　ここで問題を起こしてしまえば、もっと大おお事ごとになってしまうかもしれない。

「お姉様。お父様を、よろしくね」

　そう言って微笑むと、感かん慨がいに浸る間もなく女騎士に連れられて生まれ育った王城を出た。

　たくさんの侍女や警備兵がリーレを見送ってくれている。

　ほとんどの者は泣いていた。リーレはせめて彼女たちにこれ以上の悲しみを与えないように笑顔を向ける。

　城をあとにしてから、最後に一度だけ振り返った。

（お母様……。どうかお父様とお姉様を、この国を守って……）

　もはや祈りを捧げることしかできなかった。




　王都を出ると、待機していたらしい他の馬車と合流する。そこでふたりの侍女がリーレと同じ馬車に乗り込んだ。

　これからカリレア王国に着くまで、彼女たちがいろいろと世話をしてくれるようだ。ふたりともカリレア王国特有の黒髪を束ねていて、年は姉よりも上に見える。

　同じ馬車に乗っている女騎士に監視されているからか、双そう方ほう、余計な言葉は口にしない。それでも異国の地に連れ去られるリーレを憐れんでくれたのか、労わるような眼まな差ざしを向けてくれる。

　言葉にすることはできないが、その侍女たちに視線で感謝の意を伝えると、遠ざかっていく祖国を見つめた。

　これからどうなるのか。冷酷だというカリレア国王はどんな男なのか。

　不安は尽きなかったが、ここでどんなに心配をしていても、事態は変わらない。ならば余計なことは考えず、心を静かに保って取り乱すことなく落ち着いていよう。

　そう決意して、リーレはなるべく心穏やかに過ごしていた。




　カリレア王国までは、馬車で五日ほどかかる。

　隣国であるメーオ王国を越えてさらに大陸の中央まで進むのだから仕方がないが、旅などほとんどしたことのないリーレにとっては、かなり過か酷こくな道のりだった。

　最初はかなりのスピードを出して進んでいた馬車も、リーレの体調が優れないせいで、速度を落としてゆっくりと進むようになった。

　その気遣いに礼を言うと、女騎士は表情を変えぬまま、国王陛下の戦利品を損なわずに運ぶのが自分の役目だと冷たく告げる。

　戦利品――。

　改めてその言葉を耳にして、ふと忘れようとしていたこれからの自分の処遇に不安になる。カリレア王国に到着するなり殺されるようなことはないだろうが、あまり明るい未来は想像できなかった。

　祖国では、父や姉に大切に守られてきたけれど、ここからはひとりで生きなければならない。

（もう、今までとは違う。しっかりしなければ）

　優しい父と姉の姿を思い出し、ふいに涙がにじみそうになる。こんなに遠くまで来てしまえば、泣いてももう、ふたりを悲しませる心配はない。それでもひとりでしっかりと生きるという決意のために、涙を堪えていた。

　ゆっくりと走ったせいで、道のりは二日ほど伸びたが、そのお陰でリーレは体調を崩すこともなく無事にカリレア王国にたどり着くことができた。

（ここが……カリレア王国）

　初めて訪れる異国の地に、目を奪われる。




　やはりカリレア王国は、大きな国だった。

　辺へん境きょうの町でさえ、レスレイラ王国の王都ほどの規模だ。旅人も多く、荷物をたくさん積んだ荷馬車も頻繁に通っている。石畳を敷き詰め、きちんと整備された道が町の奥まで続き、さまざまな服装をした者が行き交う。

　活気ある光景に、しばし自分の立場も忘れてその光景に魅み入いっていた。

（人はとても多いし、商業も盛んだわ。でも、緑が少なくて砂地が多いようね）

　この国は、あまり作物が育たない土地なのかもしれない。だからこそ、こうして人や物の流れが盛んで、経済が発展しているのだろう。

　馬車は町に立ち寄り、水や食料など必要なものを補給しているようだ。積つみ荷にを確認し終えた女騎士が乗り込むと、馬車はまたゆっくりと走り出す。

　彼女が出入りしたときに流れ込んできた空気は乾燥していて、少し埃ほこりっぽかった。

「ここから王城までは、もう一日ほどの距離。夜遅くには到着する」

　女騎士は視線を前に向けたまま、事務的にそう告げる。リーレは黙って頷くと、窓の外を見つめた。

（レスレイラ王国から、馬車で八日。……ずいぶん遠くまで来たのね）

　その日は夜になっても馬車は走り続け、女騎士の言うように真夜中すぎにカリレア王国の王城にたどり着いた。




　もう周囲は暗闇に包まれ、王城の全ぜん貌ぼうを窺うかがうことはできなかった。

　だがレスレイラ王国の城と違って建物の高さは低く、その分敷地がとても広い。城というよりも、広大な館のような構造をしていた。館を取り囲むようにしている正門をくぐり抜け、舗ほ装そうされた道を馬車は走る。

　ここには、町ではあまり見かけなかった緑もある。

　だがレスレイラ王国のような花園ではなく、大きく成長した樹木が多い。噴水から噴き出した水が、月夜に照らされていた。

　深夜ということもあり、リーレは侍女と共にある部屋に案内された。今夜はここで休み、明朝にカリレア国王と対面するらしい。

　通された部屋は思っていたよりもずっと広かった。もしくは家具などがあまりないせいで、実際よりも広く感じたのかもしれない。

　床には幾き何か学がく模も様ようが織り込まれた固めの絨じゅう毯たんが敷き詰められ、重厚そうな緋ひ色いろのカーテンの奥には窓があった。だがそれは空気の入れ替えをするための窓のようで、大きく開くことはできないようになっていた。それでもこの窓から、新鮮な空気や太陽の光を取り込むことができるだろう。

　侍女たちが手早く寝台を整え、着替えを手伝ってくれた。長旅で疲れているだろうからゆっくりと休んだほうがいいと言われ、素直に頷く。

　侍女たちが退出すると、重厚な音を立てて扉が閉められた。

　リーレは祖国のレスレイラ王国を出てから、ここでようやくひとりきりになる。安あん堵どしたような、それでもやはり心細いような複雑な気持ちだった。

　しばらくは眠る気になれず、ぼんやりとした視線を部屋の中に巡らせていた。

（明日になれば、カリレア国王に対面するのね）

　そう思うと、やはり恐ろしさを感じる。

　彼はそのときに、リーレをどう扱うのか決めるのだろう。

　それまでどうなるのかわからないのだから、ここで考えても仕方がない。

　ようやくそう思い至ったリーレは、寝台に横になった。

　だが、身体はとても疲れているのに、神経が昂たかぶっていて眠ることができない。

（……まるで、あのときのようね）

　夜明け前に青ざめた顔をした姉が訪ねてきたことを思い出し、ますます目が冴えたリーレは、寝ることを諦めて身体を起こした。

　滑らかな手触りのカーテンに触れて開き、窓から夜空を見上げる。

　月の明るい夜だった。青白い光が空から降り注ぎ、外の様子がよく見える。

　背の高い木の陰が、建物の影に伸びているのをぼんやりと眺めていると、ふいに背後の扉が開かれた。

　こんな夜中に、誰が訪ねてきたのだろう。

　びくりと身を震わせ、とっさに目の前のカーテンに身を隠す。床につくほど長いそれは、小柄なリーレの姿を覆い隠してくれる。

　だが入ってきた人物は、月明かりだけでもリーレの存在にすぐに気がついたようで、真っ直ぐにこちらに向かって歩いてきた。

（誰……なの？）

　近づく気配に胸の鼓動が高まる。

　いくらリーレが戦利品という扱いだとしても、こんな真夜中に一国の王女の部屋に無断で立ち入るなど許されることではないはずだ。

　不安になる心を煽あおるように、重々しい靴音が響く。

　その音から察するに、入ってきたのは侍女などではない。軍ぐん靴かを身に着けていた女騎士のものと似ているが、彼女はもっと軽い音だった。

　ならば相手は、男性かもしれない。

　靴音はリーレの目の前で止まる。

　身体を震わせた瞬間、カーテンが引き剥はがされた。

「……っ」

　リーレの背後から降り注がれる光が、侵入者の姿を照らし出す。

　青白い光が照らし出したのは、やはり想像していたように男性だった。

　鋭い視線が、射貫くようにリーレの姿を捕らえる。

　長めの黒い前髪から覗く、アイスブルーの瞳。

　獲物を睨にらむ肉にく食しょく獣じゅうのような威圧に、言葉を発することもできずに身体が震えた。リーレはその震えを押さえるように両手に力を込めて、彼を見上げる。

　こんな時間に部屋を訪れたのは、誰なのか。

（この人はきっと……）

　メーオ王国を攻め、そしてレスレイラ王国に王女を差し出すように要求したカリレア国王のレイドロスに違いない。

　会ったことがないのにどうしてそう思ったのか、わからない。ただ、彼の存在感、そして鋭すぎる瞳は、リーレの心を激しく騒がせた。

　アイスブルーの瞳の色も相まって、永遠に凍りつき、決して溶けることのない氷ひょう塊かいのようだ。

　噂通り、冷酷な男なのだろう。

　彼は、小動物のように震えているリーレを静かに見下ろしていた。

　月明かりに照らされたその姿は、荒々しい気配とは裏腹に整った容貌をしている。侍女たちや女騎士と同じ、カリレア国民の特徴である艶やかな黒髪。だが、その肌は血が通っていないのではないかと思うくらい白く、外見だけならば、命の宿らぬ冷たい彫刻のように見える。

　それなのに彼の視線だけは、荒々しさを感じさせるくらい強い。

　そのアンバランスさが、危うい雰囲気を漂わせていた。

「お前が、レスレイラ王国の王女か」

　彼はリーレにそう問いかける。

　感情の起き伏ふくをあまり感じさせない冷徹な声。

　ふいに彼の手がリーレに向かって伸ばされた。びくりと肩を揺らすリーレを気遣うことなく、艶やかな長い金色の髪に無造作に触れる。

「聞きしに勝る美貌だな。あのレスレイラ国王が、己おのれの首と引き換えにしても差し出そうとしなかったのも理解できる」

「お父様が？」

　とっさに声を上げた。

　国王である父が、カリレア王国に対してリーレよりも自らの命を差し出そうとしていたなど、まったく知らなかった。

「何てことを！　お父様と私の命は同じではないわ。それに、私を殺せと命じられたわけでもないというのに」

　父は国王として、あの国を守らなければならないのだ。

　王太女の姉がいるとはいえ、まだまだ父の力は必要だろう。

　優しい父は、自分の政策が原因でリーレを敵地に送ったことを悔やんでいたのかもしれないが、そうならなくて良かったと心からそう思う。

　思わず口にしたリーレの言葉を聞いて、レイドロスは冷れい笑しょうを浮かべる。

「どうやら父親よりは賢明のようだな。だが、そうまでして守ろうとした娘を手に入れることに、価値がある」

　凍いてついた氷のような笑み。

　娘を思う父の心、そして父を思う娘の心さえ嘲あざ笑わらうような、冷徹さ。

　まるで一切の情を持たないような彼の言動に、リーレは深い闇を感じて身を震わせる。

（……怖い）

　彼はこの大国カリレア王国の国王だ。

　これほどまでに豊かな国。

　おそらく何不自由なく育ったと思われるのに、どうしてこんなに人の心に欠けているのだろう。

　父や姉に守られ、大切にされてきたリーレには、彼がとても恐ろしいものに感じる。

　ずっと堪えてきた涙がにじみそうになって、唇を噛み締めた。

「聡さとい女は嫌いではない。どうやら、お前の価値は外見だけではなさそうだ」

　ふと彼の声が和らぐ。

「それに俺が何者なのか尋ねないな。こういう場合はたいてい取り乱して、答えを得られないとわかっている問いを繰り返すものだが」

　そう言うと、目を細めてリーレの全身を見つめる。

　彼が何者なのか、問うまでもない。ひと目見たときからわかっていたし、リーレは自分の考えに確信を持っていた。

「怯えてはいるが、泣き喚わめくこともない。ただの甘やかされた王女だと思っていたが、どうやら違うようだ」

　興味深い、と言う彼の呟きに思わず顔を上げると、思案するような顔をしたレイドロスの姿があった。価値という言葉から察するに、リーレの処遇について考えているのだろうか。

「だが、この光のような金色の髪は目障りだ」

　その言葉には、強い嫌悪が込められていた。レイドロスは光を厭いとわしく思っているのかもしれない。彼は忌々しそうに、リーレの金色の髪にもう一度触れる。先ほどとは違い、触れるだけのものではなかった。力を込めて引っ張られ、思わず上げそうになった悲鳴を押し殺す。

　亡き母と同じ、長い金色の髪。

　リーレ自身も、母に繋がるものとして大切にしてきたものだ。だが彼はそれが気に入らないようだ。

「いっそ切り落とすか。自慢の美しい娘がそんな姿にされたら、あの王は嘆くだろうな」

　物ぶっ騒そうな言葉を口にして、レイドロスは懐から何かを取り出す。

　目の前で、月の光を反射して煌く銀色の刃やいば。

　小ぶりだが切れ味の良さそうなナイフだ。それを目の前に突きつけられた瞬間、不思議なことに怯えていたリーレの気持ちが急に落ち着きを取り戻した。

　普段のリーレならば、さらに怯えたはず。なのにどうしてこんなに冷静でいられるのか。

　きっとレイドロスの言葉で、優しい父や姉が苦しむ姿を思い描いてしまったからかもしれない。

　もうこれ以上、ふたりを悲しませるわけにはいかない。

（大切な人たちに比べたら……。こんなこと、何でもないわ）

　リーレは、手を伸ばしてレイドロスが持っていたナイフを奪う。

　まさかそんな行動をするとは思わなかったのだろう。

　リーレの髪からレイドロスの手が離れた。リーレは奪ったナイフを持ち直すと、それを自らの髪に当てた。腰まである長い髪を、肩を少しすぎたくらいまで切り落とす。

　レイドロスは目を見開いたまま、止めることもなくただその様子を見つめていた。

　光が零れ落ちるように、金色の髪がリーレの細い身体を滑っていく。

（これでいいわ）

　自分の手で切り落としたのならば、父や姉にそこまで衝しょう撃げきを与えることはないだろう。大切にしていた髪を失うことはつらかったが、こうすればリーレ自身も惨みじめな気持ちにならずにすむ。

「これでよろしいでしょうか？」

　ずいぶん軽くなった頭を振ってそう言うと、リーレはナイフを彼に差し出す。

　その行動はレイドロスにとってよほど予想外だったらしく、すぐに言葉が出ない様子だった。やがて彼はようやく差し出されたナイフを受け取ると、床に広がる金の髪を見つめ、そして笑い出す。

　先ほどまでのような冷たさを感じさせるものではなく、今までの彼からは想像できないような、明るいものだった。

「まさかお前がこんなことをするとは思わなかった。……気に入った」

　そう言うと、彼はもう一度、リーレの髪に手を伸ばした。

（あ……）

　短くなった髪に触れる指は、先ほどとは比べものにならないくらい、優しく感じた。

「手柄のあった者に報ほう酬しゅうとしてくれてやろうと思っていたが、気が変わった。お前は俺のものにする」

「え？」

　リーレはその言葉にびくりと身体を震わせた。とっさに身を引いて、レイドロスから離れた。

　愛あい妾しょうにでもするつもりなのだろうか。

「わ、私は……」

「言っておくが、お前の意見など必要ない。これは国王命令だ。このカリレア王国の王妃となれ」

「王妃!?」

　想像もしていなかった言葉に、今度はリーレが驚く番だった。

　驚きょう愕がくに目を見開くリーレの頬に触れると、レイドロスは彼女の顎あごに手を添えて上を向かせる。

「詳しい話は明日だ。もう遅い。今夜はゆっくり休め」

　そう告げると、彼の姿は扉の向こうに消えた。

　だがリーレはレイドロスの気配が遠ざかってもまだ、動けずにその場に立ち尽くしていた。

（王妃？　私が？　そんなことって……）

　戦争で手柄のあった者にくれてやろうと思っていたと、レイドロスは語っていた。それはまさに戦利品のような扱いだ。だが彼はそうせずに、リーレを自分の妃にすると言う。

　――大国カリレア王国の妃。

　敗戦の国に与くみした咎で、人質のようにこの国に連れてこられた立場からすれば、考えられない処遇だ。

　どちらにしろ、リーレに拒む権利はない。

　だが祖国の父と姉は、奪われた王女が敵国の妃になることをどう思うだろうか。

（どうしよう……。私があんなことをしたせいで）

　父はきっと嘆き、姉は憤るだろう。

　悲しませまいと思ってやったことが、さらに事態を悪化させたように思う。

　あのとき大人しくしていれば、彼の目に留まらずに済んだのかもしれない。

　リーレは呆然と、床に散らばる金色の髪を見つめた。

　この手で、自分の運命を大きく変えてしまったのだ。










覚悟




　それから朝まで、リーレは一睡もできなかった。

　自らの手で切り落とした金色の髪の前に座り込み、リーレはずっと考え込んでいた。

　レイドロスの、自分の妃にするという言葉。彼の氷のように凍てつく瞳や、人の情を嘲笑うような言動。そして彼の内側に巣食う、深い闇のことを。

　大切な人たちが憎んでいる男の妻にならなければならない。

　それに、レイドロスが恐ろしい。

（私は……。どうすれば良かったの？　これからどうしたらいいの？）

　どれほど考えても、答えなど浮かんでこない。

　ただひとつだけはっきりしているのは、もう後戻りはできないということ。

　レイドロスはあの言葉通り、リーレを自分のものにするだろう。彼が自分の言葉を撤回するとは思えなかった。

　そうしているうちに、静かだった王城に人の気配が感じられるようになってきた。

　窓から差し込む陽光が次第に強さを増し、床に散らばっていた髪が光を反射している。

　侍女が朝の支度を手伝うために部屋を訪れても、リーレはその場から動けずに座り込んでいた。

　扉を叩く音がする。

　鍵は掛けられていない部屋だが、侍女はリーレから返事があるまで開けるつもりはないようだ。だが何度呼びかけられても、それに答える気力がない。

　返事がないことを不審に思ったのか、侍女が遠ざかる気配がした。諦めたのかと思っていたが、彼女はあの女騎士を連れてきたようだ。

　先ほどよりも強くノックされ、返事を待たずに扉を開けた女騎士は、床に座り込むリーレ、そして切り落とされた髪を見て息を呑む。背後にいた侍女が悲鳴を上げた。

「いったい誰が、このようなことを」

　呆然と、呟くようにそう言った女騎士の言葉には、憐れん憫びんの情が込められていた。彼女の手が、座ったままのリーレの背に添えられる。

　ずっと冷たい態度だった女騎士がかけてくれた優しさに、とうとう堪えてきた涙が溢れ出てくる。

（……泣かないと、決めたのに）

　だが一度流れたものを、留めることは不可能だった。リーレは座り込んだまま、拭うことさえできずに涙を流し続けた。

　それは、今まで抑えてきた感情が爆発した瞬間だった。




　侍女は床に散らばった髪を綺麗に掃除して、温かいお茶を出してくれた。リーレが落ち着くのを待ってから仔し細さいを尋ねてきた女騎士に、昨晩のことを告げる。

　夜中に侵入してきた男性。

　金色の髪を目障りだと言われ、それを自らの手で切り落としたこと。そのせいで、自分の妃にすると言われたことまで、すべて隠さずに話をした。

「まさか……レイドロス様が……」

　話を聞いた女騎士は、それだけ呟くと、口を閉ざした。

　彼女の顔は苦痛に満ちていて、リーレに夜明け前に尋ねてきた姉の姿を思い出させる。

　この国にも何か、簡単には解決できないような深い事情があるのかもしれない。レイドロスが抱える闇もそれに関係しているのだろうか。

　感情を吐き出したことで、少しだけ心の余裕ができたリーレはそんなことを考えていた。

　視線を落とし、唇を噛みしめながら何事か思案していた女騎士は、ようやく顔を上げるとリーレを見つめた。

　その瞳にはリーレに対する同情、そして国王レイドロスの行動への困惑が見て取れる。そうして彼女は、リーレを祖国から連れ出したときとは比べものにならないくらい、穏やかな口調で語りかけた。

「突然のことで、驚いたと思います。ですが、国王陛下が一度口にした言葉を翻ひるがえすことはないでしょう。必ずあなたを、このカリレア王国の正せい妃ひにすると思われます」

「正妃？　愛妾ではなくて？」

「はい。陛下がそう決められたのならば、誰も逆らえません。それに……」

　女騎士は言葉を区切って少しの間思案すると、リーレを力強く見つめて続けた。

「もしもメーオ王国とレスレイラ王国がふたたびこの国に逆らうような構えを見せれば、陛下は今度こそ完全に両国を滅ぼそうとするでしょう」

　父や姉はきっと、カリレア王国に向かったリーレのためにも、自分たちから戦争を仕掛けることはないと思う。そもそも今回だってわずかに支援をしただけだ。

　だがメーオ王国のことまではわからない。

　王族は全員捕らえられたようだが、あの国の王族はとても多い。身を潜めて、反撃の機会を待っている者もいるかもしれない。行方不明の王太子・ゼッティだって、まだ生存している可能性があるのだ。

　つまりメーオ王国の対応次第では、祖国は危機に陥る可能性がある。

「事を起こすとしたらメーオ王国でしょう。たとえそれにレスレイラ王国が関わっていなくとも、先の戦のことがありますから同列と見なされます。陛下は誰の意見も受け入れることはありませんが、あなたならば……。自ら定めた正妃の懇願ならば、聞き入れてくださるかもしれません。おつらいかもしれませんが、これは祖国レスレイラを守るための政略結婚。そう思われたほうが、よろしいかと」

「政略結婚……」

　小国だが王女であるリーレには、無関係なものではない。

　あのまま祖国に残っていたとしても、夫は父が決めていた。そして昨日の夜にレイドロスに会わなくても、彼はリーレを戦利品として誰かに与えるつもりだったのだ。

　どちらにしろ政略結婚をするのなら、少しでも祖国を救う道を行くべきなのだろう。

（最初から私に選ぶ権利なんてない……。受け入れるしかないのね）

　――この国で、レイドロスの妻として生きていく。

　そう決めたとたん、不安で堪らなかった心が落ち着きを取り戻した。この道しかないのならば、迷っても悩んでも意味がない。

　ただ、突き進むだけだ。

「ありがとう。あなたのお陰で覚悟を決めることができました」

　少しの間、目を閉じ、過去と訣けつ別べつすると、リーレはこの決意まで導いてくれた女騎士に感謝の意を伝える。

　そうするしかないとわかっていても、彼女の助言なしには、こんなにも早く心を決められなかったかもしれない。

「私に務まるかどうかわかりませんが、精一杯、カリレア王国の王妃となる努力してみたいと思います」

　そのリーレの言葉に、女騎士はしばらく考え込んでいる様子だった。だが、やがて決心したように彼女の足もとに跪ひざまずいた。

「え？」

　突然のことに驚くが、女騎士の顔から強い意志を感じた。

「私の名はキィナと申します。幼少の頃より、いつかこの国の王妃陛下に仕えるべく訓練を積んでまいりました。リーレ様がこの国の王妃となられるのならば、あなたこそが私の主となります。どうぞ何なりとお申しつけください」

　キィナは跪いたまま、凜とした、すがすがしい声で言った。

「……ありがとう」

　心からの言葉だとわかったから、リーレも謝しゃ意いを伝える。彼女は、今のリーレにはこの国で唯一の味方だ。

　キィナはリーレの求めに従って立ち上がり、これまでとはまったく違う柔らかな笑みを浮かべる。

「今までの御ご無ぶ礼れいをお詫びいたします。僭せん越えつながら、私の主が正しい決断をすることができるお方で良かったと思います」

　彼女の中でリーレの存在は、任務によって運ぶべき戦利品から、己が仕える主へと変化を遂げたのだろう。

「ええ、私のほうこそよろしくね」

　そう答えて、リーレも微笑みを向ける。

　互いに認め合った今の彼女なら、きっと信頼することができる。頷き合っていると、キィナはふと視線をリーレの髪へと向けた。

「ところで、御お髪ぐしはどうされましょうか？」

　勢いで切ったため、リーレの美しかった髪は不揃いなままだ。

「そうね。このままでは、さすがに見苦しいわね」

　キィナはすぐに侍女を手配してくれた。そして髪を綺麗に切り揃えてもらい、床も掃除してもらう。

　短くなった髪では結うことができず、髪飾りもつけられない。

　だが侍女は、このままのほうが髪の美しさがわかると慰めてくれる。そして彼女の言うように、リーレの下ろしたままの金色の髪はふわりと広がり、陽光に煌いていた。

　それから侍女は着替えを手伝ってくれた。

　着せられたドレスは贅ぜい沢たくにレースを使った華やかなもので、貴族の女性の間で流行しているデザインのものだという。色は濃い緋色で、リーレの白い肌に美しく映えた。

　滑らかな光沢の絹は驚くほど軽く、カリレア王国の貴族はこんなにも贅沢なドレスを着用しているのかと、祖国との違いに驚く。この繊細で豪ごう奢しゃな美しいレースは、他の大陸から輸入しているようだ。

（そういえばこの国に入る前に、たくさんの荷馬車を見たわ。陸路だけではなく、他の大陸にまで海路も伸ばしているのね）

　商業が盛んだということは、国は豊かで潤っている証拠だ。

（それができるだけの資金があるということ。やっぱりこの国は大国だわ）

　だがその資金の中には、戦争によって他国から奪ったものも含まれている。

　さらに今後メーオ王国から奪った鉱山から提供される金は、この国をますます栄えさせていくのだろう。

　国民の生活を豊かにするという点だけで考えれば、レイドロスは名君といえる。だが周辺の国から向けられる恨みつらみは、少しずつ国の内側に浸しん食しょくしていくような気がする。

　そんな不安に駆られながら袖にもたっぷりと使われているレースを眺めた。

　美しいドレスが着られなくとも、祖国では幸せだった。

　贅沢品は、本当に人をしあわせにしてくれるのだろうか……。

「リーレ様」

　そんなことをぼんやりと考えていると、キィナに声をかけられた。

「国王陛下がお呼びです」

「……そう。すぐに伺います」

　リーレはそう答えると、侍女とキィナに連れられてレイドロスのもとに向かった。行く先は彼の執務室のようだ。

　ふたりはリーレの歩みに合わせてゆっくりと歩いてくれるが、それでも遅れがちになっていた。

　握りしめた手がわずかに震えていて、リーレは自分が怖がっているのだと知った。

（彼は私の夫になるのよ。怯えてどうするの？）

　そう自分を叱しっ咤たしてみても、あの闇を孕はらんだような瞳で見つめられると思うと、やはり彼に会うのが恐ろしかった。

　案内された執務室は、広さはかなりあるものの、質素な部屋だった。こんなにも豊かな大国の王なのだから、豪華な部屋を想像していたが、装飾がほとんどなく、絨毯も敷かれていない。

　さらに窓が一か所しかなく、そこも分厚いカーテンで覆われている。そのせいか、日中だというのに何となく薄暗かった。

　レイドロスは部屋の奥にある大きな机の上で手を組み、侍女に手を取られて歩くリーレを見つめている。

　震えを隠すようにして両手をきつく握り、彼の目の前に立つ。まずは挨拶を述べようとしたリーレを制し、彼は不敵の笑みを浮かべる。

「どうやら、覚悟を決めたようだな」

　リーレならばそうすると、最初からわかっていたような口ぶりだった。

　その言葉に逆らうことなく、素直に頷く。

「はい。私には、そうするしか道はありませんから」

「たとえそうだとしても、自分の意志で歩んでいくのと、意志も覚悟もなく、引っ張られて無理矢理進まされるのとはわけが違う」

　レイドロスはリーレの返答にさらに笑みを深め、立ち上がった。

　背の高い彼の影が、わずかに覗いていた日差しを遮り、この部屋をますます暗くする。

　ふいに、闇の中に囚われたような感覚に陥った。だが、もう後戻りはできない。

「ああ、言っておくことがある」

　リーレの目の前に立ったレイドロスは、何でもないことのように告げる。

「わかっているとは思うが、俺には敵が多い。俺を狙うのが無理なら、その刃がお前に向けられることもあるかもしれない。直接的な攻撃だけではなく、悪評やまったく見知らぬ者に敵意を向けられることもあるだろう」

　見知らぬ誰かに恨まれ、命を狙われる。

　想像すると恐ろしいが、わざと周囲の恨みや怒りをかっているとしか思えない彼の言動を考えれば、あり得ないことではない。

　だから躊躇うことなく頷いた。

「すべて、覚悟の上です」

　夫婦になるのならば、運命を共にする覚悟が必要となる。しかも愛妾などではなく、この国の正妃になるのだから、なおさらだ。

　リーレの決心が伝わったのだろう。

「これだけ脅しても怯まないか。お前のこの美しい外見の中には、よほど強きょう靭じんな心があると見える。だが……」

　レイドロスの手が、短くなった金色の髪に触れた。柔らかな感触を楽しむように、指を絡める。

「少し、泣いたか？」

　そう聞かれて、思わず両手を頬に当てる。

　もしかしたら目が赤くなっていたのかもしれない。

　レイドロスの指がリーレの髪から離れ、頬に軽く触れる。

　宥なだめるような、優しいしぐさだった。

「お前を選んだのは、間違っていなかったな。運命を共にするというのならば、お前にだけは俺のすべてを見せよう。だからお前も、何も隠すな。怒りでも痛みでも、この国への恨みでも、思ったことはすべて話せ。他の者のくだらない意見など聞くつもりはないが、お前だけは別だ」

　キィナの言っていたように、レイドロスは誰の言うことも聞かないようだが、リーレの言葉だけは聞いてくれると約束してくれた。

　それだけでも、この道を選んだ甲斐があるというものだ。

　もちろん彼は聞くと言っただけで、望みを叶えてくれるわけではないだろうが、ほんのわずかでも祖国を守るために役立つかもしれない。

「結婚式など、くだらぬ儀式は必要なかろう。ここで命じる。お前はいまからこの国の正妃。俺の妻だ」

「……はい」

「どうした？　思ったことを話せと言ったはずだ。お前は式を望んでいるのか？」

　うつむき、少しだけ返事に躊躇ったリーレに不審を覚えたのか、レイドロスは問いただす。

　彼に伝えるほどのことではないと思ったが、何でも話せと言われたのだ。素直に、落胆の理由を告げる。

「いえ、もし結婚式を挙げるのならば、父や姉に会えるかもしれないと思っただけです」

　祖国を離れるときに、もう家族とは二度と会えないかもしれないと、そう覚悟も決めた。それでも会いたいという気持ちはまた、別のもの。もしそれが叶うのなら、と願う気持ちを止めることはできなかった。

　だが、レイドロスには理解できないものだったのだろう。彼は驚いた様子だったが、やがて得とく心しんしたように頷いた。

「覚悟は決めていても、やはり身内は恋しいか。王女を奪われたばかりの敵国にレスレイラ国王が赴くとは思えないが、それがお前の望みなら、顔合わせくらいなら考えても良い。姉になら会えるかもしれん」

「本当ですか？」

　まさか彼がそんな提案をしてくれるとは思わず、リーレは問い返す。

「嘘など言わない。だが、向こうの出方次第だ」

「はい。ありがとうございます」

　レスレイラ王国側がそれを承知するのかはわからない。それでも姉に会えるかもしれないという喜びが沸き起こる。

　彼と共に生きる覚悟を決めながらも、しょせん敗戦国の王女でしかないと、心のどこかでそう思っていた。だから、もしレイドロスがリーレに飽きてしまえば、そのあとはどんな扱いになるかわからないと。

　それなのにレイドロスは、その願いを聞き、即座に叶えようとしてくれた。それが嬉しくて、彼に笑顔を向ける。

　そんなリーレの笑顔に目を細め、レイドロスは手を伸ばして彼女の頬に触れる。

「お前は危険な女だな。そんな笑みを見せられてしまえばこの俺でさえ、もっと望みを叶えてやりたいと心が動く。だが、そんな女を傍に置くのもまた、一興だ」

　そう言うと彼は背を向けた。

　ふたたび、執務室の椅子に座る。

「俺は戦後処理で忙しい。お前もまだこの国に慣れていないだろうから、しばらくはゆっくりと過ごせ。この王城の中ならば自由に歩き回っても良い」

　退出を許可され、リーレは控えていたキィナと共に彼の執務室を出た。

　明るい日差しに目を奪われ、一瞬だけ目を細める。

　燦さん々さんと降り注ぐ太陽の光はとても暖かく、彼との対面で緊張していた心を和らげてくれた。

　それにしてもなぜ、レイドロスの部屋はあんなにも暗かったのだろう。

　そんなことを取りとめもなく考えていたリーレは、あてがわれていた部屋に向かって歩き出そうとした。

　だが、背後に付き従っていたキィナが立ち止まったままだということに気がついて振り返る。

「キィナ？」

　声をかけても、キィナは立ち尽くしたまま、両手を固く握りしめていた。

「どうしたの？　気分が悪いの？」

　慌てて彼女の傍に寄ると、キィナは小さな声で何事か呟いている。

「陛下が誰かの意見を聞こうとするなんて。誰かの願いを叶えようとするなんて。そんなこと、一度もなかった……」

（え？）

　言葉の意味を理解して驚くリーレを、キィナは見つめた。その瞳に宿る色に、言葉を失う。

　それは深い悲しみと喜び。希望。そして深い絶望。

　相反する感情に翻ほん弄ろうされていたキィナはリーレが傍にいることを認識すると、すがるような目を向けてきた。

　キィナは何を告げようとしたのだろう。

　だが結局、彼女は何も言わず、そのまま歩き出すと、部屋まで護衛してくれた。気になったけれど、キィナが何も言わない以上、こちらから問い詰めることもできない。

　途中ですれ違った侍じ従じゅうたちは、人質として連れてこられた他国の王女がこの国の王妃になると知っているのだろう。恭うやうやしく頭を下げられ、リーレは戸惑いながらもそれに笑みで答える。

（これからこの国が、私の祖国になるのね）

　侍従たちの態度の変化に、実感が強まる。

　ほんの数日前までは、国を出ることなど考えたこともなかった。いずれ結婚するにしても、父が選んだ国内の貴族が相手だと思っていた。

　たった数日で、運命がこんなにも大きく変わると誰が想像しただろう。

　もう祖国に戻ることはない。

　このカリレア王国で、レイドロスの妻として生きていく。

　彼はたしかに冷酷で恐ろしい。

　あの射貫くような瞳を思い出すと、恐怖さえ感じている。

　それでもレイドロスはリーレの話を聞き、望みを叶えようとしてくれた。さらに、これからも何でも話せと言ったのだ。

（私を戦利品としてではなく、ひとりの人間として認めてくれた……）

　リーレが、カリレア王国はもう敵国ではなく、これから住む新しい祖国になるのだと認識したのは、このときからだった。




　ようやく戻った部屋でひと息つくと、すぐに侍女がお茶の用意をしてくれた。

　差し出された温かいお茶は、祖国ではあまり飲まない香こう草そう茶ちゃのようで独特の香りがするが、清涼感があってすぐに気に入った。この広い部屋も、まだ一日ほどしか過ごしていないのに、戻るとほっとするような気がする。

　自分には、思っていたよりもずっと適応力があったようだ。

　だが、ここで過ごすのはもう数日しかないらしい。

　到着した翌日に正妃となったリーレのために、侍女たちが大急ぎで王妃の部屋の準備をしているのだとキィナは言っていた。

　そうして好みの色を聞かれ、白や明るい色が好きだと答えると、彼女は少しだけ戸惑った様子を見せたが、すぐに笑顔になり承しょう諾だくしてくれた。

　そう、なぜかこの王城では暗い色のものが多い。

　リーレの希望通りにすると王妃の部屋だけ他から浮いてしまうかもしれない。しかし、好きにしてよいとレイドロスが言っていたそうなので、それに甘えることにした。

　それからのリーレはやらなければならないことがたくさんあって、なかなか忙しかった。まずこのカリレア王国の王妃になるのだから、ドレスを何枚も仕上げる必要があった。レイドロスの指示で多くの侍女が部屋を訪れ、採寸したり好みを聞いてくれたりした。

　その中にはキィナの姿もあった。

　デザイン画を熱心に見ていた彼女は、それを閉じると首を横に振る。

「現在の流行りのドレスはすべて、髪飾りとセットにする傾向があります。ですからリーレ様の新しい髪型に合うような、もっと新しいデザインのものを作りましょう」

　そんなキィナの提案に、侍女たちはこぞって頷いている。

　このカリレア王国の貴族の女性は、髪の美しさを競う傾向にあるようだ。だからこそドレスとセットになるような美しい髪飾りが流行っている。

　貴族の女性たちは皆、長い髪を綺麗に結い上げ、大振りで豪奢な髪飾りをしていた。

　だが、リーレの髪ではそんな髪飾りは使えない。

「ごめんなさい、こんな姿になってしまって……」

「いいえ、むしろ新しい流行を作り出すでしょう。それくらい、リーレ様はお美しいのですから」

　キィナはそう言って微笑むと、手早く新しいデザインを発注した。

　それからようやく決まった新しいドレスは、綺麗なレースをたっぷりと使ったデザインだった。豪奢で派手なものではなく、美しく繊細なそのドレスは、リーレの美貌にとてもよく似合っていた。

　ドレスの件が片づいたら、今度はこの国の習慣や儀式をひと通り覚えなければならない。

　レイドロスは無駄な儀式や行事を嫌っているため、ほとんど実行されることはないらしいが、それでも王妃が知らないでは済ませられない。

　それをリーレに教えてくれたのは、キィナだった。彼女が丁寧に教えてくれたお陰で、これに関してはそんなに苦労することはなかった。キィナはキィナで、リーレの覚えが良いことに感かん嘆たんしてくれた。

　さらに、これから関わり合いになる高位の貴族の名前と顔も覚える必要があった。

　忙しくてなかなか気が抜けなかったが、それでも数日が経過して新しい部屋に移り、ドレスの仮縫いが終わる頃には心の余裕もできてきた。

　リーレのために新しく整えられた部屋は、希望通りに明るい色彩で統一されていた。

　これまでの部屋よりもかなり広く、窓のすぐ傍には大きな木がある。その枝には毎朝、たくさん鳥たちが訪ねてきてとても賑やかだ。

　隣の部屋には応接間があり、ここで王妃の個人的な客を迎えることができる。この部屋も希望通りになっている。

　ただ、この部屋の奥から通じる寝室だけは、窓も小さなものがひとつしかない薄暗い部屋になっていた。

　内装も暗色系で、カーテンも厚い布地で、ほとんど光を通さない。

　寝室なのだから何も問題ないと思っていたが、この内装はレイドロスが訪れる可能性があるからだと気がついて、リーレは思わず頬を染める。

　夫婦になるのだからそれも当然なのだが、忙しさが勝って今まであまり深く考えなかったことだった。










ふたりで過ごした夜




　レイドロスの忙しいという言葉通り、十日が過ぎても彼の訪れは一度もなかった。キィナに尋ねると、どうやら彼は一日のほとんどをあの執務室で過ごしているらしい。

　王妃にすると宣言されてから一度も顔を合わせていないことに寂しさを感じるものの、それほど多忙ならば邪魔をしてはいけないと、リーレも自分から訪れることはしなかった。

　そんなある夜。

　リーレは早めに侍女を返し、眠るまでの時間を寝室で過ごしていた。

　この日は朝から天気が悪く、夜になっても唸うなるような風の音が聞こえてきた。部屋の窓には、風で煽られた木が何度もぶつかって大きな音を立てている。

　建物の造りが頑丈なので隙間風はまったく入らないが、それでも音のせいで気が休まらず、いつもより早く寝室に移動したのだ。

　ここならば窓も小さく、カーテンも分厚いせいで、きっちりと締めてしまえばほとんど外の音が気にならない。

　広い寝室に、小さなランプだけを灯す。

　侍女が寝る前にと用意してくれたお茶を飲みながら、部屋から持ってきた本を広げていた。

　その本で祖国とは違う儀式の作法などを復習していたリーレは、ふと外ではなく内側から物音が聞こえたような気がして顔を上げる。

　寝室には、扉がふたつあった。

　ひとつはリーレの部屋から通じるもの。そしてもうひとつは、レイドロスが出入りするためのものだと聞いている。

　物音は、彼の扉のほうからだった。

　胸の鼓動が早くなる。

　そこから寝室に入れるのは彼しかいない。レイドロスが訪れたのだろう。

　やがて扉がゆっくりと開き、レイドロスが姿を現すまで、リーレは寝台の上に腰を下ろしたまま、動けずにいた。

　薄暗いランプの光に照らされる、長身の影。

　気け怠だるそうなしぐさで寝室の入り口に立ったレイドロスは、寝台の上に座ったまま身を強張らせているリーレの姿を見て、目を細める。

「そんなに緊張するな。様子を見に来ただけだ」

　想像していたよりもずっと、穏やかな声だった。

　最初はただ威圧され、恐ろしさしか感じなかったが、リーレを妻にしたときから彼の雰囲気は変わったと思う。こんなふうに気遣うような言葉をかけてくれるなんて、考えられないことだ。

　彼はそのまま部屋の中に足を踏み入れた。

　この寝室には机と椅子が置いてある。一見シンプルだが、よく見れば見事な彫刻が施されたもので、そこにランプと茶器を置いていた。レイドロスはその椅子を机から離すと、腰を下ろす。

　ただ様子を見に来たというのは、本当のようだ。

　レイドロスが椅子に座ると、寝台に座っているリーレとは対面するような形になる。

　ふと彼の視線が自分に注がれていることに気がついたリーレは、寝室だったので夜よ着ぎだったことを思い出す。恥ずかしくなり、慌ててレースのガウンを羽織った。

　そして、目の前のレイドロスをそっと見つめる。

「そう慌てるな」

　面白がっているように、彼は笑った。

　狼狽うろたえているリーレとは裏腹に、長い脚を組み、悠ゆう然ぜんと座っている彼は完全にくつろいでいる様子だった。

　あの殺気だった雰囲気がなくなると、整った顔立ちが一段と際立つ。いまのレイドロスならば、ひと目惚れする女性も多いのではないか。

　思わずそんなことを考えていると、彼が口を開いた。

「部屋はどうだ？　何か不足しているものがあれば言ってみろ」

「はい、大丈夫です。とても快適に過ごしてします」

　そう答えると、彼は満足そうに頷いた。

「気に入ったか？」

「ええ、とても」

「ならばいい。ドレスのほうはどうだ？」

「そろそろ仕上がっているようです。あんなにたくさん用意してくださって、ありがとうございました」

　リーレのために他の国から輸入されたという絹はとても艶やかで、カリレア王国は本当に豊かな国だと実感する。

「お前にはそれだけの価値がある。宝石も適当に用意させたから、好きに使えばいい。ああ、そうだ。レスレイラ王国に、結婚を知らせる使者を送ったのだが、もうそろそろ向こうに到着する頃だろう」

「お父様に……」

　レイドロスは約束したように、顔合わせの機会を設けようとしてくれたのだろう。

「ありがとうございます。何から何まで……」

　父がどう返答するかわからないが、本当に姉には会えるかもしれない。

　悲哀に満ちた姉の顔を思い出すと、心が痛む。ここでリーレが穏やかに過ごしていると知ってもらうことができたら、安心するはずだ。

　お礼を言って笑顔を向けると、心なしかレイドロスの表情が柔らかくなった気がする。さらに彼はこんなことも言ってくれた。

「お前からも手紙を送るといい」

「よろしいのですか？」

「構わない。お前の行動を制限することはないから、やりたいと思うことは、キィナに命じて何でもやるといい」

　さっそく明日にでも姉に手紙を書こうと、笑顔を浮かべて礼を述べる。

　カリレア王国の正妃となっても、やはりリーレには負い目が少なからずあった。だがレイドロスはそんなことは関係ないとばかりに、自由に過ごしても良いと言う。

　敵国だったはずの国で、こんな待遇をされていると知れば父や姉も驚くだろう。

　だがあまり浮かれた手紙は書かないほうがいい、と思い直す。

　姉の夫の祖国であるメーオ王国はこの国に敗れ、王族はすべて捕えられているのだ。その恨みは簡単に忘れられるものではない。

　自らの思考に耽ふけっていたリーレは、ふとレイドロスが沈黙していることに気がついた。顔を上げると、彼は椅子に座ったまま目を閉じている。

「……レイドロス様？」

　そっと呼びかけてみても、返答はない。ずっと戦後処理で忙しいと言っていたので、疲れているのだろう。

（どうしよう……）

　リーレは寝台から腰を上げ、おろおろと視線を彷徨さまよわせる。

（でもこんなに疲れているのに、わざわざ様子を見にいらしてくれたのね……）

　レイドロスをこのまま放っておくことはできないが、リーレには彼を運ぶ力などない。だが椅子に座ったまま眠ったレイドロスはあまりにも無防備で、誰か人を呼ぶのもはばかられる。

「レイドロス様。せめて、寝台のほうに……」

　そう呼びかけると、彼はようやく目を開いた。だがまたすぐに閉じそうになる。リーレは必死に何度か声をかけ、何とか立ち上がらせてそのまま寝台に導こうとした。

「あっ」

　あともう少しというところでバランスを崩してしまい、寝台に倒れ込んでいた。

　柔らかい寝台の上とはいえ、受け身も取れない体勢だ。多少の衝撃は覚悟していたが、痛みはまったく感じない。

（えっ……）

　リーレは、レイドロスの腕の中にいた。

　状況が把握できずに戸惑う。

　どうやらバランスを崩したリーレを、支えていたレイドロスが腕の中にかばってくれたらしいとようやく理解して、慌てる。

「すみません、レイドロス様。……あの」

　慌てて謝罪して腕の中から逃れようとするが、レイドロスはリーレを抱いたまま、目を閉じていた。

　自分が転びそうになったところを、彼は助けてくれたのだ。だが、そのまま睡すい魔まに負けてしまったのだろう。

「……怪我はないか」

　慌てていると、彼は目を閉じたままそう呟いた。

　頷くと、レイドロスは安心したのか、そのままリーレの金の髪に顔を埋めるようにして彼女の身体をしっかりと抱きしめた。

　何とかその腕の中から抜け出そうとするが、レイドロスは無意識にリーレを抱きしめているらしく、背に回っている腕はどうやっても動かせそうにない。

　あまり無理に動いてしまえば、彼の眠りを妨げることになってしまう。本当に疲れている様子だったので、それは避けたかった。

（どうしよう……。どうしたらいいの？）

　リーレは、レイドロスの腕の中で狼狽える。

　胸の鼓動が早くなり、頬が紅こう潮ちょうしているのがはっきりとわかった。

　男の人に、こんなふうに抱きしめられるなんて初めてだ。

　このまま朝まで、一睡もできないと思っていた。

　それでも彼の温もりに包まれていると、次第に狼ろう狽ばいや緊張よりも安心感を覚えるような、そんな不思議な気分になっていく。

（あんなに恐ろしいと思っていたはずなのに……）

　冷酷な王と言われていたレイドロスが、リーレを抱きしめてこんなにもくつろいだ姿を見せている。瞳を閉じている彼からは、あの威圧感や闇を孕んだ危うさが感じられず、まるで普通の青年のように見えた。

　そんな彼の姿を見つめていると、レイドロスがリーレにだけ見せてくれた気遣いや、何でも話せと言ってくれたこと、そして望みを叶えようとしてくれたことなどがひとつずつ思い出される。

　何より、彼はもう自分の夫であり、これからの生涯、ずっと傍にいる相手なのだ。

　そんな相手の隣で安心できるのは、しあわせなことだと思い直す。

　いつしかリーレも、レイドロスの腕の中でまどろんでいた。

　この国も、この地位も自ら望んだものではないが、それでもこんなにも穏やかな時間を過ごすことができるなんて、想像もできなかった。

　夜鳥の鳴く声がする。

　それを聞きながら、リーレの意識は完全に薄れていった。

　翌朝目が覚めたときには、すでにレイドロスの姿はなかった。

　いつもよりも目覚めるのが遅くなったようで、先に起きた彼は政務に向かったのだろう。

　リーレの身体には、彼が着ていた上着がかけられている。

（レイドロス様……）

　昨日の夜のことを思い出しながら、その上着を抱きしめる。彼の腕の中で覚えた不思議な安心感は、まだしっかりと胸に残っている。

　起きる気配がしたのか、寝台の扉が控えめに叩かれた。

　どうやらキィナが様子を窺いに来たようだ。リーレは返事をすると、その上着を寝台の上に置いて寝室を出る。

「ごめんなさい、少し寝過ごしてしまいました」

　心配するキィナにそう言って微笑み、軽く朝食をとってから、侍女に身支度を整えてもらう。

　昨夜レイドロスが訪れ、朝まで彼と一緒に眠っていたことは、キィナにも話さなかった。

　男性の腕の中で眠ったことを話すのはやはり気恥ずかしく思うし、きっとレイドロスも相手がリーレだったからこそ、あんな姿を見せてくれたのだ。

　リーレのほうもずいぶんゆっくりと眠ったようで、たいして時間も経たないうちに、もう昼過ぎになっていた。本や資料を読んで過ごしたあと、キィナも交えてお茶の時間にする。

　夕方頃から、仕上がったドレスの確認をすることになっていた。

　レイドロスの意向によって結婚式は執り行われないが、それでも国内の高位の貴族を招いて国王主催の舞踏会をすることが決まっていた。

　レスレイラ王国にも出席を促す手紙を送ったそうだが、やはり父は敗戦国の身を考慮して、参加を辞退したと聞いている。

　だが代わりに後日、顔合わせと称して姉が訪ねてきてくれることになっていた。

　姉と再会できる喜びに、リーレの心は浮き立つ。

「どのドレスがいいかしら？」

　仕上がった多くのドレスを前に、キィナに相談する。

　どれも上質な絹で作られたとても美しいものだ。

　ふと、お前にはそれだけの価値があると言ったレイドロスの言葉を思い出す。

　たしかにカリレア王国は豊かな国だが、彼はリーレに、これだけのものを与えてくれるだけの価値を認めてくれているのだろう。

　そう思うと心の奥が疼うずくような、切ない気持ちになっていた。

　宝石などの装飾品も含めての話し合いは数時間に及んだ。ようやく候補が数点に絞られ、他のドレスが衣装部屋に収められる。

　それにしても、とリーレは思う。

　彼は無駄な儀式を嫌っていたから、舞踏会を催すとは思わなかった。キィナにそう言うと、彼女は笑みを浮かべ、それらはすべてリーレのためだと言う。

「私の？」

「はい。リーレ様がこの国に来た経緯はほとんどの者が知っています。人質の王女ならば、ただの愛妾だと侮あなどる者もいるでしょう。そうならないために、正式に正妃だとお披露目をする必要があるのです」

「そのために？」

「リーレ様の立場を危ういものにしないために、という陛下の御配慮です」

　そこまでしてくれることに、リーレとしては感謝の気持ちを持ったが、キィナは複雑そうな笑みを浮かべる。

「正式な結婚式を行えるならそれが一番確実なのですが……。陛下はそうされるつもりはないようです」

　譲歩した結果が、国王主催の舞踏会なのだ。

　それでもリーレのためを思ってくれていることが、何よりも嬉しい。

「レイドロス様はどうして、儀式を嫌っているのかしら？」

　ふと疑問に思って口にすると、キィナは複雑そうな顔をした。

　その表情は、リーレにすがるような視線を向けてきたあの日を思い出させるものだった。

「……きっと、煩わずらわしいのでしょう」

　だがそれだけ言うと、キィナは曖昧に笑顔を浮かべた。

　キィナの様子は気になったが、そこまで儀式嫌いのレイドロスが自分のために舞踏会を主催してくれると聞けば、リーレも無様な姿は見せられない。

　いっそう勉強に励む決意をした。立ち振る舞いや、祖国とは違う礼儀作法も復習する必要がある。

　レイドロスが、たいしたことがない女を正妃に選んだと思われたくない。ドレスも、どれが一番美しく見えるだろう。

　目的がしっかり定まると、それに向かう日々も充実したものとなる。

　リーレはそれから毎日、忙しくも有意義な時間を過ごしていた。










舞踏会




　リーレの祖国レスレイラでは、国王と王太女ネル、そしてその夫であるロイドが一室に集まっていた。

　思い詰めたような顔をしてうつむく彼らの間に言葉はなく、ただ雨の音だけが静かに響き渡っている。

　しとしとと落ちる雨は、リーレがこの国を旅立ってからずっと降り続けていた。

　もともと、今は雨の多い時期なのだが、この雨は、誰からも愛されていた優しい王女を失ったこの国の涙のようだと、国民たちは口にした。

「絶対に許せない！」

　だんっと音がした。

　それは長く続いた静せい寂じゃくを打ち破る音だった。

　机に両手を勢いよくついてそう叫ぶように言ったのは、王太女のネル。

「リーレがあの男の妻になるなんて、そんなこと許せるはずがないわ！」

　感情のままにそう叫ぶネルとは裏腹に、ふたりの父である国王は目を閉じたまま、彼女の叫びにも答えようとしない。

　カリレア王国からの手紙がこの国に届いたのは、数日前。

　それには国王主催の舞踏会の招待状が同封されていた。

　国王レイドロス自らがしたためたその手紙には、第二王女であるリーレを彼の妻に迎えると記されていた。

　だが両国の力の差、そして人質として連れ去られた事情を鑑みると、リーレは愛妾として傍に置かれることになるのだろう。

　レスレイラ国王は愛妾をひとりも持たない王だったが、他国の王は正妃の他にも複数の妻を持つことが多い。おそらくリーレも愛妾のひとりとして、あの国で生涯を過ごすことになる。

　そうなれば、時が経てばリーレは国に戻ることができるかもしれないという願いは叶わない。

「あの子はきっと、無理矢理妻にされたに違いないわ。ああ、なんてかわいそうなリーレ。どうにかして助け出さないと……」

　可愛がっていた妹のこれからを思い、ネルは勢いよく椅子から立ち上がると、憤ふん懣まんやるかたない思いで部屋の中を歩き回る。

「わかっているだろう。そんなことは不可能だと」

　そんな様子の娘に、レスレイラ国王はようやく静かにそう告げた。

「条約を破れば、今度はこの国がカリレア王国に攻められる。レイドロスは二度目は許さない男だ。そんなことになれば……国が滅ぶ」

　ネルもいずれは女王になる身だ。

　強国との付き合いには、ときには愛する者の犠牲もやむを得ず、感情を押し殺す必要があるとわかっていた。

　だがそれでも、黙っていることはできなかった。

「そのためなら、リーレがどんな目に遭ってもいいの？」

「あれは美しいだけの娘ではない。自分の意志をしっかり持っているし、覚悟もある。加えて、誰からも愛される性質だ。カリレア王が自ら手紙を送ってきたことから考えても、きっとどんな立場であってもしあわせになれるだろう」

　この国の平和を願っていたリーレの祈りを、無駄にしてはならない。そうネルに告げると、レスレイラ国王は静かに退出する。

　残されたネルは、父の去っていった扉に鋭い視線を送ると、大きく首を横に振った。

　父の言うことは正しいのかもしれない。だが、どうしてもそれを受け入れることができない。

「諦めることなんてできないわ。リーレ……。あなたを取り戻したい……。そのためにはどうしたらいいの」

　妹への愛情。父への憤り。

　そして大切な妹を奪い去っていった、レイドロスへの憎しみが入り混じる。

　涙声でそう呟くネルの肩を、夫のロイドが抱き寄せた。

「大丈夫だ。きっと僕たちの妹を、取り戻すことができる」

「本当に？　どうやって？」

　ネルはすがるような視線をロイドに向けた。彼は周囲を見渡し、人影がないことを確認すると、妻の耳もとに囁く。

「義父上には内緒だよ。守れるかい？」

「ええ。それでリーレを取り戻すことができるなら」

　必死の表情で頷く妻を腕に抱きしめ、ロイドは続ける。

「あの男の横暴に苦しめられている者は多い。それは国外だけではなく、カリレア王国内にも大勢いる。そんな人間たちが力を合わせて決起すれば、きっとあの男を倒せるだろう」

「まさか――！　カリレア王国を敵に回すの？」

　父の意見に納得することはできないが、それでもその言葉が正しいことは理解していた。あの国を敵にするには強大すぎる。

　ネルが不安そうに尋ねると、ロイドは首を振る。

「大きな声を出してはだめだ。それに僕たちの敵はカリレア王国じゃない。王であるレイドロス、ただひとりだ。実はすでに計画は動き出している。きっとリーレを取り戻せるよ」

　彼が伝えたのは、ロイドのように捕ほ縛ばくを免れたメーオ王国の王族たちが、囚われの国王やほかの王族を取り返そうとして計画したものだった。

　メーオ王国は王族の数が多いため、王族でありながら王城の外や他国で暮らしていた者も少なくない。カリレア王国の手から逃れた彼らは密かに連絡を取り合い、反撃の機会を窺っていた。

　そしてロイドはその計画に、レスレイラ王国を巻き込もうとしていた。




　とうとう、国王主催の舞踏会の夜が訪れた。

　日取りが決まってからは本当に忙しかったと、リーレは大きな姿見の前に立ち、念入りに全身を見直しながら思う。けれどその甲斐があり、万全の状態で今日を迎えることができた。

　ドレスは、仕立てたばかりの純白のもの。

　高級なレースを惜しみなく使ったそれは、まるでウェディングドレスのようだ。ヴェールこそないが、肩までの金色の髪には白い生花が飾られている。

「これで大丈夫かしら？」

　何度も鏡を見ながらキィナにそう尋ねる。

「はい、もちろんです。とても清楚で気品あるお姿です」

　朝からずっと傍にいてくれたキィナは、うっとりしたようにそう褒めたたえてくれた。周囲で支度を手伝ってくれた侍女たちも、称賛を口にする。

「ありがとう」

　リーレはややぎこちない微笑みで、その賛辞に礼を言う。

　小国の第二王女だったので、今まで公の場にはほとんど出たことがない。

　だが今日は、滅多にない舞踏会だということで、開催が夜であるにも関わらず、国内の貴族がほぼ集まる大がかりなものになると聞いていた。

　父や姉が参列できなかったのは残念だが、たしかに敗戦国に所属する国の王族としては、少し肩身が狭いかもしれない。

　緊張して失敗するのではないかと怯えるリーレに、キィナは大丈夫ですと優しく言い聞かせてくれる。

「予定よりもずいぶん招待客が多くなりましたが、集まったのは国内の貴族ばかりですから、そう形式ばったものではありません。それに、陛下の寵ちょう愛あいぶりが知れ渡れば、多少失敗してもそれを指摘する者などいないでしょう」

　キィナがそう言って苦笑するのには、理由がある。

　戦後処理がようやく落ち着いたらしく、最近のレイドロスは毎日のようにリーレを執務室に呼び出すのだ。ただ他愛もない会話を交わすだけだが、それが彼には楽しいらしい。

　お陰でリーレのほうの勉強や打ち合わせが滞り、キィナや侍女たちは調整にとても苦労していた。だが、キィナたちには悪いが、レイドロスと会話をするのはリーレ自身も好きな時間だった。

　彼はよく、リーレのことを聞きたがった。

　昨日は何をしていたか？　何か困っていることはないか？

　さらに祖国での暮らしや、幼少の頃の話など。

　ただ、日中はしょっちゅう一緒に過ごしているが、あれ以来、レイドロスがリーレの寝室を訪れることはなかった。あの夜のことを今さらキィナに言い出すこともできず、返しそびれていた上着はずっと寝室にある。

　どうやって彼に返そうかしらと思ったところで、部屋の中にいた侍女たちが慌てる気配がする。

　振り返ると、そこにはレイドロスの姿があった。緊張して表情を強張らせる侍女たちの間をゆっくりと歩いてくる。

　彼もまた、正装をしていた。

　漆しっ黒こくの重厚そうな上着は裾が長く、金の糸で刺し繍しゅうが施されていた。背には鮮やかな青のロングマントが翻り、その姿に、リーレは思わず見み惚とれていた。

（こんなに端正な人が、私の夫なのね）

　改めて思うと急に気恥ずかしくなる。

　それでもとにかく彼に挨拶しなければと、リーレは彼に近づいた。レイドロスと入れ違いに、侍女とキィナは部屋の外に出て待機しているようだ。

「レイドロス様」

　ドレスの裾を持ち上げながら足早に近寄ってきた彼女の全身を眺めて、レイドロスは満足そうに笑う。

「準備はできたようだな」

「……はい」

「どうした？　緊張しているのか？」

　コクリと頷く様子で、わかったのだろう。

　レイドロスはリーレを腰に手を回して抱き寄せる。そしてわずかに紅潮した頬に、そっと指で触れた。

「お前でも緊張するのだな」

「私だって緊張くらい……」

「俺の傍で笑っていればいい。それで充分だ」

　レイドロスの手の温もりを感じたとたん、あれだけ不安だった心が晴れていく。

　それは、もし困ったり戸惑ったりしたときは、必ず彼が助けてくれるだろうという思えるからだ。

　いつのまにか、こんなにも彼を信頼していたなんて。

「行くぞ」

「……はい」

　そのままレイドロスに手を取られ、舞踏会の会場に向かう。

　長い廊下をゆっくりと歩いた。

　衛兵に守られた大きく重厚な扉の前でレイドロスは立ち止まる。

　この扉の向こうにたくさんの人の気配がある。会談しているだろう貴族たちの、密やかな話し声も聞こえてきた。

　いよいよ、彼らの前に姿を現さなければならない。

　衛兵が重厚な扉を押し開くととたんに話し声が止み、いくつもの視線がこちらに向けられた。

　会場の明かりは控えめで、遠くまでは見通せない。

　だが、こちらに向けられた探るような視線に対し、リーレはレイドロスの言葉通りに鮮やかに微笑む。

　純白のドレスに身を包んだ王妃の美しい微笑に、至るところから感嘆の声が上がった。ひと目で魅了されたかのような貴族たちを見遣り、レイドロスは彼女を抱き寄せ、その耳もとで上出来だ、と囁いた。

　こうして始まった舞踏会は、和やかに進んでいく。

　着飾ったリーレの気高い美しさ、そして片時も離そうとしないレイドロスの寵愛ぶりに、もはやリーレを人質同然の小国の王女と見下す者は誰もいなかった。

　その美しさを、たどたどしい言葉で褒めたたえてくれる若い女性に優しく微笑んだリーレは、傍らのレイドロスが険しい顔をしていることに気がついた。

「レイドロス様？」

　片手で額を覆い、きつく目を閉じていた彼は、リーレの呼びかけにも目を開けようとしない。

「どうした？」

「いえ、あの……」

　そう問う声も、いつになく厳しいように感じる。

　さらに問いかけようとしたとき、ふたりの幼い少女が前に進み出てきた。

　お揃いのドレスを着た、とても可愛らしい少女たちは姉妹のようだ。

　ふたりは顔を見合わせ、舌足らずの口調で結婚の祝いを述べてくれる。その愛くるしい姿に、リーレは幼い頃の姉と自分の姿を重ね合わせていた。

（お姉様……）

　ふたりで王城を駆け回って遊んだ思い出が甦る。あの頃は、いつか祖国を離れなければならない日が訪れるなんて思ってもみなかった。

　リーレは彼女たちに視線を合わせてありがとう、と微笑んだ。

　さらにふたりの姉妹は、背後に隠していたらしきものを差し出す。

　それは色とりどりの花で作られた花冠だった。

　お祝いに作ったのだと伝えてくれる彼女たちに、リーレは感激して、嬉しそうに受け取る。

「ありがとう。大切にするわ」

　リーレに花冠を渡した少女も、無邪気な笑みを向ける。

　だがもうひとりの少女は、受け取る者のいない花冠を差し出したまま、泣き出しそうな顔をしてリーレを見つめていた。

　少女たちは、リーレとレイドロスにひとつずつ花冠を作ってくれたのだ。

　振り返ると、レイドロスは先ほどの厳しい顔のまま目を閉じている。先ほどから機嫌の悪そうな彼が、少女の花冠を受け取ってくれるとは思えない。

　王の不機嫌そうな様子が伝わったのか、少女たちの母親らしき貴族の女性が、ふたりの手を引いて連れ戻そうとする。

　受け取った花冠と、渡せないままおそらく捨てられてしまうだろう花冠。

　ふたつを見比べ、リーレはとっさに声をかけていた。

「レイドロス様！」

　先ほどよりも強く呼びかけると、ようやくレイドロスが目を開けた。リーレに視線を向け、険しい顔のまま問いかける。

「どうした？」

　周囲の貴族たちが、息を凝らして様子を窺っているのを感じる。それでも臆おくすることなく、リーレはレイドロスの前に歩み寄った。

「あの子の花冠を受け取ってあげてください。私たちの結婚を祝うために作ってくれたのです」

　数秒、沈黙が続いた。

　この場にいた誰もが、くだらないと切り捨てる冷酷な国王の姿を想像しただろう。以前の彼ならば、間違いなくそうしたからだ。

「ああ、これか」

　だがレイドロスはリーレの言葉に従い、少女から花冠を受け取ってくれた。

　機嫌が悪そうだった彼がそうしてくれたのが嬉しくて、リーレは思わず彼の腕に手を添えた。

「……ありがとうございます。無理を言ってごめんなさい」

「お前がそれで喜ぶなら、構わない。思ったことは何でも言えと、そう言っただろう？」

　激げっ高こうするどころか、優しく金色の髪を撫でる国王の姿に、貴族たちがざわめき、信じられないものを見たというように顔を見合わせている。

　これでもう完全に、リーレを見くびる者などいなくなるだろう。




　それから少しして、高位の貴族たちからの挨拶があった。

　リーレは必死に覚えた名前を思い出しながら、穏やかな笑みを浮かべて会話を交わしていく。

　長い時間がかかってようやくそれが終わると、目的は達したと思ったのか、レイドロスは早々に退出した。

　残ってもよいと言われたが、リーレも慣れない舞踏会で疲れていた。ひとりでいるのは不安でもあったので、彼に従って部屋に戻ることにした。

　廊下に出てから振り返ると、ワルツの演奏が始まった。

　舞踏会はもうしばらく続くのだろう。




　自室に戻ると、そこで待機していた侍女に手伝ってもらって着替えをした。コルセットを外し、ゆったりとした服装になって温かいお茶を淹れてもらうと、ようやくひと息つく。

　そして朝からずっと準備を手伝ってくれた彼女に、もう今日は下がって休んでほしい、と告げる。彼女は前日も夜遅くまで打ち合わせをしていたのだ。そんなリーレの気遣いに感謝して下がる侍女を見送り、深く息を吐く。

（ようやく終わったのね……）

　何日もこの日のために準備を重ねてきた。

　すべてが終わって安堵した気持ちと、目標を達したあとに感じる、ほんの少しの寂しさが胸にある。

　それでも気を抜いてはいられない。

　この国の王妃として生きる日々は、これから始まるのだ。

　今のリーレに、不安はなかった。

　彼女はわずかに苦みのあるお茶を飲み干し、机の上に置いておいた花冠を見て微笑んだ。

　これを一生懸命に作ってくれた少女たちの気持ち、そしてあのレイドロスがリーレのためにそれを受け取ってくれたことが嬉しくて、自然と心が浮き立つ。

（こんな気持ちになるなんて……）

　祖国を守るための政略結婚だった。まさか彼がこんなにもリーレの意志を尊重し、大切にしてくれるなんて思ってもみなかった。

　自分のどこをそんなに気に入ってくれたのかわからないが、いつしかリーレのほうもレイドロスに対して、深い友愛を感じるようになっていた。

　これから長い間、一緒に生きていくのだ。

　きっと、この気持ちはもっと強くなっていくのだろう。

　そんなことを思いながら、もらった花冠の保存方法を考えていると、ふと寝室から物音がしたような気がして顔を上げた。

（何かしら……）

　もう侍女も帰したのだから、室内に誰もいるはずがない。だがもう一度耳を澄ませると、たしかに足音がした。

「あっ」

　あの夜のことを思い出し、立ち上がる。

　きっとレイドロスだ。

　寝室に繋がる扉を開けると、カーテンが閉められているらしく、中は暗闇で満たされていた。部屋に戻ってランプを持ってきたほうがいいか悩んでいると、奥から声がする。

「リーレか？」

　間違いなく、レイドロスの声だった。

「はい、そうです。あの、今ランプを……」

「いや、このままでいい。そのまま真っ直ぐに歩いてこい」

　寝室は深遠の闇の中だ。

　その中に足を踏み入れるのは恐ろしかったが、その言葉に導かれるように歩いていく。

「レイドロス様……」

「ここだ」

　差し出した手が握られた。

　見えなくても気配で、それがレイドロスだとわかる。

　指に触れた温もりに安堵して、リーレはその手を引き寄せるようにしてレイドロスに身を寄せた。

　背中に手が回り、ゆっくりと抱きしめられる。

　そのまま彼に導かれるようにして、寝台の上に腰を下ろした。

「先ほどは花冠を受け取ってくださってありがとうございました。私、無理を言ってしまったのに」

　もう一度礼を言うと、隣にいる彼が笑う気配がした。

「そう何度も言わずともよい。そんなに嬉しかったのか？」

「はい。実は、無理かもしれないと思っていたのです」

　そう答えながら、あのときのレイドロスはとても険しい顔をしていたと思い出す。

　あのとき、何があったのだろうか。

　不機嫌だった理由が聞きたくて、けれども単刀直入に聞いても良いのかわからずに口ごもる。

「どうした？　何でも話せと言っただろう」

　迷うリーレの気持ちを見透かしたように言いながら、隣にいたレイドロスが立ち上がる気配がした。彼はこんな暗闇でも見えているらしく、迷わずに机に近づくとランプに火を灯した。

　ぼんやりとした淡い光が、部屋の中を照らし出す。

　机の前に立ち、寝台に座ったままのリーレを見つめるレイドロスは、いつのまにかゆったりとした服装に着替えをしていた。

　ここで少し休んでいたのかもしれない。

　目の前には、ランプの光に照らし出されたレイドロスの姿がある。だが穏やかな雰囲気とは裏腹に、彼の表情はあのときのように険しいものだった。

　どうしてそんなに厳しい顔をしているのか？

（もしかしたら……）

　思いついたことがあった。

　それを実行しようと、リーレは窓に向かって歩いた。

　そのまま分厚いカーテンを開ける。黒こく雲うんの合間から差し込んだ月光が部屋の中を照らし出したのを確認すると、今度は彼がつけたばかりのランプを消した。

　月の光だけでは部屋は薄暗く、かろうじてお互いの顔が見える程度だ。

「リーレ？」

　彼女の行動を不思議そうに見つめていたレイドロスに向き直ると、リーレは口を開いた。

「レイドロス様、これなら大丈夫ですか？」

　微弱な光の下では彼の表情までわからなかったが、それでもレイドロスが驚いている気配が伝わってきた。

「まさか、見破られるとはな」

　自じ嘲ちょうめいた笑みと言葉が返ってきて、リーレは自分の考えが正しいことを知る。

「私の祖母が、少し目が弱かったのです。それでもしかしたらと……」

　祖母がレイドロスと同じように眩しいところでは険しい顔をしていたことを思い出したのだ。

　彼の目は、あまり光に強くないのだろう。

　レイドロスの執務室やこの寝室があまり光の入らない構造になっているのは、きっとそのためだ。

　あのとき険しい顔をしていたのも機嫌が悪かったのではなく、夜とは思えないほど明かりを灯した会場が眩しかったのかもしれない。

「最初からそうおっしゃってくだされば……」

　理由を知って、後悔が押し寄せてくる。

　聞いていたらリーレも、もっとレイドロスに配慮しただろう。

　自分の部屋をあんなに明るい色彩で統一することもなかった。

「そんなに悪いわけではない。見えなくなることもないし、苦痛を伴うわけでもないからな。まさか気づかれるとは思わなかった」

　レイドロスはそんなリーレの後悔に気づかない。

　部屋の準備をしているとき、好きな色を聞かれて明るい色がいいと答えた。それを聞いたキィナは少し躊躇った様子だった。

　おそらく彼女はすべて知っていたのだと思うと、リーレは拗すねたような声になる。

「お互いに隠し事はしないという約束でした」

「たいしたことではないから、話す必要もなかった」

　彼にとっては日常で、本当にたいしたことがないと思っているのだろう。

（それでも話してほしかった……）

　自分の感情を持て余して、リーレはレイドロスから視線を逸らした。

　頼りにされていないことが悲しいのか。

　それとも自分も知らないことを、キィナが知っていたのが悔しいのか、わからない。

　ただ悲しくて、寂しい。

「どうした？」

「何でもありません。大丈夫です」

　きっぱりとそう言うつもりだったのに、声は震えている。

　どうしてこんなに感情が乱れるのか、自分でも理解できなくて、リーレはそのまま寝室から出ようとした。

　ここから離れたら、気持ちも落ち着くかもしれないと、逃げ出そうとしたリーレを、レイドロスが手を掴んで引き寄せる。

「そうは見えない。思ったことは話せと言っただろう」

「たいしたことではありませんから」

「リーレ……」

「……ごめんなさい」

　自分が言われて悲しかった言葉をそのまま告げてしまい、謝罪する。これでは当てつけのようだ。

（どうして、こんなこと……）

　これ以上突っぱねることはできなくて、リーレは彼に向き直る。

「急にこんな気持ちになって、自分でもどうしたらいいのかわからないの」

　感情が、自分自身でも抑えることができなくて苦しい。

　レイドロスにも、その言葉でリーレがどうして態度を変えたのかわかったのだろう。

　そう涙声で告げるリーレの肩を、レイドロスが抱き寄せた。触れる体温に、乱れていた心がだんだん落ち着いていく。

　逆らわずにそのまま、彼に身を委ねた。

　ときおり、頭を撫でてくれる手は、信じられないくらい優しい。

　そのままリーレが落ち着くまで、レイドロスは何も言わずにただ抱きしめてくれた。

　そんな彼の背に手を伸ばす。そうしていると先ほどまでの苦しさが嘘のように、心が楽になっていく。

「取り乱してしまって、ごめんなさい」

　ようやく涙が止まると、感情のままに彼にすがりついたのが恥ずかしくなって、リーレはレイドロスから離れようとした。だが彼は手を掴んで引き寄せ、リーレの身体をふたたび腕の中に閉じ込める。

「レイドロス様？」

「俺でも、心が痛むことがあるのだな。もう、お前の涙など見たくない。だから教えてくれ。いったい何が悪かった？」

「レイドロス様は悪くありません。ただ、私が勝手に拗ねたのです。あなたのことが心配だったのに、たいしたことがないと言われて」

「心配？　俺のことを？」

「はい。明るさが苦手だと知っていたらもっと私にできることがあったのではないかと思ったのです。だから、教えてほしかった」

　そんなリーレの言葉は、彼にとって意外だったようだ。

　抱き寄せていたリーレの身体から手を離して、呟くように言う。

「お前が俺のことを心配するなど、思いもしなかった」

　だが、そう言った彼の言葉には隠しようもない喜き色しょくが含まれていた。

「憎まれることはあっても、好かれるようなことは何ひとつしていないからな」

　たしかに人質のように敵国に連れてこられた当初ならば、ここまで胸が苦しくなることはなかったかもしれない。

　けれど人の気持ちは変わっていく。気持ちが変われば、また関係性も変わっていくものだ。

　リーレが泣いただけで、こんなに動揺する彼をどうして憎めるだろう。

「レイドロス様を憎んでなどおりません。父や姉を恋しく思うときもありますが、私はあなたと共に生きると決めたのです」

　強要されたものだとしても、決めたのは自分の意志。

　後悔などしていないし、カリレア王国をもう第二の祖国だと思っている。

　それを告げると、レイドロスは手を伸ばしてリーレの金色の髪に触れた。

　大切なものに触れるかのような、慎重な手つき。そのまま彼はリーレの髪にそっと口づける。

「お前は俺が求め、そして得られなかった光そのものだ。得られぬとわかっていたから憎んだこともあったが、ようやく、この手に光を取り戻した気がする」

「……レイドロス様？」

　その言葉に込められた意味を、リーレはまだ理解することはできなかった。だが金色の髪が嫌いだと言われ、自らの手で切り落としたときのことを思い出す。

　きっと彼にはまだ、リーレが知らない事情がある。

　それをすぐに尋ねることができなかったのは、レイドロスがあまりにも切なげだったせいだ。

　簡単に話せることではないのだろう。

　だからその代わりに、手を伸ばしてその背を抱きしめた。

　傷口を広げてまで、秘密を知ろうとは思わない。いつかきっと、レイドロスは話してくれるだろう。そのときに彼を支えられるように、強くなりたいと思う。

「私がずっと傍にいます。それを忘れないでください」

「忘れるものか。お前は俺の……」

　レイドロスの手がリーレの背に回る。

「焦がれ続けた光なのだから」




　互いに抱き合ったまま、いつのまにか眠ってしまっていたようだ。窓の外から賑やかな鳥のさえずりが聞こえてきて、リーレは目を覚ました。

（昨日、あのまま……）

　部屋着のままの自分を見て、昨晩のことを思い出す。

　こうして目覚めるのは、初めてではない。ただ前回と違うのは、目の前にレイドロスの姿があったことだ。

　彼はリーレが目を覚ましてもまだ、静かに眠っている。

　無防備な姿に自然と笑みが浮かんだ。

　レイドロスを起こさないようにそっと寝台から降りると、昨日開けたままで眠ってしまったカーテンをきっちりと閉めた。今朝は曇り空のようで、太陽の光は強くなかったが、それでも彼の事情を聞いた今となっては、少しの光も寝室には入れたくないと思う。

　すると、寝室の外から控えめな声がした。

　侍女が起こしに来てくれたのだろう。レイドロスがまだ目を覚ましそうにないことを確認すると、そっと寝室を出た。

「レイドロス様がまだ眠っていらっしゃるわ。彼がここにいることを、キィナに伝えてほしいの」

　扉の前で待機していた侍女にそう声をかけると、彼女は頬を染めながら頷き、足早に部屋を出ていく。その様子に首を傾げたリーレは、同じように頬を染めて部屋を訪れたキィナの姿に、彼女たちが何を勘違いしたのかに気がついて、慌てて否定した。

「ち、違うの。昨夜、寝室でお話しをしていたら、いつのまにかふたりで眠ってしまって……」

　もう夫婦になったのだから、言い訳など不要だったのかもしれない。でもあまりにも恥ずかしくて、ついそんなことを言っていた。

「は、はい……。あの、申し訳ありません……」

　キィナも頬を染めたまま、そんな曖昧な返事を返している。

　それから身支度を整えると、簡単な朝食をふたり分用意してもらった。リーレはそれを持ち、寝室に戻る。

「……レイドロス様」

　まだ眠っていたレイドロスに優しく声をかけて起こした。

「ん……」

「もう朝よ。起きて」

「ああ、リーレか」

　レイドロスは起こしてくれたリーレと、きっちりと閉まったカーテンを見比べて柔らかな笑みを浮かべる。その穏やかな表情に、リーレも優しく微笑んだ。

「朝食にしましょう」

「ああ、そうだな」

　そうしてふたりで、初めて朝の時間をゆったりと過ごしたのだった。










姉との再会




　レイドロスが執務室に向かう頃、リーレにも来客があった。

　貴族の何人かが、領地に戻る前に挨拶に訪れていた。

　昨日の舞踏会でレイドロスが意見したリーレを咎めず、さらにそれを受け入れたことから、改めて王妃の重要性を認識した者が多いようだとキィナは教えてくれた。

　その後もリーレが誰の面会も拒まずに受け入れてくれることから、面会者は日増しに多くなり、中にはレイドロスに関する相談も含まれるようになった。国王の不ふ興きょうを買い、追放された者がリーレの取りなしで復帰したこともあった。

　いつも公平で正しく、理不尽だと思えばレイドロスにさえ意見してくれる王妃リーレは、ほんのひと月ほどでカリレア王国にとってなくてはならない存在になっていた。




　そんなある日。

　リーレはレイドロスから一通の手紙を手渡された。

「手紙。私に、ですか？」

「ああ。今朝、届いたばかりだ」

　封を開けて中身を見ると、そこにあるのは祖国の姉の筆跡。

「お姉様……」

　懐かしい文字に、胸が痛くなる。

「遅くなったが、予定通りレスレイラ王国の王太女のネルが会いに来るそうだ」

　レイドロスは約束を覚えていてくれたのだ。姉に再会できる喜びに、リーレの顔が輝く。

　レイドロスとリーレの関係が変化したことで、カリレア王国とレスレイラ王国の関係も変わっていた。レスレイラ王国は、カリレア王妃の祖国。その王太女であるリーレの姉ネルも、厚遇された。

　護衛に守られ、侍女に案内されてリーレのもとを訪れた姉のネルは、レスレイラ王国の正装をしていた。祖国であるレスレイラ王国では王太女の場合、公式な場に出るときは男装をする風習がある。

　長い茶色の髪を束ねずにそのままなびかせ、王太女として男装をした姉の姿はとても凛々しい。そんな姉を誇りに思っていたことを思い出して、笑みを浮かべた。

「お久しぶりです！　お姉様に会えて、とても嬉しいわ。長旅でお疲れでしょう？」

「リーレ」

　だがネルは妹に再会した喜びよりも、この状況に対する困惑が先立ったようだ。

　挨拶を交わすよりも先に、リーレに尋ねる。

「どういうこと？　どうしてこんなことになっているの？」

「お姉様……」

　多くの人の目があるところで取り乱していたことに気がついたのか、ネルも気を取り直した様子でリーレの背に腕を回した。

「私も会いたかったわ」

　久しぶりに再会した姉妹は、互いにしっかりと抱きしめ合う。

「お姉様、私の部屋でゆっくりとお話しましょう。いろいろとお伝えしたいこともあるし、レイドロス様の許可もいただいていますから」

　ネルはレイドロスの名を聞いたとたんに顔を強張らせたが、話したいことがあるのは姉も同様だったらしく、妹の提案に素直に頷いた。

　広い王城を侍女に導かれて歩く。

　すれ違う者たちが王妃に丁寧に挨拶をする様子を、ネルは複雑そうに見つめる。それに気づきながら、あえてリーレは弁解することなく、普段通りに笑顔で言葉を交わした。

　やがて扉の前までたどり着くと、護衛を返し、侍女にお茶の支度を頼む。

　広い王妃の部屋の豪華さに、驚いた様子で周囲を見渡していたネルは、ふたりきりになったことに気がつくと、先ほどの続きとばかりに妹に詰め寄った。

「リーレ、あれからずっと心配だったのよ。あなたがつらい目に遭っているかもしれないって……」

「お姉様、心配をかけてごめんなさい」

　リーレがこの国に戦利品として連れて来られる前夜、真夜中に部屋を訪れた姉の様子を思い出すと、リーレの胸も痛む。

　言葉通り、ずっと妹の身を案じていてくれたのだろう。

「それが急に敵国の……、カリレア国王の妻になるなんて連絡が来て。あなたから手紙で大丈夫だと言われても信じられなかったわ。だから会いにきたの」

　これまでの経緯を考えると、誤解されても仕方がない。だから今回の訪問で、姉に伝わればいいと思う。

　どれだけレイドロスがリーレを大切にしてくれているか。

　そして、レイドロスと共にこの国で生きる覚悟を決めたことを。

「お姉様。たしかに、私も最初は祖国のための政略結婚だと承知しました」

「そんな、リーレ……」

　姉の表情が悲痛に歪む。

　リーレは姉が口を開くよりも先に、そっと彼女の手を取った。

「でもレイドロス様は、私をとても大切にしてくれるわ。この部屋もすべて、私のために用意してくれたのよ」

　王妃の部屋は、王城の他の場所に比べると陽当たりがよくてとても明るく、調度品なども美しい造りになっている。ネルは部屋を見渡し、訝いぶかしげに目を細めた。

「たしかに、私たちの国とは比べものにならないくらい豪華だわ。でもそれは、この国の権威を示したいためなのではないかしら」

　姉の言葉を、リーレはすぐに否定した。もしそうなら、王城すべてを豪奢に造りかえるだろう。カリレア王国にはそれだけの財力は充分にある。

「レイドロス様は何もかも私の自由にしていいと言ってくださったの。だからこの部屋だけこんなに明るいの」

　リーレの部屋だけ周囲と雰囲気が違うということには、ネルも気づいていたのだろう。顔をしかめたまま、今度は亡き母に似た妹の金色の髪に触れた。

「あなたの綺麗な髪が、どうしてそんなことになっているの？」

「これは……。自分で切ったの。このほうが楽だし、それにこの国の流行なのよ」

　レイドロスに刃を突きつけられたことだけは、話せない。だが自分で切ったというのも嘘ではなかった。

「そうね。ここに来るまで、短い髪をしている女性をたくさん見たわ。流行っているのは本当みたいだけど……」

　実際には、王妃であるリーレの髪形を真似する女性が増えたのだが、そこも真実を語らずに、頷いた。

「それにお姉様、レイドロス様は何でも話せと言ってくれるの。どんなことでも、思ったことは包み隠さずに話せと」

「あの男が!?　あの冷酷な独善者のカリレア国王が、あなたの話を聞いてくれるっていうの？」

　今までの言葉の中で、これが一番ネルを驚かせたようだ。

　声を上げる姉に、リーレは微笑んで頷く。

「ええ。たくさんのことを話したわ。理不尽だと思ったことには抗議もする。もちろん、最終的に決めるのはレイドロス様だけど、私の意見が正しいと思ったときには、ちゃんと聞き入れてくれるわ」

　彼の怒りを買って追放された者が、この国の中枢にもいた。ほとんどは罰せられるだけの理由があったが、中には巻き込まれただけの者や、不条理だと思うような場合もあった。

　さすがに最初にそれを指摘したときは緊張したが、レイドロスはリーレの話をきちんと聞いてくれた。

「あの方が私の何を気に入ってくれたのか、はっきりとはわからない。でも必要とされているならば、私は彼の傍にいたい。この国で生きたいと、そう思っているの」

「……リーレ」

　控えめに、それでもきっぱりと自分の意見を告げる。

　ネルは衝撃を受けたような様子で、それでも何か言おうとして口を開いた。

　だがそのとき、お茶の支度を終えた侍女が部屋に戻ってきて、その言葉はリーレに伝えられることなく消えていく。

　気になったがリーレも尋ねることはできず、その後は父の様子や、祖国であるレスレイラ王国のことなどを聞きながら、お茶の時間を過ごした。




　夜遅く、王城にある客間でのこと。

　ネルは眠れぬまま寝台の上に座り、何度もため息をついていた。

　夜になるとほとんど明かりが灯らないこの王城は、昼間の賑やかさが嘘のように静まり返っている。

　城の敷地内に大きな木がいくつもあるせいか、その静けさを切り裂くように夜鳥の鳴き声が響いた。そのどこか寂しげな、切ない声に耳を傾け、もう一度ため息をつく。

　――ネルがこの国を訪れた、本当の理由。

　それはレイドロスと妹の結婚を祝うためなどではなく、リーレにある計画を伝えるためだった。

　敵国でつらい思いをしているだろう妹に、いつかきっと祖国に戻れる。だからそれまで耐えてほしいと励ますために、わざわざ足を運んだのだ。

　だが泣き暮らしていると思い込んでいた妹は、祖国にいるときと同じように明るい笑顔で迎えてくれた。

　たしかに、妹からの手紙には何度も大丈夫だと、自分のことは心配いらないと記されていた。しかしそれは自分たちを心配させないため、もしくはレイドロスに強要されて書いているのだとネルは信じ込んでいたのだ。

　それなのにリーレは、そのレイドロスがどんなに自分を大切にしてくれるかを繰り返し伝え、彼と共に生きることを望んでいると告げる。

（リーレは昔から優しい子だった。もう両国が争うことがないように、わざとあんなことを言ったのかしら？）

　そう考えてみるが、レイドロスのことを語るリーレは、妹の美貌に見慣れていたネルでさえも思わず息を呑むほど美しかった。

　まるで恋をしている乙女のように。

（まさか、リーレは本気であの男を……!?）

　あってはならないことだ。

　ネルは否定するように激しく首を振る。

　レイドロスは夫の祖国を蹂じゅう躙りんし、愛しい妹を奪い去った憎むべき存在。そんな男を、最愛の妹が愛してしまったなど想像したくもない。

　だが、妹の眩まばゆいほどの笑顔が脳裏に焼きついて離れない。

（誰からも愛されるリーレならばどんな立場になってもしあわせになれると言っていた、父上が正しかったというの？）

　妹の優しい心と強い意志は、あの冷酷なレイドロスさえ変えたのか。

　彼と対面したときのことを思い出し、ネルは唇を強く噛み締めた。

　冷酷で残酷な恐ろしい男とばかり思っていたのに、リーレに再会する前に対面したレイドロスは想像とはまったく違っていた。

　ネルの長旅を労ってくれ、すぐに妹に会えるように手配をしてくれたのだ。さらに容姿端麗であり、彼ならば、妹の美貌にも見劣りしないだろう。

　この国の人間も、どうやら王妃となったリーレを慕っている。

　妹の部屋に向かうとき、すれ違った侍女の中には、憧しょう憬けいの眼差しを向けている者もいたくらいだ。

　今の妹に、あの計画を告げることなどできなかった。

　もしリーレがこれを知ったら、すぐにレイドロスに伝えてしまうかもしれない。

　そんなことになったら、捕らえられていたメーオ王国の国王や王族たちは、すぐにでも処刑されてしまいかねない。計画に加担した夫も、ネル自身も無事ではすまない。

（もう計画は動き出している。今さら、後戻りはできない）

　ネルは両手を強く握りしめた。

　妹を国に連れて帰るために、彼女は国王である父にも極秘でロイドの計画に加担していた。

　だが、妹は本当にそれを望んでいるのだろうか。

（いいえ、帰りたいに決まっている。だってリーレは無理矢理、この国に連れて来られたのだから！）

　浮かんできた疑問を即座に否定して、ネルは決意を新たにする。

　レスレイラ王国で妹が愛され、大切にされていることを知っていて、わざと奪うような真似をしたあの男を許すことはできない。

　夜は長く、朝は遠い。

　ネルは暗闇に満ちた客間で、目を閉じる。

　目を閉じても変わらない深遠の闇は、彼女の心の中まで浸食しようとしていた。










光と闇




　ネルは五日間滞在し、レスレイラ王国に戻っていった。

　次に会えるのは、いつになるのだろう。

　そう思うと寂しくなり、思わず小さな子どもに戻ったようにすがるリーレを、ネルは優しく抱きしめてくれた。

「大丈夫よ。またすぐに会えるわ」

　笑って涙ぐむリーレを慰め、姉は王城を出しゅっ立たつした。

　カリレア王国の王妃となったリーレと、レスレイラ王国の王太女のネルがそう何度も頻繁に会えるとは思えない。だが姉がそう言ってくれたお陰で、悲しい気持ちが和らいだ気がする。

　馬車が見えなくなるまで見送ったあと、真っ直ぐにレスロイドの執務室に向かった。

　昼間でも薄暗い部屋にも慣れ、戸惑うことなく歩く。

　姉の帰国を告げると、彼は静かに頷いた。そっと手を伸ばし、リーレの頬に触れる。

「泣いたのか？」

「……少しだけ。ごめんなさい、もう大丈夫です。姉に会わせてくださって、ありがとうございました」

　心配そうな顔を見せるレイドロスに微笑んで、頬を撫でてくれる手に触れた。

　彼が手配をしてくれなかったら、姉との再会も叶わなかった。

「レスレイラ王国からすれば、ここは敵国だ。王太女はお前に会いたくて、決死の思いで訪れたのだろう」

「敵国だなんて、そんな……」

「そんな顔をするな。俺はもうお前を悲しませるようなことをするつもりはない。だが、一度芽生えた憎しみは、そう簡単に消えるものではないからな」

　たしかに姉は、レイドロスの名前を出すたびに表情を強張らせていた。

　この国と彼に良い感情を持っているとは思えない。そのことを思い出して何も言えなくなっていた。

　そんなリーレに触れたまま、レイドロスは遠くを見るような目をする。

「俺は今まで、他人の感情に配慮したことなどなかった。むしろ愛や信頼などは、さらけ出している弱点としか思えなかったくらいだ」

　カリレア国王は、悪魔のような男よ。

　そう言っていた姉の言葉を、リーレは思い出す。敗戦国に対して、とても過酷な要求をするのだと。

「お前を妃にしたのも、自由に意見することを許したのも、最初はただの思いつきだった。他の女とは違うお前に興味を持っただけだ。だが次第にその意志の強さ、気高い魂の美しさに魅了されていった。俺は冷酷な王などではなく、ただ物を知らぬ獣だっただけだ」

　金色の髪に指を絡め、レイドロスはリーレを抱き寄せた。

　宝物に触れるような、慎重な手つき。

「お前を愛したことで、俺は人の心を知った。笑顔を向けられると心が浮き立つ。悲しむ様を見れば、何とかしなければならないと焦る。妻にしてから告げるのも滑こっ稽けいかもしれないが、俺はお前を愛している。嫌われるのが怖くて、手も出せないくらいだ」

「レイドロス様……」

　彼の声は真剣で、だからこそ真しん摯しな気持ちが伝わってくる。

　愛している。

　その言葉がリーレの心の奥底まで染みこんでいく。

（私のことを……。本当に？）

　結婚が決まったとき、祖国のために受け入れなくてはならない運命だと覚悟を決めていた。だが自分にきちんと向き合ってくれ、話を聞いてくれる彼に、いつしか信頼と友愛を感じるようになっていた。このまま良い信頼関係を築ければそれでいいと思っていたはずだ。

　けれど彼はそれ以上に、深い愛情を抱いてくれていた。その事実が、リーレの心を激しく揺さぶる。

　自分は彼のことをどう思っているのだろうと考えてみる。

　憎しみはないし、最初の頃に感じていた恐ろしさも、もう感じていない。

　でも愛しているかと聞かれたら、まだ戸惑いがあるような気がする。ただ彼と話をするのは好きだった。軽く触れ合うと、その温もりに安堵する。

　いつか、この感情が愛に育っていくのかもしれない。

　だがそんなことを夢見たリーレとは裏腹に、愛の告白をしたばかりだというのに、レイドロスの表情は固い。

　深く暗い闇を見つめているような彼の表情に、明るい未来を想像していたリーレの心がざわついた。

「どうかなさったのですか？」

　彼は不安そうなリーレに気がつくと、安心させるように笑みを浮かべてみせる。だがそれもどこか寂しげで、ますます懸念が募るだけだ。

「思ったことを私にお話しください。約束をお忘れですか？」

　不安に思うことならば話してほしい。そう思って強めの口調で言うと、観念した様子でレイドロスは胸の内を語ってくれた。

「いや、ただ……。愛を知って初めて、それを奪われる痛みを知った。レスレイラ王国の王太女が俺を憎むのは当然だ。もしお前を奪われたら、俺だってその相手を許さないだろう」

　リーレの金色の髪に頬を寄せ、レイドロスはその身体をしっかりと抱き寄せる。

　痛いくらいの抱擁には、彼の深い後悔が現れているようだ。

「レイドロス様……」

　他人の気持ちを考えたことがなかったと言っていた彼は、今回のネルの訪問で思うところがあったのかもしれない。

「俺は多くの人間を苦しめた。……いずれ、その罪を償わなければならないときが来る」

　静かな声に、レイドロスの覚悟を感じる。

　彼に罪がないとはリーレにも思えない。相談に来た貴族の中には、王を恨んでいると涙ながらに訴える者もいた。

　結婚を告げられたときの会話を思い出す。

『俺には敵が多い。俺を狙うのが無理なら、その刃がお前に向けられることもあるかもしれない』

『すべて、覚悟の上です』

　夫婦になるなら運命を共にする覚悟が必要だと、あのときのリーレは考えたのだ。その気持ちは、今も変わっていない。

「それでも、私はあなたの傍にいます。運命を共にすると誓いました。もし、あなたに罪があるのならば、私もそれを償います」

「リーレ！　お前にそんな義務はない。この結婚も強要されただけだ。お前まで光のない闇の中を歩く必要はない」

　その言葉だけで、彼が変わったことがわかる。

　大切に思ってくれているからこそ、巻き込みたくないと思ってくれているのだ。

　視線を逸らす彼の横顔を見て、リーレの心にも愛おしさが沸き上がる。

　いつか彼を愛するようになるかもしれないと思った。

　でもそれは違っていた。

（友愛などではないわ。私も、レイドロス様を愛している。……こんなにも）

　もうとっくに彼を愛していたのだ。今、それにようやく気がついた。

　敵国の王と戦利品として連れてこられた王女として、出逢った。

　最初は祖国のため、父や姉を悲しませないようにと気を張っていただけだった。

　金色の髪を気に入らないと言われ、自らの手で切り落としたときも、ふたりを悲しませたくないとそれだけを考えていたのだ。

　思ったことを話すようになったのも、それが決められたルールだったから。

　でもレイドロスの気遣いを感じるたびに、恐ろしかった気持ちが薄れていった。

　どんな話でもリーレの言うことにはすべて耳を傾けてくれて、彼に尊重されていると知った。

　そしてその心に抱え込んでいる闇の片へん鱗りんに触れ、そこから彼を救い出したいと思っていた。傍にいたいと願っている。覚悟ではなく、これはリーレ自身の望み。

「義務とか、強要されたとか、もうそんな言葉は必要ありません」

　思わずそう言うと、逸らされたレイドロスの視線の先に回り込む。

　彼を見上げて、告げた。

「私がそう決めたのです。あなたの傍にいたいと。あなたの隣で生きていきたいと。レイドロス様の歩む道が暗闇に満ちているのだとしたら、私が光となって、その道を照らします。だからどうか、私を遠ざけないでください」

　気持ちが昂って、思わず涙が溢れてきた。

　こんなに正直に自分の感情を相手にぶつけたのは、これが初めてかもしれない。

「俺は……お前に泣かれると、どうしたらいいのかわからなくなる」

「誓ってください。私の傍にいると。そうしないと、泣き止みません」

　涙を拭いもせずに彼を見つめてそう言うと、レイドロスは困ったように笑う。

　どこか吹っ切れたような、優しい顔だった。

「それは困るな。……お前の傍にいると、誓おう。だからもう泣くな」

　優しく髪を撫でられ、その心地良さに目を閉じる。

　レイドロスはリーレの身体を抱き寄せた。それに逆らわずに身を任せていると、彼は目を閉じたままのリーレの唇を奪う。柔らかな感触を唇に感じた。

　夫婦になってから、初めてのキス。

　そしてリーレにとって、生まれて初めて交わしたキスだった。

　それはこれからの将来を誓い合う、神聖な儀式のようだった。




　それからのリーレは、以前にも増して忙しい日々を送っていた。

　貴族たちとの面会の時間を増やし、さらにこの国のいろいろな立場の者と積極的に対話している。

　友好的な者ばかりではなかったが、そういった者たちも、何度も会話を交わすうちに少しずつ心を開いてくれるようになっていた。

「リーレ様に降こう伏ふくしない者などいません。だって、国王陛下でさえあのご様子ですから」

　そう言って笑うキィナも、最初の頃と比べるとずいぶん打ち解けてくれた。

　何でも相談に乗ってくれ、いつも傍にいてくれる彼女のことを一番の親友だと思っている。リーレがそう話すと、キィナは恐縮した様子で私などにもったいないことですと首を振ったが、本当に心からそう思っていると伝えると、とても嬉しそうに笑った。

　レイドロスもまた、多忙な日々を送っているようだ。

　最近はリーレを連れて、国内の視察に出ることも増えた。彼が言うには、美しい王妃を連れて行くと相手側の反応がとても良いらしい。

　役に立てるのは嬉しいが、それだけではないだろうと思う。

　レイドロスは、以前とは比べものにならないくらい穏やかになった。話を聞く姿勢も見せている。相手の態度が変わるのは当然だろう。

　カリレア王国は良い方向に向かっていた。

　他国との関係の改善など、まだ問題は山積みだが、こうして努力を続ければきっといつか、解決することができるだろう。




　この日もリーレは、視察に行く予定を話し合うため、レイドロスの執務室を訪れていた。

　扉を叩き、返答を待ってから扉を開く。

（……あ）

　部屋に入ったとたん、予想外の眩しさに目を細めた。

　薄暗いはずの室内は、太陽の光に満ちている。カーテンが開かれているようだ。

　それほど強い光ではないが、レイドロスの目には良くないだろう。リーレは視線を巡らせ、彼の姿を探した。

　返答があったのだから、この部屋にいるはずだ。

「眩しくありませんか？」

　その姿はすぐに見つけることができた。

　レイドロスは、執務室の椅子に座ったまま目を閉じていた。リーレは彼の姿に駆け寄り、すぐにその背後にあるカーテンを閉めようとして、その手が止まる。

「……リーレか」

　目を閉じたままそう答えたレイドロスが、とても幸福そうに見えたからだ。

　柔らかな笑みを浮かべたまま、彼はリーレに向かって手を差し伸べた。その手を握り、彼の傍に寄り添う。

「何をしていらしたの？」

　思わず見惚れながら、そう尋ねた。

　この部屋にはリーレの他には誰も許可なくしては入れない。カーテンを開けたのは、レイドロス自身だろう。

「過去との、訣別を」

　返ってきたのは、静かな声。

「過去……？」

　レイドロスは思わず問い返したリーレの手を引き寄せると、膝の上に座らせる。そして片手でリーレを抱いたまま、もう片方の手で自らの顔を覆った。

「そうだ。その過去のせいで俺は光を厭い、恐れ、同時に狂おしいほどに焦がれてきた」

『お前は俺が求め、そして得られなかった光そのものだ』

　リーレは以前、レイドロスにそう言われたことを思い出す。

「レイドロス様を苦しめていたのは……どのような過去だったのですか？」

　聞いてもいいのか、少しだけ迷った。

　その過酷さがレイドロスの言葉から察せられたからだ。

　それでも彼のことを知りたくて、その心を理解したくてリーレは尋ねた。

「……俺が十歳になった頃、この国の正妃だった母が国に返された。他の男と密みっ通つうしているという噂があり、調査したところ、それが事実だと判明したらしい」

　彼にはもう、心の整理がついていたのだろう。リーレの問いに、レイドロスは気負うことなく静かに答えてくれる。

「俺は不義の子として王太子の称号をはく奪され、王城の一室に幽ゆう閉へいされた。追放しなかったのは、裏切った母に対する見せしめだったらしい。父は母を愛していただけに、余計に裏切りが許せなかったのだろう」

　レイドロスは、顔を覆っている手を放した。

　眩しい光に目を細めながらも、窓から空を見上げる。

「餓えることも寒さに震えることもなかったが、窓もない、薄暗い部屋だった。母の裏切りが、愛妾たちが仕掛けた罠わなだったと判明したのは、それから八年後。それまで俺は、その牢獄のような部屋で過ごしていた」

「……そんな」

　語るレイドロスの声は淡々として静かだったが、あまりにも衝撃的な事実に、リーレは身を震わせた。

　彼は八年もの間、光の入らない部屋で過ごしていたのだ。その目が、明るさに弱くなるのも当然のことだ。

「事実が判明してからは、事件に関わっていた者はすべて裁かれたが、それより前に母は絶望に苛まれたまま亡くなったらしい。父も俺が解放されてから数年後に死んだが、死ぬまで罠に嵌はめられて母を疑い、失ったことを悔やんでいた。そして俺は、光のない暗闇の中で過ごした八年を、まだ忘れられないでいた。求めても得られない光を憎み、自らの運命を恨んだ八年だった」

　視界が潤むのを感じた。

　暗闇の中での日々が彼を冷酷な王にしたのだろう。

　独裁的に振る舞い、逆らう者は追放した。そうして敵対した者には過酷な要求をしてきたのだ。

　涙ぐむリーレを抱き寄せ、レイドロスはその金色の髪を撫でる。

「また、泣かせてしまったな。過去のことだ。お前を得て、俺の心は満たされた。道を照らしてくれる光を手に入れたのだから、もう、恐れるものは何もない」

「レイドロス様」

　流れる涙をそのままに、リーレは彼を力いっぱい抱きしめる。

「私は、きっかけに過ぎないわ。あなたが闇を乗り越えることができたのは、そうすることができる強さがあったからよ」

「リーレ……」

　それでも、そんな彼に必要とされ、愛されていることが嬉しくて、泣きながら微笑む。

　溢れる思いを、言葉にして伝えた。

「あなたを愛している。今、はっきりとわかったの。私はこれからもずっと、あなたを照らす光になりたい」

「ああ。俺はもう二度と、光を失いたくはない。お前を失わないために、これから過去の償いをしなければならない」

　日差しが、抱き合うふたりを照らしてくれている。

　もうこのひとを、暗闇の中に戻らせるようなことはしない。

　目を閉じていても感じる明るい光の中で、リーレはそう誓っていた。










祖国からの手紙




　ピィィ、と甲高い声がして、リーレは窓の外に視線を移す。

　背の高い樹木に赤い小さな実がたくさんなっていて、小鳥たちが集っているのが見えた。小さなくちばしでしきりにつつく様子が可愛らしく、思わず笑みが零れる。

　あの赤い実は食べられると、キィナが教えてくれた。

　甘酸っぱくて、とても美味しいらしい。レスレイラ王国では実らないものだ。食べてみたいとは思ったが、あの小鳥たちから取り上げるのもかわいそうだと、リーレは他の木に実ったものを持ってきてもらうことにした。

　高く澄んだ空。

　木々に実る果実。

　吹く風も、どことなく冷たい。

　このカリレア王国にも、秋が訪れようとしていた。

「リーレ様、おはようございます。本日の書しょ簡かんです」

　朝食を終え、食後のお茶を楽しんでいるとキィナが手紙を持ってやってきた。公式に、そして個人的にも、リーレが手紙をやりとりしている者は多い。

「ありがとう。今日はずいぶんと多いのね」

　読むだけで時間がかかりそうだが、これも大切な仕事のひとつだ。

　手紙を汚さないように、茶器を下げてもらってから、一つひとつ宛名を確認する。

「あら……。これは、お姉様？」

　その中の一通に、リーレの手が止まる。

　それはレスレイラ王国の王太女である、姉のネルからのものだった。

　公式なものならばレイドロスを通して届けられるはずだから、これは私的なものなのだろう。

　この国に来たばかりの頃は、姉ともよく手紙のやりとりをしていた。だが最近は姉からの返事が届かず、リーレも公務の忙しさに翻ほん弄ろうされ、つい手紙を書く間隔が空いていた。

　久しぶりに姉から届いた手紙だ。

　リーレは他の手紙を一度片づけると、開封する。

（お姉様、お元気かしら……）

　この国で会ったときのことを思い出しながら、視線を走らせた。

　懐かしい文字。

　微笑みながら姉からの手紙を読んでいたリーレは、次第に顔色を変えていく。

「……そんな」

　絶望の声が、その唇から漏れる。

「リーレ様？」

　様子がおかしいと気づいたのか、キィナがすぐに傍に駆け寄ってきた。震える背を支えてくれる。

「どうかなさったのですか？」

　青ざめた顔をしたリーレは、すがるような眼差しでキィナを見上げた。

「お父様が倒れたらしいの。医師が言うにはとても重い病気のようで、もう長くないと。そして私に会いたいと言っているようなの……」

　カリレア国王であるレイドロスの妻になったのだから、リーレはもうこの国の人間だ。王妃として、たやすくこの国を離れることはできない。

　だが病びょう床しょうの父の願いを無下にはできなくて、すぐにレイドロスのもとに向かった。

　レイドロスの執務室は、以前ほど暗くはない。淡い色のカーテンからわずかに光が差し、執務室で仕事に没頭している彼の姿を照らしていた。

　彼は、深刻な顔をして部屋に入ってきたリーレにすぐに気がつき、立ち上がって手を差し伸べる。

「どうした？　何かあったのか？」

　その声を聞き、手を握り締めたとたん、リーレの中で張り詰めていたものが緩んで涙ぐんでいた。

「お父様が……」

　リーレが差し出した手紙に視線を走らせたレイドロスは、表情を固くする。

「レスレイラ国王が病に？　そんな報告はなかったが……」

　姉からの手紙を手にしたまま、考え込んでいる彼にリーレはすがる。

「どうか私をレスレイラ王国に向かわせてください。たやすくこの王城を離れるべきではないとわかっています。ですがお姉様の話では、もうお父様は長くは……」

　病はとても重く、最後になるかもしれないと言われては、リーレも冷静ではいられなかった。

「…………」

　レイドロスは、すぐには答えなかった。何を思案しているのか。沈黙が続く。

　もし彼が許さなければ、祖国に帰ることはできない。

　それでもこれが最後になるのなら、自分のことで心労をかけただろう父に、ひと目でいいから会いたかった。

「レイドロス様、どうか……」

　潤んだ瞳で見上げて請うと、ようやくレイドロスは頷いてくれた。

「……お前に泣かれると、許可しないわけにはいかないな」

「本当ですか？」

「ああ、だがキィナを連れていけ。極秘だ、身内だけだと言われたとしても、片時も傍から離すな。それが条件だ」

「はい、わかりました」

　許可を得られたことに安堵しながらも、泣き落としを使ったようで心が痛む。

　だが、いまは父の容態が気がかりだ。すぐに部屋に戻り、姉に返事を書いて旅立つ支度をする。

　キィナはレイドロスに呼び出され、長い間話をしていたようだ。

　厳しい表情で戻ってきた彼女が心配になって、旅支度をしていた手を止める。

「ごめんなさい、キィナ。私のせいで迷惑をかけてしまって」

　レスレイラ王国は遠い。

　その間ずっと、護衛騎士として緊張を強いられるだろう彼女の負担を思うと申し訳なくなって、思わず謝罪の言葉を口にしていた。

「どうか謝らないでください。私は王妃陛下の護衛騎士であることに誇りを持っています。この命を懸けて、リーレ様をお守りいたします」

「……命を懸けるなんて」

「心構えの問題です。そんなお顔をなさらないで下さい」

　ただ祖国に戻るだけ、少し父の顔を見て来るだけだと思っていたが、キィナの覚悟にリーレもまた、気を引き締める。

　リーレはカリレア王国の正妃。もうこの国に連れて来られたばかりのときとは、状況が違うのだ。

　しかもあのレイドロスが王妃を溺でき愛あいしているということは、周囲に知れ渡っている。周辺国との関係は改善されつつあるが、まだこの国とレイドロスに恨みを持つ者は多くいる。

　用心するべきだろう。レスレイラ王国へのルートも、念入りに検討された。

　一番、距離が短く済んで良いのは、そのまま真っ直ぐ北上するルートだ。カリレア王国からメーオ王国を抜け、そうしてレスレイラ王国に到着する。

　カリレア王国の王妃がメーオ王国を通るのは避けるべきだという意見もあったが、あの国を迂う回かいするとさらに五日かかる。父の容態がどれほど悪化しているのか、姉からの手紙では詳しくわからなかったが、それでもあまり時間をかけるべきではないだろう。

　最終的にリーレ一行はレスレイラ王国と連携し、護衛を送ってもらえるように連絡をして、メーオ王国を渡るルートを選んだ。




　そして、出立の朝。

　姉から届いた返答の手紙には、父がとても喜び、その日を心待ちにしていること。

　そして、父が体調を崩していることは内密にしてあるので、なるべく目立たないように来てほしいということが綴つづられていた。

　そのため護衛の人数は最小限になったが、レスレイラ王国側でメーオ王国に入ってすぐに迎えを寄越してくれるようだ。

　レスレイラ王国の兵に守られていれば、メーオ王国内でも安心だろう。

「レイドロス様、私のわがままでお騒がせして申し訳ありません。父と面会したらすぐに戻ってまいります」

「……ああ」

　出発前に挨拶に向かうと、レイドロスは浮かない顔をして頷いた。

　彼が人前でこんな表情をするなんて珍しいことだ。

　これから何日か離れ離れになるかと思うと、リーレも寂しさを感じていた。数か月前は顔も知らない相手だったのに、もうこんなにも大切な存在になっている。

「許可を出さなければ良かったと思うが、仕方がない。気をつけて行け」

　レイドロスはそう言うと、リーレを抱きしめた。

　彼が自分の言動を後悔するような言葉を発したのは初めてだった。

「いろいろと手配していただいて、ありがとうございます」

　彼の腕の中で、リーレは罪悪感を覚えながらもそう呟いた。




　馬車はあまり速度を出さずに、ゆっくりと進んでいる。

　最近はレイドロスと視察に出かけることが多いので、もう馬車の旅には慣れていた。座席にゆったりと座り、窓から流れる景色を見つめている。

　この国は祖国のレスレイラ王国と違って、緑が少ない。

　そのためからか、落葉樹もあまりないようだ。

　リーレは幼い頃から秋になると見ていた、一面に広がる緋色の景色を懐かしく思い出す。きっと今頃は、山々が赤く染まっているだろう。

　この小さめの馬車に乗っているのは、リーレとキィナのふたりきり。残りの護衛は馬に乗って周囲を警戒していた。緊張しているせいか、キィナはいつもよりも厳しい顔つきをしている。

　そんな彼女の様子に、馬車に乗ってカリレア王国に初めて来た日のことを思い出していた。

「あのときは、気分が悪くなったりして迷惑をかけてしまったわ」

「リーレ様？」

　思わず呟いたひとり言を聞きつけたのか、キィナが不思議そうに首を傾げる。

「レスレイラ王国を出た日のことよ。旅に慣れていなくて、迷惑をかけたと思って」

「私のほうこそ、失礼な態度をとっていました。あのときは、祖国を離れて敵国に連れて行かれるリーレ様がお気の毒で……。感情を殺して接しなければ、任務を遂行できなかったのです」

　キィナはうつむき、そう謝罪した。

　深く付き合ってみてわかったが、彼女はとても心優しい女性だ。

　あの頃のレイドロスは、その命令を実行するキィナの葛かっ藤とうなどまったく考えなかっただろう。

「謝らないで。それが命令だったんですもの、仕方ないわ。それにキィナには過酷だったかもしれないけど、私は迎えにきたのがキィナでよかったと思ってる。気分が優れない私を気遣ってくれたでしょう？　お父様やお姉様を心配させたくなくて笑っていたけれど、本当はとても不安で仕方なかったの」

　あのときの道のりを思い返して、リーレは瞼を閉じる。

　不安と怯えを隠し、ただ父と姉を安心させようとして、微笑んでいた。

　その先で愛する人と巡り合い、こんなに幸せになるなんて、あの頃の自分には想像することもできなかった。




　馬車は順調に進み、カリレア王国とメーオ王国の国境近くの町までたどり着いた。

　多くの荷馬車が行き交い、人で賑わっている町を懐かしく眺める。相変わらず旅人も多いようで、街道はどこも混み合っていた。

　砂埃除けのフードを被った旅人は、乗合馬車に大きな荷物を持って次々と乗り込んでいる。

　この町の西側には砂漠があり、その奥に住む者たちが工芸品を売り、そのお金で大量に食糧を買って戻るらしい。リーレたちの馬車も町に立ち寄り、あの日のように水と食糧を補給してから町を出た。

　国境を越えると、そこはメーオ王国だ。

　あまり人の行き交う場所ではないのか、街道は狭く、馬車一台が通れるくらいの幅しかない。国境の警備もあまり厳重ではないようだ。

　カリレア王国との戦争で敗北したこの国の軍はほぼ解体され、現在は最低限の警備兵しかいないらしい。

　もともと鉱山の多いメーオ王国は資金が豊富で、軍隊も大きな規模を誇っていた。さらに金の発掘で強大化するメーオ王国に危機感を覚えていたカリレア王国は、両国の間柄が徐々に悪化していたこともあり、先手を打って一気にこの国を制圧した。

　レイドロスはこの戦を必要なものだと言っていたが、その言葉通りに、メーオ王国では近い将来、大規模な戦争を仕掛ける計画があったことが終戦後に判明したらしい。

　メーオ王国軍の総指揮官だった王太子・ゼッティは、未だ行方不明だった。

　長年育て上げた軍隊と指揮官を失ったメーオ王国は人通りもほとんどなく、国全体がひっそりとしているようだ。店などもほとんどが閉まっている。

　もし条件が違えば、こうなっていたのはカリレア王国だったのかもしれない。

　そう思うと、複雑な心境になる。

　戦争など、起こらないほうがいい。

　だがこれからも、必要とあればレイドロスは戦うことを躊躇わないだろう。

　これ以上争い事が起きないように、愛する人が危険に晒さらされることがないようにと、リーレは祈る。

　それに、戦争に発展する前に事態を収拾する努力はできる。人脈を広げ、味方を増やしていくことは、必ずやカリレア王国とレイドロスのためになるだろう。平和を守るために、これからも尽力していくつもりだった。

　馬車は目立たぬように静かに進んでいく。

　姉からの手紙では、メーオ王国に入ってすぐ近くの町でレスレイラ王国の護衛と合流する手て筈はずになっていた。

　だがその町でリーレを迎えてくれたのは、予想外の人物。

「お義兄様？」

　その人物を見たとたん、リーレは驚きの声を上げる。

　約束の町で待っていたのは、姉の夫であり、リーレの義兄であるロイドだったのだ。彼はリーレの姿を見つけると、穏やかな笑みを浮かべる。

「ああ、よかった。無事にたどり着いたね」

「どうしてお義兄様がここに？」

「ここは僕の祖国だからね。国内のことも熟知しているし、僕がいることで暴ぼう動どうを抑えることができるかもしれない。だから、君を守るには最適だろうと思ってね」

　たしかにロイドはメーオ王国の出身で、現在はレスレイラ王国の王太女の夫だ。彼がリーレを守ってくれれば、メーオ王国内も安全に進めるだろう。

「ところでお父様の容態は……？」

　狼狽えながらそう尋ねると、ロイドは心配はいらないと慰めてくれる。

「君が会いに来てくれると知ってから、安心したのか容態も落ち着いている。慌てなくても大丈夫だよ。それに護衛の兵士も多く連れてきているから、ここからはレスレイラの兵士に守らせてほしい」

　快方の知らせに安堵すると、リーレはロイドの言葉に頷いた。

　カリレア王国の護衛と別れ、ここからはレスレイラ王国の護衛に守られて祖国を目指すことになる。

「ああ、申し訳ないが君も。これは身内だけのことだし、義父上が体調を崩していることは、本当に極秘事項なんだ」

　ロイドはキィナにもそう言って帰そうとしていたが、彼女はそれを拒絶する。

「私は国王陛下に、何があっても王妃陛下の傍を離れるなと厳命されております。たとえ極秘であろうと、身内だけのことだと言われてもそうしろと」

　強い言葉に、彼は一瞬だけ目を細めた。

　だが次の瞬間には、にっこりと笑って頷く。

「そう、カリレア国王の命令ならば仕方ないね」

　キィナの視線から目を逸らすと、ロイドはこれからすぐに出発すると言って、ふたりの傍を離れた。

　カリレア王国の護衛兵士は、ここからまた国境に戻り、そこでリーレたちが戻るまで待機しているようだ。彼らに礼を言って別れ、ふたたび旅立つ。

　レスレイラ王国からロイドが連れてきた兵士は、極秘と言っていたにも関わらず、想像していたよりもずっと多かった。

　これでは目立つのではないか。それをキィナが指摘すると、ロイドは困ったように笑った。

「ネルに最愛の妹の護衛を頼まれて、少し気合を入れすぎたかもしれないね。たしかにあまり目立つとかえって危険だから、少人数で向かおう」

　結局ほとんどの護衛兵はここに残し、彼らはリーレたちと時間をずらして帰国することになった。

　そして数人の護衛に守られて、馬車は静かに進んでいく。その後ろに、ロイドが乗っている馬車が続いている。

　祖国に近づくにつれ、窓から見える景色も見慣れたものに変わってきた。

　赤く染まった葉が街道に敷き詰められ、まるで絨毯のようだ。さらに視線を巡らせてみれば、遠くには色鮮やかな山々が見える。

　あの日、引き裂かれるようにして離れた祖国に向かっているのだ。

　もっと胸が痛くなるような哀愁を覚えると思っていたのに、実際には懐かしさに心が浮き立つような気持ちになるだけだった。

　自分はレイドロスのもとで本当に幸福に暮らしているのだと、つくづく思い知る。

　少し前に別れたばかりだというのに、もう彼に会いたいと思っている自分に気がつき、淡い笑みを浮かべた。

　父もきっと、娘がこんなにも幸せだと知れば安心してくれるだろう。もしかしたら身体も持ち直すかもしれない。

「キィナ？」

　穏やかな気持ちに浸っていたリーレは、目の前のキィナがとても厳しい顔をしていることに気がついた。

「どうかしたの？」

　カリレア王国の護衛と離れて、心細いのだろうか。そう思って声をかけると、キィナは周囲を警戒するように見渡したあと、声を潜めてこう言った。

「先ほどの護衛兵の数が、あまりにも多すぎて気になったのです。町の外にも大勢いるのが見えました。それに、ただの護衛にしては装備が物々しいような……」

　リーレも思わず振り返って、遠ざかっていく町を見つめた。

　不吉な気配が胸に広がっていく。

　だがもう、後戻りはできない。

　馬車は祖国レスレイラ王国に向かって、休むことなく走り続けていた。
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　そして数日後。

　ようやくリーレたちを乗せた馬車は、懐かしいレスレイラ王国の王城にたどり着いた。

　あの日、咲こうとしていた花はもう枯れている。青々としていた樹木は、葉をすべて落とし、その細い枝先を空に向けていた。それでも手入れが行き届いている庭には、もう落ち葉ひとつ落ちていなかった。

　秋の冷たい風が、数か月ぶりに帰国した王女に吹きつける。

　ふいに、言いようのない不安に襲われて、リーレは両手をきつく握りしめた。取り返しのつかない間違いを犯したような後悔が、胸に広がっている。

　なぜ、こんな気持ちになるのだろう。

「どうしたの？　ようやく祖国に戻ってきたというのに、浮かない顔だね」

　入り口前で立ち止まっていると、背後から声をかけられた。振り返ると、馬車を降りたロイドがにこやかにリーレに笑いかけている。

「さあ、ネルと義父上が待っているよ。中に入ろう」

「……ええ、そうですね」

　そう促され、キィナを連れてレスレイラ王国の王城に入った。

　生まれ育った懐かしい王城。

　まだ数か月しか経っていないので、何も変わっていないように見える。

　だが王城を歩くリーレの姿を見てほとんどの者が驚き、戸惑っている。どうやら誰もリーレの訪問を知らなかったようだ。

　いくら父の病気を伏せているとはいえ、ここまで秘密にしておくだろうか。

　何かがおかしい。

　ずっと感じていた不安はレイドロスの傍を離れたことだけが理由ではなく、歯車が狂ったようなこの違和感のせいかもしれない。

　ロイドはそんなリーレの不安に気づかないまま、先を急いでいる。

　すぐ父の部屋に向かうと思っていたが、目指している方向は父の執務室のようだ。まさか病床の父が仕事をしているわけがない。

　義兄にそれを指摘すると、彼はリーレがここを離れてから、部屋の配置換えをしたのだと言う。

　不思議に思いながらも、そのまま歩き続けた。

　すると廊下の奥から呼ぶ声がして、ネルが姿を現した。

「ああ、リーレ！」

　男装ではなく普通の服装をしていた姉はリーレに駆け寄り、妹の身体をしっかりと抱きしめる。

「よかった、無事にたどり着いて！　本当に心配したのよ」

　姉との再会に、不安だったリーレもようやく表情を和らげだ。数か月前にカリレア王国で会ったときには、こんなに早く再会できるとは思ってもみなかった。

「お姉様。お父様は大丈夫ですか？　すぐに面会させてください」

「ええ、もう少し待ってちょうだい。それより何もなかった？」

「大丈夫です。でも、まさかお義兄様が迎えに来てくださるなんて思いませんでした」

「ええ、私が頼んだのよ。あなたが心配だったから」

　妹を抱きしめながらロイドと頷き合ったネルは、潤んだ瞳で呟く。

「でもこれで、ようやくあなたをこの手を取り戻した……。もう離さないわ」

「え？」

　涙ながらにそう言われて、リーレは戸惑う。

　今回は父の見舞いに来ただけで、それが終わったらすぐにカリレア王国に戻る予定だった。

　父も姉もとても大切な存在だが、リーレには帰る場所がある。

「お姉様……。お父様のお見舞いを終えたら、私は帰らなくてはなりません」

「帰らなくてもいいの。もうあなただけにつらい思いをさせたりしないわ。この国で私たちと暮らしましょう」

　この国を出てから、数か月。最初こそ不安な日々を送っていたが、レイドロスはリーレを大切にしてくれたし、キィナという心からの友人もできた。カリレア王国で過ごした時間の大半は、穏やかで優しいものだった。

　けれど姉は、どんなにリーレが大丈夫だと言い募っても、信じられなかったのだろうか。

「私はもう、カリレア王国で……。レイドロス様の傍で生きると決めたのです」

　これほど心配してくれている姉に、こんな言葉を伝えなければならないと思うと胸が痛む。

　でもリーレは、レイドロスを愛している。

　闇の中で生きてきた彼を支える光になると決意した。これだけは、どんなに姉に懇願されても譲れなかった。

「優しいあなたのことだから、国同士の関係が悪くなるのを恐れているのでしょう？　でも、大丈夫。もう心配いらないわ」

　そう言って、さらに言葉を続けようとした姉をロイドが制した。

「ネル、続きは中で話そう。義父上にも聞いてもらわなければ」

「え、ええ。そうね。そうしましょう。リーレ、まず父上に挨拶をしましょう」

　ロイドの言葉に頷いたネルは、リーレを父の部屋の前まで導く。それから、背後に控えていたキィナを見た。

　その目には、忌々しいものを見るような憎しみが込められている。姉にとってキィナは、リーレをこの国から連れ去った敵のままなのだ。

「あなたはここで待っていなさい」

　冷たい声でそう命じた。

「お姉様、キィナは連れて行きます。今では私の友なのです」

　どんな場所でも連れていけと言われたレイドロスの言葉に従ってリーレがそう告げると、姉は傷ついたような顔をする。

「……ごめんなさい、お姉様」

　家族、愛する人、友人。みんな大切な存在なのに、どちらかを優先させればもう片方を傷つける。それが悲しくて、リーレは胸が詰まる。

「連れて行こう。そのほうがきっと都合がいい。さあ、ネルも」

　その場を取り繕ってくれたのは、ロイドだった。

　彼はネルを励ますように肩を抱き、父の部屋の扉を叩いた。

　それに答える父の声。

　予想よりもずっとしっかりとしたその声を聞いて、胸を撫で下ろす。どうやら思っていたよりも病は重くないようだ。

「リーレ？　いったい、どうしてここに？」

　だが、ネルとロイドに続いて部屋に入ってきたリーレを見て、父は驚きの声を上げる。病床の父に会いたいと言われ、レイドロスのもとを離れてこの国に来たはずのリーレも、そんな父の言葉に疑問を覚える。

　そして顔を上げ、父が寝台ではなく執務室の椅子に座っていることに気がついて、さらに驚いた。

「お父様？　ご病気なのでは……」

　互いに驚きの視線と言葉を交わし、その答えを求めて、父とリーレはネルとロイドを見つめた。

「どういうことだ、ネル。お前がリーレを呼び寄せたのか？」

「ええ、そうよ。父上が危き篤とくで、どうしてもリーレに会いたいと言っていると手紙を書いたの」

　姉は笑みさえ浮かべて、父の言葉に答えた。

「そうしなければ、リーレは戻って来られなかったでしょう？」

「お姉様……」

　レイドロスに懇願し、その許可を得て、ようやくこの国まで来た。ルートの模索、護衛兵や宿の手配など、たくさんの人々がそのために働いてくれたのだ。

　それが嘘だったと知り、言葉を失う。

「無理に連れ戻して、どうするつもりだ。もうこの国の王女ではない。あのカリレア王国の王妃となった、リーレを！」

　父の声も、いつになく厳しい。

「だってあの国にいたら、リーレまで危険な目に遭うかもしれない。父上はカリレア王国からの報復を恐れているのかもしれないけど、そんなことをする余裕はないわ。だって今頃、あの国は戦場になっているもの」

（……戦場？）

　あまりにも信じられない言葉に、理解することができなくて混乱した。

（どういうこと？　お姉様は、何を言っているの？）

　ふらりと眩暈めまいがして、倒れそうになる。

　そんなリーレをしっかりと支えてくれたのは、キィナだった。

「……キィナ」

　すがるように、支えてくれた手を握る。

　どういうことだ、と父が詰問する声がした。

　それに答えたのは姉ではなく、ロイドだ。

「カリレア王国から西に向かうと、どの国にも属していない広大な砂漠があります。不毛すぎて、放置されている土地ですが、そこには、国の支配を逃れて集った者が大勢暮らしている。中には、カリレア王国との戦争に敗れて流れ着いた者も多くいます。メーオ王国は、その者たちと連動して決起しました。今頃あの国は西と北から攻められて、混乱していることでしょう」

　いつも優しい義兄の、聞いたことのないほど冷たい声に背筋が凍るような思いがした。

「メーオ王国が敗れたのは、向こうが奇き襲しゅうを仕掛けてきたからです。そうでもなければ、我々は負けなかった。今度は立場が逆です」

「――まさか、あの護衛兵は！」

　リーレは思わず声を上げた。

　思い出したのは、国境近くの町でロイドと合流したときのことだ。

　あまりにも多く、そして護衛兵には不釣り合いなほど武装していた兵士たち。あれはリーレのために用意したのではなく、カリレア王国の国境を攻めるために集められた兵士なのではないか。

「気づいたようだね。そう、あれはメーオ王国の精鋭兵。一人ひとりが鍛え上げられた屈強の兵士だ。おそらく、カリレア王国の国境もたやすく破っただろう」

「……そんな」

　リーレを護衛するためと偽れば、国境近くの町に兵士を集結させても不自然ではなかったのだろう。

「レイドロス様！　どうしよう、早く戻らないと――」

　愛する人の身を案じ、リーレは父の部屋を飛び出そうとする。だが、ロイドが素早く彼女の進路を塞いだ。

「今さら戻ってどうする？　もうあの国はなくなっているかもしれないよ。君はこの国の王女に戻って、あんな男のことなんか忘れたほうがいい」

「レイドロス様は、そう簡単に負けたりしません！」

　差し伸べられた手を振り払い、リーレはロイドと姉を睨み据える。

「私はカリレア王国の王妃。レイドロス様の妻です。お義兄様とお姉様がレイドロス様の敵ならば、私にとっても敵です」

「そんな……。リーレ……」

　愛する妹に拒絶され、ネルの瞳に涙が浮かぶ。だが、それを見てもリーレの心は動かなかった。

「君は混乱しているようだね。少々、頭を冷やしたほうがいい。……義父上はどうですか？」

　涙ぐむネルを優しく抱きしめ、ロイドはリーレと、そして父に視線を向ける。

　リーレも顔を上げると、父は厳しい顔をしていた。

「本当にカリレア王国を破れると、そう思っているのか？」

「もちろんです。そう長くはかからないでしょう」

「……愚かな。あの国はそれほど容た易やすい国ではないぞ」

　リーレはほっと息を吐いた。どうやら父は味方のようだ。

「義父上はこの計画に賛同されないのですね。……残念です。それでしたら決着がつくまでここで待っていてください。大丈夫、あなた方に危害を加えるつもりはまったくありませんから」

　キィナが構えた。剣は預けてきたようだが、彼女は体たい術じゅつも使うらしい。だが、父が手を上げてそれを制する。

「ここを出ても、城の中にはおそらくメーオ王国の兵士がいるだろう」

　すべて事前に計画していたのだとしたら、へたに逃げるよりもこの場にいたほうが、安全だと、父は判断したのだ。

　そしてキィナもそれを察したらしく、大人しく引き下がる。

「不自由かもしれませんが、ほんの数日です。ご心配なく」

　そう言ってロイドは、戸惑うネルを連れて部屋を出ていく。

　固く閉じる扉の音。

　そして複数の重い足音がした。きっと武装した兵士がこの扉を見張っているのだろう。

　残されたのは、リーレとキィナ。そして父であるレスレイラ国王だ。

「まさかお父様まで閉じ込めるなんて……」

　レスレイラ王国を幽閉するなど、反逆とも言える罪だ。リーレはあの義兄が、そして姉がこんなことをしでかすとは思わなかった。

　どうやってここから出たらいいのか。

　そしてカリレア王国は……。レイドロスは無事なのか。

　不安から、リーレは落ち着きなく部屋の中を歩き回った。

　窓の外にも兵士がいるようだ。これだけの兵士が国王である父ではなく、姉の夫であるロイドに従うのも妙な話だった。

「……お父様、庭にいる兵はもしかして、メーオ王国の兵士では」

　そう尋ねると、父は少し躊躇ったあとに頷いた。

「その通りだ。正確には、元メーオ王国の兵士というべきか。戦争に敗れてあの国の軍が解体されたとき、ロイドが連れて来たのだ。よく訓練された兵士だから、レスレイラ王国にとっても役立つと」

　ならば彼は、そのときから計画していたのだろうか。

「この国に来て、お姉様と結婚しても、お義兄様にとっての祖国は、メーオ王国だったのですね」

　リーレは窓の外にいる兵士を眺めながら、そう呟く。

　レイドロスの妻となり、カリレア王国の王妃として生きている自分とは正反対だ。

「リーレ、お前はあの国で、しあわせに暮らしていたのだな」

　それを聞きつけた父が優しい声で尋ねた。父は、こんな事態になっても少しも慌てていない様子だ。

「お前をカリレア王国に奪われたとき、私は自らの失策を悔やんだ。そのせいで、娘を犠牲にしたと。だが一方で、お前ならば、きっとどこでもしあわせに暮らせると信じてもいた」

「お父様……」

　優しい声に心が落ち着いていく。父の足もとに跪き、幼い子どものようにその腕にすがって、微笑む。

「はい。とてもしあわせに暮らしていました。私はレイドロス様を愛しています」

　娘の言葉に満足そうに頷き、父はリーレの髪を優しく撫でる。

「ならばお前の愛する夫を信じて待つのだ。カリレア国王は非情だが、国王としての手腕は優れたものだ。砂漠地方の防衛を怠っているとは考えられない」

「はい、それにレイドロス様は、メーオ王国をずっと警戒しておられました」

　父に続いてそう言ったのは、静かに状況を見守っていたキィナだった。

「おそらく、一方的に攻め込まれることにはならないでしょう。必ず、リーレ様を迎えにいらっしゃるはずです。それまで私がお守りいたします」

「キィナ、ありがとう。あなたがいてくれて、とても心強いわ」

　きっとカリレア王国は、レイドロスは無事だ。

　そう強く信じて、リーレも心の落ち着きを取り戻した。




　夜になると、部屋は暗闇に包まれる。

　ランプには充分なオイルが足されておらず、明かりはすぐに消えてしまった。カーテンの合間から注がれる月光だけが、薄暗い室内を照らしている。

　だがこの程度の暗闇ならば、リーレにはむしろ馴染みのあるものだった。それにレイドロスはこんな状況の中、たったひとりで八年も過ごしていたのだ。それを思えば、父もキィナも傍にいてくれるリーレが嘆くわけにはいかない。

　夕食は怯えた顔をした侍女が運んでくれ、毛布もたくさん用意してくれた。

　リーレはそれに包まりながら、夜空を見上げる。

（レイドロス様……。どうかご無事で……）

　祈るのは、ただそれだけだった。




　翌朝は窓から降り注ぐ明るい日差しで目が覚めた。

　リーレは無意識に光を遮しゃ断だんするようにカーテンを閉め、それから傍にレイドロスはいないのだと思い出して、思わず小さなため息をつく。

　早くカリレア王国に帰りたい。

　彼と過ごしていた何気ない時間が恋しい。

　離れてみて、どれだけ彼のことを愛していたのかを気づかされた。

　父がレイドロスを信じろと、さらにキィナが彼は無事だと言ってくれなかったら、心配でどうしようもなくなっていただろう。

　そしてあの国境近くの賑やかな町や、砂地で工芸品などを作りながら慎ましく暮らしていた人々の生活が脅かされているのかと思うと、ロイドとメーオ王国に対して怒りを覚えた。きっとメーオ王国の国民も、ようやく敗戦から生活を立て直していた時期だったに違いない。

　だが残ったメーオ王国の王族は、復讐の道を選んだ。

　王族の数が多いとしても、王族すべてを探し出すことはカリレア王国には可能だったはずだ。それをせず、メーオ王国を完全に消滅させなかったのは、残った王族が国を立て直すと思ったからだ。

　だがロイドを含めた彼らは国民の生活の安定よりも、レイドロスへの恨みを優先させた。私情で国を動かしたと言っても過言ではない。

　ふと、扉が開く気配がした。

　キィナがとっさに、リーレと父の前に守るように立ちはだかる。その彼女の影から見えたのは、泣き腫らした顔をした姉の姿だった。

「お姉様……」

　姉は朝食を持ってきてくれたらしい。手にしていたそれをキィナに渡すと、うつむいた。

「まさか、ロイドが父上とリーレを閉じ込めるなんて、そんなことをするなんて思わなかったの。出してほしいと言ったけど、今はまだできないと……」

　姉の目から涙が滴したたり落ちる。

「私はただリーレを取り戻したかっただけ。それなのに、どうしてこんなことになってしまったの……？」

　そう言う姉の姿は、いつもよりも小さく見えた。華きゃ奢しゃな肩が震えている。

　リーレが前に進み出ると、キィナは彼女の意を察して後ろに下がった。

　最初に何を言うべきか、迷う。

　愛する人の命を危険に晒した恨みか、それとも国民を顧かえりみない身勝手さに対する怒りか。

　だがリーレが口にしたのは、姉に対する謝罪の言葉だった。

「私のことでこんなにもお姉様を苦しめてしまって、ごめんなさい」

　姉の裏切りはすべて、妹を愛していたからだ。

　仕方がないこととはいえ、夫の祖国の敗戦を理由に、リーレが国を出たことでネルは苦しんだ。一日も、心が休まる日はなかっただろう。

「お姉様がこんなにも苦しんでいたのに、私はカリレア王国で幸せに暮らしていたわ。レイドロス様を愛し、彼の傍で満ち足りた時間を過ごしていたなんて……」

「リーレ……」

　両手をきつく握りしめ、震える声でそう言ったリーレを、ネルは驚いたように見つめた。ただ苦しさだけを宿していた姉の表情が、徐々に変化していく。

「あなた、本当に彼を……。レイドロスを愛していたのね」

　何かを悟ったような、落ち着いた静かな声だった。

「強制されたわけでも、国のためでもなく……。リーレの意志で？」

「ええ。私はレイドロス様を愛しています。あの人の中に潜む闇も、背負った罪もすべて。私は、彼の道を照らし続ける光になると誓ったのです」

　偽りのないリーレの告白にネルは唇を噛みしめ、自嘲の笑みを浮かべる。

「そう……。あなたを苦しめ、悲しませていたのはカリレア王国でもレイドロスでもなく、私とロイドだったのね」

　言葉を選ばないのならば、姉の言う通りだ。だが、そこに至るまでの彼女の苦しみを思うと何も言えず、リーレはうつむく。

「あなたは手紙で何度もそう伝えてくれていたのに私は気づかなかった。いいえ、認めたくなかったのね。妹を奪った憎い相手が、その妹に愛されるなんて……」

「レイドロス様にも事情があったのです。彼の人生は光を奪われ、闇に閉ざされていました。でも今は、その闇から歩き出そうとしています」

「リーレ、あなたが彼を変えたのね。父上は間違っていなかった。あなたならばどこでもしあわせになれると信じていたもの」

　姉は納得したように頷く。たしかに、自分はきっかけくらいにはなったのかもしれないが、闇を退けたのは彼自身だ。

「そんな！　私は何もしていないわ」

「いいえ、レイドロス様を変えたのは、間違いなくリーレ様です」

　リーレの言葉を否定するように響いた声。それは、キィナだった。

「レイドロス様にはどんな言葉も届きませんでした。このままでは危険だとわかっていても、誰も止めることができなかったのです。だけどリーレ様の言葉だけが、レイドロス様の心を動かすことができた……」

　祈りを捧げるように、両手を組み合わせ、キィナは涙を流しながら微笑む。

「本意ではなかったことでしょう。ですが、リーレ様がカリレア王国に来てくださったお陰で、あの国は……レイドロス様は救われました」

　キィナは昔のレイドロスをよく知っている。きっと、言葉にできないくらいの苦悩があったのだろう。

　彼女を忌々しく思っていた姉も、その言葉と涙に心を動かされたようだ。考え込んでいた様子だったが、ふと何かに気づいたように顔を上げる。

「……ああ、どうしましょう！　ロイドが、リーレも私たちの計画の仲間だとメーオ王国に伝えていたの。そのほうが、国を渡るときに安全だからって。でも、もしその話をカリレア国王が聞いて誤解してしまっていたら……」

　リーレが最初からメーオ王国の共犯者で、国境を攻めるために護衛の名目で兵を集め、祖国であるレスレイラ王国に逃亡した。

　たしかにそう説明されても、辻つじ褄つまは合う。

　きっとレイドロスは、リーレを信じてくれるだろう。だがカリレア王国の中では、そんな噂を信じる者がいるかもしれない。

　そんなことになったら、彼に迷惑をかけてしまう恐れがある――。

「心配には及びません」

　だがキィナは、涙を拭って微笑んだ。

「レイドロス様がリーレ様のお傍を片ときも離れるなと命じられたのは、そのような冤えん罪ざいからリーレ様をお守りするためでもあります。私は、レイドロス様から直々に命じられた王妃陛下の護衛騎士。リーレ様がそのような企みとは無関係であると、証明いたします」

　力強い言葉に、心から安堵する。

　彼を手助けするはずの自分が、足手まといになるわけにはいかない。

「ありがとう、キィナ。あなたがいてくれて本当によかった」

「レイドロス様のご命令です。これこそがレイドロス様が変わった証拠であり、そしてリーレ様を何よりも大切にされている証でもあると思います」

　そう言ったキィナにはもう涙の影はなく、自信に満ちた笑みさえ浮かべている。

　人を苦しめるためではなく、守るために動くことができる。それが誇らしいのだ。

　つられてリーレも微笑んだ。

　ふたりの眩しい笑みを見て、ネルは悲しそうに首を振る。

「私の負けね。誰よりも妹を思っているつもりだったけど、私のしたことはあなたを悲しませただけだった。でもカリレア国王は、傍にいなくてもあなたをそんなにしあわせそうに微笑ませることができるのだから……」

「お姉様」

「ごめんなさい、リーレ。私はあなたに、どうやって償えばいいのかしら」

　償いなんて必要ない。

　姉は、自分を愛してくれただけなのだ。

「――ネル」

　すると、言葉を挟むことなく今までふたりを見守っていた父が、姉の名を呼ぶ。

「……はい、父上」

　姉は神妙な顔をして返事をすると、父の前に跪いた。

「お前は王太女として、してはならぬことをした。それは理解しているな」

「はい。私し怨えんでこの国を危機に陥おとしいれてしまいました。許されないことだとわかっております」

　そして覚悟を決めた声で、父の問いかけに淡々と答えている。

　泣き腫らした目をしているが、いつもの凛とした、リーレが憧れていた姉の姿だ。

「罪の重さを自覚しているのならば、お前には罰ではなく、償う機会を与えよう」

「償いを……？　そうだ、ロイドを止めなくては！」

　急いで立ち上がろうとした姉を、父は制する。

「残念だが、もう彼は止められないだろう。へたに刺激をすると、さらに暴走する可能性もある」

　彼のレイドロスに対する恨みは深いと言う。ロイドは、戦下で消息不明となった兄のゼッティをとても慕っていたのだ。

「そんな……。では、どうしたら……」

　考え込むネルに、父はいつのまに用意をしたのか、一通の手紙を差し出した。

「この手紙を、ロイドやメーオ王国の者に知られることなくカリレア国王に届けよ。そして、それが届いたことを確認したら、例の地下道に行け。そこが今でも渡れるのかどうか確かめるのが、お前の使命だ」

「地下道……。あの扉ですね」

　ネルには思い当たることがあるようだ。

　父は机の奥から古びた鍵を取り出し、それをネルに預けた。彼女はそれを受け取り、決意に満ちた顔で頷く。

「必ず、使命を果たしてみせます」




　姉が立ち去ったあと、リーレはどうしても気になってあの鍵が何なのかを尋ねてみた。父は少し思案したあと、答えてくれた。王城から、秘密裏に脱走できる通路があるのだと言う。

「あれは地下道に通じる扉の鍵だ。昔の脱出路だったが、もう百年ほど使われていない。もしかしたら老朽化して使えなくなっている可能性もある。それを確かめるのが、ネルの試練だ」

　途中で崩壊しているのかもしれない。姉がそんなところを行くのかと思うと、不安になる。

　当たり前のことを成し遂げたとしても、償いにはならないということか――。

「レイドロス様への手紙は」

「外にいるメーオ王国の兵士らの話から察するに、どうやらカリレア王国は、敵国の侵入を許していない。あの国の軍は屈強だ。おそらくメーオ王国の軍も、砂漠からの襲撃もそう長くないうちに鎮ちん圧あつされるだろう。だが、メーオ王国内の混乱をすべて治めるには時間が必要になる。その間に、彼らが敵国の王妃であるリーレをそのまま保護しているとは考えられぬ」

　姉が危険かもしれない地下道を探りに行ったのは自分を逃がすための道を探すためだと理解する。

　父の言うように、このままではリーレはメーオ王国の人質になってしまうかもしれない。そうならないために、父はあらゆる手段を探している。地下道もそのひとつ。もしそこが使えるようなら、カリレア王国の騎士と連絡を取り、そこからリーレを逃がそうとしているのだろう。

「でも、お父様はどうされるの？」

「心配ない。お前が無事に逃れるまで、メーオ王国に与するように見せかける。先ほどのカリレア国王への手紙にも、そう記した」

　リーレの保護と、自らの立場への理解を求めたのだろう。

　だがこの状況でレイドロスに手紙を渡し、リーレをここから逃がそうとするのはかなり危険な行為だ。メーオ王国の兵士に捕らわれれば、いくら姉がロイドの妻とはいえその命も危うい。

　昨日よりもずっと、不安と罪悪感に苛まれる時間の始まりだった。

　両手を握り締め、祈るように目を閉じていたリーレの傍に、キィナが寄り添う。

「……キィナ」

　心を許した友人の存在につい甘えたくなり、ため息と共に弱音を口にしていた。

「私がお姉様の手紙を信じてここまで来なければ、こんなことにはならなかったのに。自分で自分が嫌になってしまう」

「いいえ、リーレ様はレイドロス様にとって、そしてカリレア王国にとってなくてはならないお方です。リーレ様のためなら、誰もが先を争って救出に加わろうとするでしょう」

「そんなこと……」

　慰めてくれるにしても少し大げさだと、リーレは笑おうとした。

　けれどキィナが思っていたよりもずっと真剣な顔をしていることに気がついて、言葉を切る。

「私の父は、カリレア王国の近この衛え騎士団長を務めています。そして母もまた、騎士でした。前王妃陛下の……レイドロス様の母君の護衛騎士だったのです」

　そして彼女は、静かに語り出す。

「不義の疑いで王妃陛下が祖国に帰され、母もその任務を解かれました。そのとき父と母は、いえ、王国の者はすべて、レイドロス様も王妃陛下と共に国に帰されたと思い込んでいたのです」

「えっ」

　思わず、声を上げた。

　リーレがレイドロスから聞いた話では、彼はそれから八年間、闇に閉ざされた部屋に幽閉されていたはずだ。

　そんなリーレの驚きを予想していたように、キィナは頷く。

「父も母も、誰も知らなかったのです。王妃陛下を憎むあまり、国王陛下がレイドロス様を閉じ込めてしまったことを。王城に勤める侍女たちの中には、事情を知っていた者もいたかもしれません。ですが彼女たちに国王陛下の命令に逆らう術はなく、ほとんどの者はそれを知らずにいた。そんな中、母は親しくさせて頂いていた王妃陛下からの最後の手紙を受け取りました。病に冒されていた王妃陛下は、最後にひと目でいいからレイドロス様に会いたかったと書かれていました。それで真実を知ったのです」

　すぐにキィナの母は夫に知らせ、そこから事件を解明しようと動き出すことになる。

　だが、長い間、誰の助けも得られずに暗闇で過ごしていたレイドロスの心は凍りついていた。

　そして彼は、人の心を知らぬ王となる。

　レイドロスがただの暴君だったならば、排除しようとして動く者はいただろう。だが冷酷でも、彼の国王としての手腕が優れていたこともあり、逆らわずに彼の言葉に従う者ばかりが増えていく。

　事情を知る者は、彼を救えずにいた罪悪感から。

　知らぬ者は、ただ冷酷な彼を恐れて。

「従う者たちの群れの中で、レイドロス様の闇はさらに深くなっていきました。もう、誰のどんな言葉も届きませんでした」

　キィナもまた、罪悪感に苛まれていた。

　両親共に騎士である彼女は、ほとんど王城で育っていたのだ。それなのに、同じ場所にレイドロスが幽閉されていたことをまったく知らずにいた。

「初めてレイドロス様に真剣に向き合ってくださったのが、リーレ様でした。そしてレイドロス様を変えてくださった。どれだけ私たちが感謝していることか……」

「キィナ……」

　リーレは手を伸ばして、キィナを抱きしめた。そうすることしかできなかった。彼女の苦悩の日々を考えると、胸が痛くなる。

「私、どんなことがあっても必ずレイドロス様のもとに帰るわ。そして、もう二度と離れない」

　ずっとレイドロスの傍にいよう。

　そして、彼をしあわせにする。

　たくさんの苦しみに応えるには、きっとそれが一番だ。

「はい、リーレ様は私がお守りいたします」

　抱き合うふたりを、窓から降り注ぐ太陽の光が優しく照らし出していた。










光を取り戻すために




　砂漠から襲撃してきた賊ぞく軍ぐんが撤退したと、近衛騎士団長が報告してきた。

　レイドロスはそれに頷き、被害状況を尋ねる。

　負傷者が数名。死者はひとりもいなかった。

「深追いはするな。とくに砂漠は危険だ。撤退を確認したら、定位置に戻れ」

「はっ」

　近衛騎士団長に退出を命じると、レイドロスは机の上に大きく広げられた地図に視線を向ける。

　襲撃は突然だったが、それより前に不審な者がうろついているという報告があったため、あらかじめ警備を強化していた。そのために被害は最小限で済んだようだ。

（背後にいるのはやはりメーオ王国か。一気に攻め込むのは簡単だが、それだと双方の被害は甚大になる。やはり時間がかかりそうだな）

　あの国がこのまま大人しくしているはずがないことはレイドロスにもわかっていた。

　だが、まさかそれにリーレが巻き込まれるとは思ってもみなかった。

　あまり急激に追い詰めると、思わぬ反撃を受ける可能性もある。やはり慎重に動くべきだ。

　それがわかっているのに、心が騒ぐ。

　被害など顧みることなく攻め滅ぼしたくなる衝動が沸き起こる。かつてのレイドロスのように動かないのは、それを実行すると誰よりもリーレが悲しむからだ。

　どんなに泣かれても行かせるべきではなかったと思うが、彼女の涙を見ると、もう悲しみを止めてやることしか考えられなくなる。

　だが、リーレを連れ去ったのは姉であるレスレイラ王国の王太女だ。妹を溺愛する彼女が、傷つけたり悲しませたりするようなことはあるまい。

　リーレがメーオ王国側の人間で、今回のことも計画的なものだという噂が流れたことがあったが、それを信じる者は皆無だった。

　レイドロスもそれを聞いて初めて、なるほど、そう考えても辻褄が合うなと思ったくらいだ。

　リーレをよく知る者もそれは同じで、王妃陛下の名前をこんなことに使うなどと許せないと、怒りの声を上げていた。

　まだこの国の王妃になってから数か月だが、彼女はそれだけ皆に愛されていたのだ。

　一刻も早くリーレを迎えに行きたい。

　だがメーオ王国を追い詰めれば追い詰めるほど、彼女の危険は増す。

　レスレイラ国王と王太女がリーレをメーオ王国に引き渡すとは思えないが、王太女の夫はメーオの王族だ。

　彼が今回の騒動に関わっているのは間違いないだろう。

　何とか助け出す方法はないか――。

　地図を見ながらそう思案していたレイドロスは、退出を命じたはずの近衛騎士団長が戻ってきたことに気がついた。

「どうした？」

「先ほど、この手紙が届けられました。どうやらレスレイラ国王からのようです」

「何？」

　レイドロスは立ち上がり、その手紙を受け取る。

　隣国であるメーオ王国を避けてここまで届けられたのだろう。手紙は皺しわだらけになっていたが、この封ふう蝋ろうはたしかにレスレイラ王家のものだ。

　すぐに封を開けて目を通した。

　それから手紙と地図を見比べ、この国からメーオ王国を通らずにレスレイラ王国に行く道をたどる。

「陛下？」

「リーレを迎えに行く。砂漠の反乱はすぐに制圧。そして国境付近の戦線を維持するように命じておけ」

「王妃陛下を迎えに？　どういうことですか？」

　レイドロスは説明代わりに、レスレイラ国王からの手紙を近衛騎士団長に手渡した。それに目を通した彼は息を呑む。

「これは……。罠の可能性はないでしょうか」

「ないな。レスレイラ国王は状況判断に優れた王だ。この戦いでメーオ王国が勝つとは思っていないだろう」

　それに手紙には入国許可書が同封され、王都での連絡の取り方も記されていた。

「陛下御自身が向かわれるのですか？」

　足早に執務室を出るレイドロスに、近衛騎士団長も付き従う。

「ああ、もちろんだ。優勢とはいえ、戦争中に主力を分散させるわけにはいかない。現場の指揮も必要となる。この砂漠での戦いは、かなり重要なものだ。必ず首謀者を捕らえろ」

　それに、自分の妻を迎えにいくのだ。

　国王として軽率だと言われても、考えを変えるつもりはなかった。

「お前の娘も必ず連れて帰る」

　近衛騎士団長の娘は、リーレの護衛騎士であるキィナだ。その言葉に、彼は驚いたように足を止めた。

「……娘のことまで、案じて下さるとは」

「リーレが悲しむからな。……いや、それだけではない。お前たちには苦労をかけた。俺を見捨てずにいてくれたことには感謝している」

　過去の自分はあまりにも冷酷だったと、レイドロスは思う。

　非情な命令を下したことも何度もあった。彼らは言葉を返すことなく黙々と従っていたが、今思えば苦しまなかったはずがない。

　このメーオ王国の反乱のきっかけは、リーレでもネルでもロイドでもなく、レイドロス自身にある。

「恐れ多いことでございます。我々こそ、長い間、陛下をお助けすることができず……」

「もう、すべて過去のことだ」

　苦悩の日々を過ぎ去ったものにしてくれたのは、リーレだ。彼女を取り戻すために、レイドロスは素早く準備を整える。

　まずはメーオ王国を迂回して、レスレイラ王国に入らなければならない。

　留守の間の責任者をそれぞれ定め、メーオ王国との国境にも目立った異変がないことを確認すると、レイドロスは密かに王城を出た。

　足の速い馬を用意させ、さらに乗馬に優れた騎士を数名選出した。彼らは国王の護衛も兼ねているので、いずれも強きょう靭じんな騎士だ。

　最初からかなりの速度で馬を飛ばし、補給も休息も最小限にして、一気にレスレイラ王国まで駆ける。そのお陰で馬車よりも一日早く国境に到達することができた。

　そこから馬を荷馬車に変え、入国許可書を提示してレスレイラ王国に入る。

　早朝だったが、もう人の姿が多く見られた。

　ここがリーレの故郷なのかと、レイドロスは荷馬車から景色を眺めた。

　初冬のせいか風は冷たく、空も曇っている。

　だが緑がとても多く、豊かな土地のようだ。寒さは厳しいらしく、高い山の頂は白い雪に覆われていた。大きな荷物を積んで山から下りてくる人々も見かけた。彼らは寒さの厳しい冬の間だけ、町に下りて暮らすのだろう。

　それから昼すぎに王都までたどり着いた。

　まず様子を見るために一日、町の宿屋に宿泊して王都と王城の様子を探る。

　思っていたように、王城には数多くのメーオ王国の兵士が潜んでいる様子だ。その反面、王都にはあまり兵の姿はない。

　それを確認すると、レイドロスはレスレイラ国王からの手紙にあった宿屋に立ち寄る。古びた小さな宿だが、宿泊客は多いようだ。

「いらっしゃいませ」

　入り口から様子を窺っていると、ひとりの客が中に入っていった。

　同時に、明るい声が響き渡る。

　見ると若い娘が接客をしていた。

（この娘か？）

　レイドロスはさりげなく、その女性を観察した。

　レスレイラ国王によれば、この宿屋の娘が王城で侍女をしていて、内部の者と連絡を取ってくれるらしい。

　レイドロスは騎士たちを荷馬車に残し、ひとりで宿屋に入る。

　変装をしているため旅人にしか見えず、さらに光を避けるためにマントを深く被った彼に注意を払う者はいなかった。

「いらっしゃいませ、宿泊ですか？」

　そう尋ねられ、レイドロスは決められた暗号を口にする。

「いや、預けている花を受け取りに来た」

「！」

　彼女は動揺を一瞬で押し隠し、カウンターを指す。

「あそこで受け取ってください」

　カウンターの奥には、年老いた主人が座っていた。そこでも記されていた暗号を告げると、彼は二通の手紙を手渡した。レイドロスは無言でそれを受け取り、荷馬車に戻る。

　一通目には地図、そして二通目には、手紙を受け取った翌日の深夜に、地図に記された場所に向かうようにと書かれている。

　この手紙を受け取ると同時に、あの宿屋の娘が王城の協力者に到着を報告してくれる手て筈はずになっているようだ。

　地図に指定されている場所は、王都のすぐ隣にある森の中だった。明朝、王都を出てその場所に向かうことにして、今日は宿をとる。さすがに、ここまで強行軍だった。

（明日、か）

　レイドロスは、遠くに見える王城を見つめた。

　あの場所にリーレがいる。いよいよ彼女と再会できるだろう。




　そして翌日の早朝。

　太陽が昇る前に、レイドロスは王都を出た。

　指定された森は鬱うっ蒼そうとしていて暗く、荷馬車が入るような道もない。護衛騎士をひとり荷馬車に残し、他の騎士と共に徒歩で森に入る。

　落ち葉を踏みしめる音が、静かな森に響き渡った。木は高く、枝は空に向かって伸びている。夏ならば太陽の光が届かないくらいだろう。

　だがこの森の木は秋になると葉を落とすらしく、今は曇った空までよく見える。そうでなければ、足もとが悪くて歩くのも苦労したに違いない。地面の湿り具合から察するに、夜の間に雨が降ったようだ。

　気を抜けば迷いそうなほど、同じ景色が続く。

　それでもしばらく歩くと、その奥深くに今にも朽ち果てそうな古い小屋が建っていた。地図に記されていたのは、どうやらこの場所のようである。

　ひとりの騎士が進み出て、小屋の扉を開く。蝶ちょう番つがいがひどく錆さびついていて、甲高い悲鳴のような耳障りな音を立てた。

　扉を開けた騎士が、ランプに火を灯して奥を照らす。

　木造りの床は朽ち果て、窓から侵入した蔦つたが部屋中に広がっていた。

　何も置かれていないこの粗末な部屋には奥に続く扉があり、頑丈な鍵がかけられている。どうやら向こう側からしか開かない仕組みのようだ。

「これだな」

　森を歩くのに少し手間取ったが、まだ昼をすぎたばかりだ。約束までは時間がある。

　おそらく協力者は、この扉の向こう側から現れるはずだ。近寄って見ると、錠じょうは頑丈だが小屋と同じように扉は古く傷んでいて、破壊できそうだ。

　手紙に書かれていたが、この扉の奥はレスレイラ王城に続く地下道になっているらしい。しかも相当な距離がある。小屋の老朽具合から察するに、かなり長い間使われていなかったのだろう。

　この先に続く道が今も通れるかどうか、確かめなければならない。もし途中で崩壊したり途切れていたりすれば、いくら待っても迎えは来ないだろう。その場合は、早々に別の進入路を探す必要がある。

　レイドロスは騎士に、その扉を破壊するように命じた。

　数回、剣で打撃を加えると扉は壊れ、奥から湿った空気が流れ込む。

　覗くと、下に向かう階段が見えた。昨日の夜の雨のせいか、小さな水音が響いてくる。

　いくらランプで照らしても、ほとんど足もとが見えない深遠の闇だ。

　手を伸ばして探ってみると、通路はあまり広くない。天井が低い上に幅も狭く、人ひとり通るのがやっとだろう。

　体格の良い武装した騎士では、身動きが取れなくなるかもしれない。何よりもこの闇の深さで、どこまで続くかわからない道を進むのだ。どんなに鍛えられた騎士でも躊躇するだろう。

　レイドロスはしばらく思案したあと、騎士からランプを受け取った。

　この中で、一番闇に慣れているのはレイドロスだ。

「俺が行く。ひとりはこの場で待機。残りは別部隊と連携して、他に王城に侵入することができる経路がないか探れ」

　王都にはあらかじめレスレイラ王国に潜入し、動向を探っていた騎士たちがいる。何とかリーレを救い出させないかと、連絡が来る前からこの国に向かわせていた者たちだ。彼らがいるからこそ、レイドロスは少人数でここまで馬を走らせてきた。

　独裁的だった頃の名残で、騎士たちはレイドロスの言葉に逆らったりはしない。ただ命令を実行するべく、それぞれ走り出した。

　それを見送り、レイドロスはランプを持ち直して暗闇に足を踏み入れる。この場を見張るために残ったひとりの騎士が、お気をつけてと小さく呟くのが聞こえた。

　崩れ落ちそうな階段を下りてから足もとを照らしてみると、石造りの床が見えた。それも割れたり合間から草が生えたりして、ひどく荒れている。湿った床は気を張らないと足を滑らせそうだ。

　四方を取り囲む闇。

　じっとりと水を含んだ冷たい空気が足もとから忍び寄ってくる。

　レイドロスは注意深く足もとを照らしながら、慎重に進んでいく。空気が澱よどんでいるせいか、ランプの火は弱々しく、今にも消えそうだ。だが、闇ならば慣れ親しんだものだ。思えばこの先の見えない暗闇は、リーレと出逢う前の自分の人生のようなものかもしれない。

　このまま闇に閉ざされて、夜明けなど永遠に訪れないと思っていた。ただこの闇の中で生き、そして死んでいくのだと。

　その闇を優しく温かな光で照らしてくれたのが、リーレだ。

　光を、もう一度この手に取り戻す。

「リーレ……」

　手探りで闇の中を進みながら、無意識にその名を呟いていた。

　これまでの自分の生き方が間違っていたと悟ったとき、苦しみや悲しみを与えた人々に償いをしなければと思った。同時に、愛する女性にふさわしい男になりたいと強く願ったのだ。

　優しく強く、美しいリーレ。

　そんな彼女に、愛されるに値する男になりたいと。

　リーレを悲しませないように。あの笑顔で迎えてもらえるように。

　ふと、手を触れていた壁の感触が変わったことに気がついて足を止める。

　どうやら壁の一部が崩壊して、通路を塞いでいるようだ。

　注意深く周囲を調べてみると、人ひとりが通り抜けられるくらいの隙間が空いている。レイドロスは身に纏まとっていたマントを脱ぎ捨てて身軽になると、その隙間をくぐり抜けた。

　その瞬間、尖った石の破片が肩先に当たり、鋭い痛みが走った。それでも顧みることなく、さらに先を目指す。

　もうすぐだ。

　もうすぐ、愛しい光をこの手に取り戻すことができるだろう。










奪還




　窓から入り込んできた夕日が、王城の廊下を赤く染めていた。

　ネルは太陽の位置を確認するために、歩きながら外を見上げる。暮れゆく空は、夜に染まっていくかのように暗い色をしていた。

　王城から外に通じる秘密の通路があることは、以前父から聞いて知っていた。代々国王になる者にしか伝わっていないと言っていたから、きっと妹は知らないだろう。

　だが百年も使われておらず、王城側の入り口は厳重に封ふう鎖さされているが、手入れさえしていないらしい。それを聞いたとき、ネルはもう潰してもいいのではないかと父に進言したくらいだ。

　それがこうやって、役に立つ日が来るとは思わなかった。

　今朝、宿屋の主人がカリレア王国の騎士の到着を知らせてくれた。

　彼には連絡のあった翌日の深夜に、計画を実行するという手紙をあらかじめ渡している。それを読んだ騎士たちは今夜、森に集結するだろう。

　地下道を閉ざしている扉の鍵はとても頑丈なもので、内側からしか開かないようになっている。だからネルはそれまでに地下道に侵入し、その扉を開かなければならない。

　どのくらいかかるかわからない。だから日が落ちたらすぐに向かうつもりだった。地下道は暗く湿っていて、最悪の場合、崩壊の危険もある。

（それでも行かなくては。リーレのために）

　決意を胸に、ネルは目的地に向かった。

　通路の王城側の入り口は、地下室にある。

　だが王城の地下室はほとんど使われておらず、ネルがそんな場所に出入りするのは、かなり不自然だ。もしロイドに気づかれたら計画が台無しになるばかりか、妹の身にも危険が迫るかもしれない。

　そこでネルはリーレの護衛騎士であるキィナに協力を依頼した。

　妹のもとを訪れたとき、彼女の言葉に激高したふりをして、キィナひとりを連れ出して地下室に幽閉した。

　地下に牢のようなものはないが、鍵のかかる部屋がいくつかあったのだ。そしてロイドの目の前であの女だけは許せないと、何度も口にした。その上で彼女を罵ののしるために行くふりをして地下室に向かったのだ。

　そうすればネルが地下に行っても不自然ではないし、キィナは地下道を通って来たカリレア騎士の仲間とすぐに合流することができる。

　レスレイラ国王である父は、ロイドの行動に理解を示したことで解放されていた。

　だから現在、父の執務室にいるのは妹ひとりだけだ。本当は彼女もキィナと一緒に地下室に移動させたかったが、ロイドがそれを許さなかった。

　心細いかもしれないが、それも一晩だけのこと。明日の朝にはきっと、地下室から招き入れたカリレア騎士によって救出されるだろう。

　そしてネルは目的地である地下室にたどり着く。

　入り口に鍵が掛けられているだけで、見張りは誰もいない。鍵を開けてから、またきっちりと締め、ネルはキィナのもとへ向かった。

「……ごめんなさい。あまり居心地は良くないわね」

　ずっと使われていなかった地下室は湿気が強く、空気がこもっている気がする。部屋の木造りの扉も、下の部分が腐っていて今にも壊れそうだ。

　ランプをいくつか置いておいたが、それでも薄暗い。

「いいえ、私は大丈夫です。それよりもリーレ様は……」

　キィナは自分のことよりも、ひとり残されたリーレのことが心配でたまらない様子だ。

　あれほど冷たい印象だった彼女をここまで変えた妹に、ネルは密かに感嘆する。そして安心させるように、笑みを浮かべた。

「事情を知る侍女に頼んできたから大丈夫よ。それに、父上もいるわ」

　それからキィナに協力してもらい、壁に設置されていた大型の棚を動かした。その奥には扉が隠されている。

　ここが、地下道の入り口だった。

　扉は錆びついてひとりでは開けられず、キィナに協力してもらう。なかなか開かず、力を込めて引っ張ると、扉ごと外れた。埃が舞い上がり、思わず咳せき込む。

　治まったあとにそっと覗き込んでみると、石畳で補強された道が奥まで続いていた。その闇は深く、ランプで照らしても奥まで見通せない。

　あまりにも暗い闇に、固く決意したはずのネルの足もすくんでいた。

「ネル様、私も一緒に参ります」

　そんな様子を見てか、それとも最初から決めていたのか、キィナがそう言った。

「だめよ、これは私の償いなのよ」

「それは承知しております。ですが、もしネル様に何かあれば計画が破は綻たんするだけではなく、何よりもリーレ様が悲しまれます。ですから、どうぞ私をお連れください」

　暗闇からネルをかばうようにして立つ。

「これでも私は、リーレ様の護衛騎士。お役に立てるかと思います」

　迷ったが、この地下道が使えなければ別の道を探す必要がある。そのためにも一刻も早く、確かめなければならない。最後にはキィナの申し出を受け入れた。

　そうしてランプを持ったキィナが先頭に立ち、その後ろにネルが続く。

　通路はとても狭く、女性であるネルとキィナでさえ並んで歩くことはできない。ネルは指先で壁を伝うようにして歩いた。

「ネル様、足もとにご注意を。濡れていて、かなり滑るようです」

「ええ、わかったわ」

　地下水が滴り落ちているのか、ぽたりとした水音が定期的に響いてくる。

　湿った空気は冷たく、季節が初冬ということもあって、寒さに震えるくらいだ。だがその寒さのせいで、小動物などの気配はまったくなかった。

　先頭を歩くキィナは、慎重だった。

　ランプで足もとを照らし、一歩ずつ確かめながら歩く。

　自分の足音が暗い通路に響き、まるで誰かに追いかけられているような気分になって、ネルは背後を振り返る。だがランプの光の届かない場所は闇に閉ざされていて、もう入り口さえ見えなかった。キィナがいてくれなかったら、足がすくんでいたかもしれない。

　恐怖を押し殺しながら、どれだけ歩いただろう。

　床は少しずつ荒れ、石の破片が転がっているようになった。キィナの歩みも、さらにゆっくりとしたものになっていく。

　時間の感覚は失われ、距離感覚も掴めない。

　冷えた指先を温めようと、壁から手を離した瞬間、足もとが滑った。

「あっ……」

「ネル様！」

　キィナがとっさに手を伸ばしてくれるが、一歩届かず、ネルは壁に背中を打ちつけた。鈍い痛みが広がり、息が止まりそうになる。

　それだけならば、まだ良かった。

　脆もろくなっていた壁は、ぶつかった衝撃で亀裂が走り、天井が崩れ出す。

　頭上から細かい石の粒が降り注ぎ、ネルはとっさに目を閉じる。

　まさか、ここまで地下道が崩壊していたとは父も思わなかっただろう。

（だめ、崩れる！）

　キィナがネルをかばおうと覆い被さってきた。そんな景色が、不思議とゆっくり動いているように見える。

（ごめんなさい、私のせいで……）

　通路を開くことができなかったばかりか、キィナまで巻き込んでしまった。足を滑らせなければこんなことにはならなかったと後悔するが、もう遅い。

　だが、崩れた瓦が礫れきが降り注がれる直前、闇から伸びてきた手にふたりの身体が突き飛ばされた。湿った地面の上に転がり、衣服だけではなく髪や顔まで泥まみれになった。

「……っ」

　その不快さと、地面に転がった衝撃で顔をしかめるふたりの傍に、ひとりの影が飛び込んできた。

「少し乱暴だったか。だが、猶ゆう予よはなかった。許せ」

　聞こえてきたのは、若い男性の声。

　まさか他に人がいるとは思わず、ネルは身体を起こすことさえ忘れて呆然とした。

　背後にはまだ粉ふん塵じんが舞っている。転がった衝撃で、ランプは消えていた。

　助けてもらったようだが、いったい彼は何者だろう。

　隣に倒れていたキィナが立ち上がり、息を呑む気配が伝わってきた。

「その声……。まさか、レイドロス様？」

（えっ？）

　キィナの言葉に驚いて振り返るが、闇に閉ざされて何も見えない。

「とにかく話は後だ。また崩壊する危険がある。ここから出るのが先だ」

　彼はそう言い、先頭に立っていたキィナを促す。

　この地下道はもう使えない。そして彼が言うように、この古びた地下道が崩壊するのも時間の問題だろう。

　ネルもキィナに続いて城へと引き返す。

「焦らなくていい。足もとに気をつけろ」

　背後から声がする。

　もうランプの明かりもないというのに、彼はこの闇の中でも見えているように細かく指示を出してくれた。お陰であまり恐怖を感じることなく、すみやかに入り口まで戻ることができた。

　地下室に灯された弱々しいランプの光が見えて、思わず安堵のため息が漏れる。

　キィナに続いて通路から出ると、背後に続いていた男性も姿を現した。

「あなたは……」

　やはり彼はカリレア王国の国王、そして妹の夫であるレイドロスだった。レイドロスは突然の光に眩しそうに目を細め、先に到着していたふたりを見る。

「怪我はないか？」

　そう言う彼のほうが、腕にいくつもの裂れっ傷しょうを負っている。キィナは慌てるが、泥まみれの身体で王に触れることができず、おろおろとするばかりだ。

「どうして、あの場所に？」

　髪から滴る泥水を拭いながら、ネルは静かにそう尋ねた。どう考えても、彼がいるような場所ではない。

　レイドロスは小屋があまりにも風化していて、扉もほぼ崩壊していたこと、地下道も狭くて暗く、騎士が通るのが難しかったこと。そして劣化していたことに危険を感じて他の手段を探らせたことを話してくれた。

「でも、まさかあなたがひとりで来るなんて……」

　一歩間違えれば、全員が生き埋めになるところだった。今さらながら背筋が凍るような思いがする。

　レイドロスの行動は、国王としては軽率かもしれない。国を越えて馬を飛ばし、こんな危険な通路をひとりで抜けてきたのだ。

　だがネルは、それだけ妹が大切にされているかと思うと、嬉しいような切ないような、そんな気持ちになる。

「リーレを迎えに来た」

　そしてレイドロスは、ただそれだけを言って穏やかな笑みを浮かべる。

　これが本当に、あの冷酷と言われていたカリレア国王なのかと、ネルは目を見開いた。

「私が妹を誘い出したせいで……」

「いや、もともとは俺が、リーレを奪い取るように連れ去ったのが原因だ。この国でリーレがどんなに愛されているのか知っている。だが、俺はもう手放せない」

「本当にあの子を愛していらっしゃるの？」

　思わずそう尋ねると、彼ははっきりと頷いた。

「ああ、愛している。共に生きていくと誓ったのだ」

「……誓い。そうなのですね。……きっと妹もそう望んでいるでしょう」

　その眼差しに宿るのは、リーレへの深い愛。

　今度こそ確信した。

　きっと妹は、彼のもとでしあわせになる。もう道を間違え、妹を苦しめたり悲しませたりするようなことは絶対にすまい、と。

　ネルもまた、笑みを浮かべる。こんなふうに笑ったのは、数か月ぶりだった。

「妹を、リーレをよろしくお願いいたします」




　それから三人で、これからどうするか話し合った。

　地下道を抜ける案は消えた。カリレア騎士が別経路を確保し、王城に侵入するまで待つべきだろう。

　それまで、リーレだけではなくカリレア国王まで守らなければならないキィナは緊張して顔が強張っていた。

「客間を用意させますから、今夜はそこで過ごしてください。着替えと、あと傷の手当もしなくては」

　ネルはレイドロスにそう言った。

　リーレを閉じ込めている部屋は、ロイドの支配下にある兵士に見張られている。

　そして彼らはロイドの命令しか聞かない。リーレを今すぐに助け出すことはできないが、それでも奪還の機会はあるかもしれない。

　客間の数は多く、レイドロスやキィナが身を潜めていれば、ロイドに見つかることはないだろう。

　事情をよく知る侍女にふたりを託し、ネルは身体を清め、着替えをしてから自分の部屋に戻る。

　今日はもう遅い。父への報告は、明日の朝になるだろう。




　部屋を赤く染めていた太陽が沈むと、部屋は急に暗闇に満たされる。

　この季節、レスレイラ王国の昼は短い。リーレは立ち上がり、机の上に置かれていたランプに火を灯した。

　父の執務室にひとり残されてから、どれくらい経過しただろう。

　キィナは姉が地下室に行く口実のためにここを離れ、父はロイドの状況を探るために彼の味方の振りをしてここから解放されている。

　リーレはひとり残されていた。

　父もキィナも、これからの作戦のため、それぞれの役割を果たすためにここを出た。けれどリーレはただ待つだけだ。

　この部屋から出ることはできないが、それでも侍女が何かと気を遣ってくれるので、不自由はしていない。

　だが夜になってみると、寂せき寥りょう感かんが増す。ぼんやりとその光を眺めていたリーレは、やがてため息をついて椅子に腰を下ろした。

　囚われの身を嘆いているのではない。父の計画が成功すればここから出られると信じている。

　ただ、会いたくて。

　その声が聞きたくて、たまらなくなるのだ。

（レイドロス様……）

　無意識に零れ落ちた涙が、頬を伝って流れていく。

　レイドロスを愛している。

　愛する人と長く離れるということはこんなにもつらいものなのだ。身体に浸透していくような寂しさを忘れたくて、リーレは長椅子に座り、用意されていた毛布を被って目を閉じた。

　朝になれば、きっと少しは心が軽くなるだろう。

　今、この王城にレイドロスがいること。

　そしてそれぞれの方法で忍び込んだカリレア王国の騎士が王のもとに集い、リーレの救出のために行動しようとしていることなど知らず、そのまま眠りに落ちていった。

　心と同じように、身体もこの幽閉生活で疲れ果てていたのかもしれない。

　リーレは一度も目覚めずに眠り続け、ふと誰かに呼ばれたような気がして目を開けたときには、もう周囲は明るくなっていた。

　差し込む陽光に目を細め、視線を巡らせる。

　いつのまにか部屋の中には、ひとりの侍女がいた。

　彼女は朝食の準備をしてくれているようだ。茶色の髪をした背の高いその侍女は、お茶を淹れようとしている様子だが、その手つきはなぜかぎこちない。新人だろうか、とリーレは首を傾げた。

　起きた気配に気づいたのか、その侍女が振り返る。

「おはようございます、リーレ様」

「！」

　声を上げそうになって、慌てて口もとを押さえた。

　侍女服を身に着け、黒髪も染めているのか茶色に変わっているが、それはリーレの護衛騎士のキィナだった。警備兵の目を誤魔化すためなのか、普段はしない化粧までしている。

「どうして……」

　思わず小声でそう呟くと、キィナはお茶を差し出しながらリーレの耳もとで事情があり、護衛騎士としては傍に戻れなかったと囁く。

「申し訳ございません。お傍を離れないと誓ったのに、リーレ様をおひとりにしてしまいました」

「いいえ、これからの作戦のためだもの。私は大丈夫。何事もなかったわ」

　ただ寂しくて、悲しかっただけだ。姉やキィナの苦労に比べれば、何でもないこと。

　だがキィナは、リーレの目が赤くなっていることに気がついたのだろう。痛ましそうな顔をすると、さらに声を潜めて囁いた。

「レイドロス様が……」

　彼がこの王城にいると聞かされ、今度こそ声を上げそうになる。

　私も驚きました、と呟くキィナは少し疲れているようで、彼女にとってもレイドロスの行動は予想外だったのだろう。

「そんな、危険なのに……」

　愛する人と再会できるのはとても嬉しい。

　ずっと会いたくてたまらなかった。今すぐにでも、その腕の中に飛び込みたいくらいだが、彼の身を案じるリーレの顔は晴れない。

　聞けばレイドロスは自らレスレイラ王国に入っただけではなく、たったひとりで崩落寸前の地下道を通ってきたらしい。そのお陰で自分とネルは助けられたとキィナは言うが、古い地下道の恐ろしさを初めて知ったリーレは背筋が凍るような思いがした。

　彼がそんなことをしたのは、すべてリーレを愛してくれているからだ。

　だが自分のせいでレイドロスの身を危険に晒したのかと思うと、胸が苦しくなる。

「騎士たちはレイドロス様を止めなかったの？」

　思わずそう呟く。

　レイドロスは、大国カリレア王国の国王だ。

「これまで陛下の命令に黙って従う者ばかりでしたので……。おそらく、今回も」

「……そう」

　レイドロスには、逆らった者には容赦しないと言われていた過去がある。それを思えば、周囲の対応は当然のことかもしれない。

　さらに彼もまた、知ったばかりの感情に振り回されている部分もあるのだろう。

　仕方のない人ね、とリーレはようやく笑みを浮かべた。

　無事にカリレア王国に戻ったら、危ないことはしないでほしいとレイドロスを叱らなければならない。

　どれだけ愛しているか。彼の身に何かあったらどれだけリーレが悲しむのか、ちゃんと理解してくれるまで伝えるつもりだった。

　それをキィナに告げると、彼女は何度も頷き、ぜひそうしてくださいとリーレの手を強く握る。あまりにも真剣な声に危うく笑い出しそうになって、リーレはまた口を塞がなければならなかった。

　カリレア王国に帰ったら、そうやってまた幸せに暮らしていくのだ。

「これからどうするの？」

　幸福な未来を思い描くことで、ようやく落ち込んでいた心も回復し、声を潜めて尋ねる。

「はい。この部屋を警備している騎士は、ぜんぶで五人でした。これから王城に忍んでいたカリレア王国の騎士が警備兵を奇襲します。それに合わせて、リーレ様をここから救い出す手筈になっています」

　今までそれができなかったのは、レスレイラ王国の騎士ではロイドが連れて来た警備兵に勝てないからだ。この国の騎士は、あまり戦闘の経験がなく、鍛えられたメーオ王国の騎士に勝つことは難しい。失敗したときのことを考えると、危険すぎてとても実行できなかった。

　だが、カリレア王国の騎士は強い。加えてレイドロスは、リーレを何とか救出しようとかなりの数の騎士をこの国に派遣していたようだ。

「おそらく、制圧するまでそう時間はかからないでしょう」

　そうしてキィナは朝食を運ぶワゴンに隠し持っていた剣を取り出すと、かばうように扉の前に立った。リーレも、いつでも動けるように身構える。

　この扉が大きく開かれたら、それが合図だ。

　沈黙が続く。

　リーレは胸に手を当て、大きく深呼吸した。

　足手まといにならないように、しっかりと行動しなくては。

　そう決意した瞬間、誰かの叫び声が聞こえてきた。

　思わずびくりと身体を震わせる。

　怒号、そして剣けん戟げきの音が響く。

「リーレ様――」

　キィナが小さく呟く。

「そろそろです」

　その言葉が終わらぬうちに、扉が激しく開かれた。甲高い音が響き渡り、剣を手にしたキィナが躍り出る。

　リーレもその後に続いた。

「逃がすな！」

　間近で怒鳴り声がした。

　誰かがリーレに向かって手を伸ばすが、キィナがそれを許さない。

　キィナが愛用しているのは、斬るよりも突くことに特化した細身の剣だ。それを巧みに使い、剣を振りかざす男たちの隙をつく。

　素早さでも、彼女の動きは男たちを圧倒していた。

　腕を突かれた男が、うめき声を上げて剣を取り落とした。侍女の服装のまま、スカートの裾を翻してたちまちキィナは警備兵たちを切り伏せる。

　救出に向かってくれたカリレア騎士たちの奮闘もあって、リーレとキィナは無事にその囲みから逃れることができた。

　侍女服で走り続けていたキィナは、警備兵を振り切るとさすがに少し息が切れたらしく、立ち止まった。リーレもそれに合わせて足を止める。

　これほど走ったのは初めてかもしれない。

　喉の奥が痛んで、咳き込む。

「リーレ様」

　キィナが気遣って、背を優しく撫でてくれた。

　このまま父の私室に向かい、父と姉に合流する。そこにはレイドロスもいるらしい。

　じつは彼も襲撃に加わろうとしていたが、レスレイラ国王が強く止めたのだという。さすがお父様、とリーレは小さく呟いて笑った。

　もうすぐ部屋に着く。姉にもレイドロスにも会える。

　まず迷惑をかけていたことを謝り、再会を喜んだあとで、こんなところまで来てしまった彼のことを叱らなければならない――。

　そんなことを思いながら、廊下を急いでいたときだった。

　先を歩いていたキィナが、小さいうめき声を上げて崩れ落ちる。

「キィナ？」

　慌てて駆け寄ると、彼女の肩に小型のナイフが突き刺さっている。

　背後から誰かがナイフを投げたのだ。

　キィナは素早く肩に刺さったナイフを抜き取ると、剣を構えて背後を警戒した。

「新あら手てのようです」

　流れる血に動揺し、手当をしなければと狼狽えるリーレに、キィナが目的地である父の私室はここから近いのかと尋ねた。

「そんなに遠くはないわ」

「でしたらリーレ様はそこまでお逃げください。ここは私が食い止めます」

「でも……」

「私なら大丈夫です。これでもカリレア王国の騎士ですから」

　毅然としたその言葉に、リーレは頷いて走り出した。

　怪我をしたキィナを置いていくのは心配だったが、父の私室まで逃げ込めば、レスレイラ王国の騎士もいる。

　自分がここで捕まるわけにはいかないとわかっていたから、ひたすら走った。

「あっ！」

　だが、リーレの足は廊下の角を曲がったとたん、止まった。

　そこにはロイドが待ち構えていたからだ。とっさに身を翻そうとしたが、それよりも早くロイドはリーレの腕を掴んだ。

「ああ、ようやく捕まえた」

「お義兄様……」

　彼はリーレたちの動きを読んでいたのだろう。悠然とした笑みを浮かべている。

「離してください！」

　リーレは何とかその手から逃れようと暴れたが、思いのほかロイドの力は強く、その腕から逃れることはできなかった。

　そんなリーレをロイドは空いている部屋に連れ込んだ。

「まさかネルが裏切るとは思わなかった。しかもカリレア国王まで、君を心配してこんなところまで来ているそうじゃないか。どうやって、あんな冷酷な男に取り入ったのかな」

　普段と変わりない優しい口調だが、その目は恐ろしく冷たい。あの優しかった義兄と、本当に同一人物なのかと考えるほどだ。

「裏切ったのはお姉様ではありません。お義兄様のほうです」

　それでもリーレは臆することなくそう言い放つ。

「……僕が？」

「ええ。この国を、お姉様を利用して、レイドロスに……カリレア王国に復讐しようとしているだけだわ」

　傷心の姉につけ込み、さらに私兵を率いて王城を占拠した。一時期は国王である父まで幽閉したのだ。祖国を利用されたことに関して、リーレもロイドに対して怒りを感じていた。

　それと同時に思う。

　何が義兄をそこまで追い詰めたのだろう、と。

「復讐……。そうだね、これは復讐だ」

　ロイドはリーレの反撃の言葉に激高するどころか、同意するように深く頷いた。

「カリレア国王は王太子だったゼッティ兄上を殺した。行方不明だなんていうことにしてあるけれど、彼に抹殺されたんだ。きっと、捕らえられている他の兄弟も、メーオ国王である父も処刑される。早く助け出さなくてはならない」

「……殺、した？」

　恐ろしい言葉に震えながらも、顔をしかめる。

　たしかにレイドロスはメーオ王国の王族と国王を捕らえている。

　だが最初はどうするつもりだったのかはともかく、今は戦況が落ち着けば、彼らを国外追放にして解放すると言っていたのだ。

　リーレはレイドロスの過去の罪を、共に背負うと決めた。そのときに、彼がしたことをすべて調べている。何も知らずに罪を背負うなどと口にしても、誰も救えないと思ったからだ。

　そして彼の行いはたしかに冷酷なものだが、むやみに人の命を奪うようなことはしていないと確かめていた。

「そんなはずないわ！」

「君が知らないだけだよ。大切にされ、守られてきた世間知らずのお姫様を騙だますことなんて、あの男には何でもないことだ」

「……っ」

　腕を強く引っ張られ、小さく悲鳴を上げる。だがロイドはそれを顧みることなく、悔しさをにじませた声で続けた。

「僕は残されたほかの王族たちと密かに連絡を取っていたんだ。そこで、負けを認め、兵士たちの助命を願って降伏しようとしていた兄上が、無残にもカリレア国王に殺されたことを教えられた。生き残った王族で、カリレア国王にもっとも近い位置にいるのは僕だ。だから、こんな作戦を立てたんだよ」

　何とか逃れようと必死に抵抗したが、細身なはずの義兄の腕は力強く、どんなに暴れても少しも緩まない。

「レイドロス様はそんなこと……」

　思わず彼の名を口にすると、ふとロイドの腕が緩む。

　リーレはその隙を逃さずに腕を振り払い、逃げようとした。だが彼は素早く扉の前に立って、進路を塞ぐ。

　そしてゆっくりとリーレに向かって歩き出した。それに気け圧おされるようにして、一歩ずつ後ろに下がる。ついに、窓の近くまで追い詰められてしまう。

　いつの間にか天候は荒れていた。強い風が吹き、雨が窓を叩く。

　きちんと閉められていなかったのか、それとも強い風のせいか、窓の隙間から雨が入り込んできた。

　冷たい雨が身体を濡らし、リーレはロイドから目を離さぬまま身震いをする。

「お義兄様、レイドロス様はメーオ王家の人間を根絶やしにしようなんて思っていないわ。だって、あの国はまだ存続している。もしそうするつもりなら、もうメーオ王国を占拠しているはずよ」

　必死にそう説得しようとするが、ロイドの心には届かない。近づく彼に気圧されて、リーレはまた一歩、後ろにさがった。

　だがそこにはもう窓しかなく、よろめいた衝撃で窓が大きく開き、雨と風が部屋の中に吹き込んだ。

「お義兄様！」

　義兄の虚ろな瞳が恐ろしい。

　それでもリーレは、レイドロスを信じていた。彼がもし本当にロイドの兄の命を奪ったとしたら、それを隠さずに告白していたはずだ。

　思ったことを話す、何も隠さないと言った約束は、決して上辺だけのものではない。

「私はレイドロス様を信じています。彼がそんなことをするはずがありません」

　恐怖と、背後から打ち据えるようにして降る雨に震えながら、リーレははっきりとそう告げた。何を言っても揺るがない信頼に、義兄のほうが少し狼狽える。

「リーレ！　リーレ！」

　そのとき、リーレを呼ぶ声がした。

　キィナが、姉が、そしてレイドロスがリーレを探している。

　多くの足音。

　そして鎧が軋む音がした。

　カリレア王国の騎士も、レスレイラ王国の騎士も王城中を探し回っているのだろう。この場所は、キィナが襲撃を受けた場所からそう離れていない。きっとすぐに見つけ出される。

　ロイドもそう思ったのか、懐から細いナイフを取り出すと、焦った様子で乱暴にリーレの腕を掴む。

「お義兄様、私は逃げません」

　間近で突きつけられた刃の鋭い光に怯えながら、それでもリーレは気丈にそう告げる。

「ですから、どうかレイドロス様の口から直接、真実を聞いてください。あの人は冷酷だったかもしれませんが、卑ひ怯きょうな人間ではありません」

「リーレ……。君は、そこまで……」

　ロイドは躊躇っている様子だった。まさかリーレが、そんなことを言うとは思わなかったのだろう。

　だが彼が迷っているうちに、騎士のひとりがこの部屋を覗き、そこにロイドとリーレの姿を見つけて大声を出す。とたんに周囲が騒がしくなった。

　間もなく、肩を血に染めた痛々しい姿のキィナが現れ、続いて姉のネルと、レイドロスが姿を現した。

「レイドロス様……」

　ようやく再会することができた愛しい人の姿に、つい目が潤みそうになっていた。

　姿を消したリーレを必死に探してくれたのだろう。漆黒の髪は乱れ、軽く息を乱していた。地下道を通ったときに負ったのか、いくつもの傷跡がある。それを見て、胸が痛む。

　レイドロスもリーレの姿を見つけて、切なげに瞳を細めた。

「ロイド、もうやめて！　リーレを離して！」

　夫の姿を見てネルが涙声で訴えるが、ロイドの視線はただレイドロスだけに向けられていた。その視線を受けて、レイドロスが前に出る。

「用があるのは、俺だろう。リーレを離してくれ」

「レイドロス様」

　リーレは平静を装って、彼に語りかけた。

「お義兄様のお話を聞いていただけませんか？　お義兄様は、誤解しているのです」

「……わかった。お前がそう望むならば」

　レイドロスはリーレの言葉を受け入れてくれた。

「ここで、復讐を果たすのは簡単だね。……でも」

　一度だけナイフを強く握り締めたロイドは、リーレとレイドロスを交互に見つめ、それから掴んでいたリーレの腕を離した。

「お義兄様……」

「君がここまでしてくれたんだ。それに、どうせ殺されるのならば真実が知りたい」

　ここから逃れるのは、無理だと悟ったのか。

　それともほんの少しくらいは、リーレの誠意が伝わったのかもしれない。

　ロイドはレイドロスに向き直り、真正面から彼を見上げた。一度だけ深呼吸をしたロイドは、リーレが願ったように直接、レイドロスに疑問をぶつける。

「あなたは僕の兄を……。メーオ王国の元王太子ゼッティを殺した。それは真実なのか？」

　疑うような、探るようなロイドの言葉に、レイドロスはわずかに眉をひそめる。

「それをどこで聞いた？」

「各地に潜んでいた、メーオ王国の王族たちから。たしかな情報だと……」

「あの男は死んでなどいない」

　レイドロスは静かな声でそう告げる。

「そ、そんなはずは……。カリレア国王に殺されたと、複数の仲間から手紙が……」

　戸惑う義兄に対して、レイドロスは冷静だった。

「あの男が行方不明になったのは、状況が不利だと悟り、前線を捨ててすぐに逃げ出したからだ。その後もずっと行方を追っていたが、砂漠の辺りで消息が追えなくなった。だからおそらく、今回の事件の首謀者はゼッティで間違いないだろう」

「……っ。嘘だ。そんな、そんなはずは……」

　ロイドはきつく唇を噛み締める。

　もしゼッティが本当にこの事件の首謀者なら、ロイドは愛する兄に利用されただけになる。

「……兄上が僕を利用したと、そう言いたいのか」

「あれは策略家だ。それくらいやってもおかしくはない」

「そんな嘘を僕が信じるとでも……」

「いや、カリレア国王の言葉は真実だ」

　床に膝をつき、そう叫ぶように言ったロイドの言葉を遮るように、背後から声がした。全員の視線がそこに集まる。

「お父様」

　視線の先に立っていたのは、リーレの父であるレスレイラ国王だった。たった今受け取ったばかりなのか、その手には手紙がある。

「カリレア王国から早馬で連絡が入った。砂漠の反乱を完全に制圧。首謀者を捕縛したと」

「ようやく届いたか」

　レイドロスは父から手紙を受け取り、その場で開いた。素早く視線を走らせ、それをロイドに渡す。

「読んでみろ。捕らえられた首謀者の名が記されている」

　手紙を受け取り、その内容を読んだロイドは目を見開き、大きく首を振った。

「……そんなはずはない。これは嘘だ……。兄上がこんなことをするはずが……」

　弱々しい声でそう繰り返すロイドが痛々しくて、リーレは視線を逸らした。

　たしかにロイドはたくさんの罪を犯した。だが兄を慕い、その兄が殺されたと聞かされて、ここまで思い詰めたのだ。

　ゼッティは自分を慕う弟の心を知っていて、それさえも利用したのだろうか。

（ひどいわ。どうしてこんなこと……）

　騎士たちに連れられていくときも、彼は小さな声でそんなはずはないと呟いていた。

　姉はそんな夫の姿を複雑そうに見つめていた。そんな姉の背に、父が慰めるように手を添えるとふたりは顔を見合わせ、静かに部屋を出て行った。

　その姿を見送り、リーレはレイドロスに視線を移す。

　彼もまた、ロイドの背中を見送っている。彼は出逢ったばかりの頃のような、他を威圧するような厳しい瞳をしていた。

「……レイドロス様」

「リーレ、無事でよかった」

　傍によると、レイドロスはそう囁きながらリーレを強く抱きしめた。

　痛いくらいの抱擁には、彼の気持ちが溢れているようで、リーレも彼の背中を抱きしめる。

「心配をかけて、ごめんなさい。それと、ありがとう……。お義兄様にきちんと話をしてくれて……」

「ああ。捕らえられているのを見たときは、すぐにでも奪い返したかった。だが、お前の願いだったからな」

　お前の願いなら、叶えてやる。そう言ったレイドロスは、視線をロイドが連れていかれた方向に向けた。

「戦争はどうなったのですか？」

「大丈夫だ。あんな奇襲が成功すると思っているのだから底の浅いものだ。やつの策略など、すぐに、すべて終わらせる」

　その腕も、優しい口調もいつものレイドロスだった。

「カリレア王国に帰ろう」

　そう言われて、リーレは頷いた。

「ええ。一緒に帰りましょう」

　リーレにとって帰る場所はもうレイドロスの傍であり、カリレア王国だった。

　たくさんの人に、心配と迷惑をかけた。

　感謝と、そしてお詫びをしなければならない。










幸福な日




　そうしてレスレイラの王城は、ようやく落ち着きを取り戻した。

　捕らえられたメーオ王国の警備兵は地下道を念入りに塞いだあと、あの地下室に閉じ込められた。

　だがロイドは、父の命によって自分の部屋に幽閉されている。見張りはいるが、彼はただ呆然としているだけのようだ。

　姉は、複雑そうだった。

「この国とリーレを利用しようとしたことは許せないけれど……。あの人もまた、騙されていたかと思うと、憎む気持ちにはなれないわ」

　許せない。でも、憎めない。

　リーレも、ロイドに関しては姉と同じような気持ちだ。

　だが、彼は最後にリーレを信じてくれた。信じて、レイドロスに真実を尋ねてくれたのだ。ロイドが立ち直れることを、罪を償ってまたこの国のために生きてくれることを静かに祈るしかない。

　父は、レイドロスと何度か話し合いをしていた。

　これからメーオ王国にどう対応していくか、そしてロイドの扱いをどうするか、念入りに取り決めをしているようだ。

　今やレスレイラ王国は敗戦国ではない。これからますます、両国の結びつきは強くなっていくだろう。

　キィナの傷は幸い、そう深いものではなかった。

　だが彼女はリーレを守れなかったことを詫び、そうしてリーレが、ロイドと危険な取引をしたことに怒っていた。もう二度としないでくださいと涙ながらに訴えられ、何度も、もうしないと約束させられた。




　そうしてようやく事後処理も終わり、カリレア王国に帰国する日が来た。

　レスレイラ王国はすっかり冬になっていた。今朝も、羽根のような雪が、空から静かに舞い降りている。

　カリレア王国ではあまり雪が降らないようで、レイドロスはその風景に目を奪われていた。

「……雪とは、美しいものだな」

「はい。でも、こういう雪は積もることが多いのです。身動きが取れなくなる前に、帰国したほうがいいですね」

　反乱は抑えたが、ここにカリレア王国の国王夫妻がいることは知られないほうがいいと、目立たないように荷馬車を使って帰国することになった。

　狭い荷馬車に、リーレとレイドロスが座っていた。

　リーレのために固い床の上には毛皮を敷き、さらにたくさんのクッションを敷き詰めてある。

　それでも、幌からは雪交じりの冷たい風が吹き込む。

　レイドロスはリーレが冷えないようにと、ずっと気を遣ってくれていた。

　祖国が遠くなっていく。

　今度はいつ父と姉に会えるだろう。

　そしてこれから警備兵と、ロイドの扱いはどうするのだろう。

　気になることはたくさんあったが、きっと父ならば大丈夫だと信じていた。

　ずっとレイドロスに肩を抱かれ、静かに流れていく景色を眺めていたリーレは、ふと思い出して彼を見上げた。

「そういえば、忘れていました」

「ん？　何をだ？」

「無事にカリレア王国に戻れたら、危険なことをしたレイドロス様を叱らなければならないと思っていたのです」

「…………」

　驚く彼に、リーレはキィナに予告したように、無謀な行動を叱る。

「あんな崩壊しかけた危険な地下道をひとりで通ったなんて。キィナに聞いたときは驚きました」

　何かあったらと思うと、思わず涙がにじむ。

「リーレ……」

　それを見たとたん、レイドロスが激しく狼狽える。

「あなたが通る必要があったのですか？」

　他の騎士たちはそれぞれ別経路で侵入しているのだ。それを指摘しながら、リーレはそっとレイドロスの腕に触れる。

　たいした傷ではなかったが、彼は狭い地下道でいくつか裂傷を負っていた。

「いや……、通路は狭くて暗かったし、騎士たちでは……」

　別経路が確保できる保証もなかったとレイドロスは言い訳をするが、リーレは許さない。

「もう二度と、あんな危険なことはしないでください」

「それを言うなら、お前もだ」

　ずっと気まずそうに視線を逸らしていたレイドロスは、ふいにリーレを抱き寄せる。狭い荷馬車の中で彼の膝の上に乗せられ、リーレの頬が赤く染まる。

「レ、レイドロス様！」

　だが抱き寄せる腕は、少しも緩まなかった。

「ロイドに囚われていたお前の姿を見たときは、血の気が引いた。お前の存在は、俺にとってもカリレア王国にとってもかけがえのない大切なものだ。自らの身を危険に晒すような真似はしないでくれ」

　ああするしかなかったと思うが、懇願するように言われてしまっては、もう何も返せなくなる。

　リーレは黙って頷き、抵抗するのをやめて彼の胸に寄り添う。

　レイドロスが危険なことをしたと知って、苦しいほど心配した。だが、彼も囚われたリーレを見て同じ思いをしていたのだろう。

「お互い様、ですね。わかりました。私も気をつけます」

「すべてが終わったら、結婚式を挙げようか」

　大人しく頷いたリーレを抱きしめ、その金の髪に指を絡ませていたレイドロスは、突然そんなことを言う。

「え？　でも、結婚式はしないって……」

「俺の妻であること、カリレア王国の王妃であることをもっと自覚してもらわないとな。それにお前が俺のものだと、全世界に知らしめるのも悪くはない」

　そう囁くと、彼は膝の上に乗せていたリーレにキスをする。

「あっ……」

　触れるだけの優しいキスに、目を閉じる。

　結婚式などしなくても、リーレはレイドロスの妻であり、カリレア王国の王妃だ。

　だか、やはりリーレにも結婚式に対する憧れはあった。

　愛する人と、永遠の愛を誓う神聖な儀式。

「はい。とても嬉しいです」

　素直に喜びを口にすると、レイドロスは微笑んだ。

　人生は、良いことばかりではない。光が照らすときもあれば、闇に閉ざされるときもある。

　けれどリーレはレイドロスの道を照らす光となり、そして王として生きる彼を支える王妃として、これからも一緒に生きていく。

　そして結婚式の日に改めて、彼を愛することを誓うのだろう。




　メーオ王国との戦争は、レイドロスがすぐに終わらせると言った言葉通りになった。

　帰国した彼は、すぐに兵を率いて国境に向かう。

　戦場に向かうレイドロスをリーレは心配したが、キィナはほとんど掃そう討とう戦せんのようなものだから心配しなくても大丈夫だと慰めてくれた。

　実際、メーオ王国は何度も果敢に国境を攻めたが、カリレア王国の守りは固く、一度も領内への侵入を許していなかった。あまりにも堅固な守りに、メーオ王国の士気は著しく低下し、そこにカリレア王国が率いる本軍が、総攻撃を仕掛けたのだ。

　メーオ王国の軍はほとんど交戦することなく、敗走した。

　レイドロスは先の戦争のように、そこで撤退したりしなかった。

　そのまま攻め、数日かけて、とうとうメーオ王国の王族を全員捕らえた。

　二度目は、許さない。

　それは彼の評判通りであり、何よりもカリレア王国を守るためでもあった。

　首謀者だったゼッティもすでに捕らえられている。

　これからあの国が消滅するのか、それとも再建するのか。それらは捕らえられた王族の裁きが終わったあとに決まるのだろう。

　リーレがそれに関わることはないが、そうした中、国境の地にいるレイドロスからそろそろ結婚式の準備をしておくようにとの手紙が届き、急に慌ただしい日々を送っていた。




　会場となる聖堂は磨き上げられ、ドレスの準備も始まった。

　今度はお披露目の舞踏会のときとは違い、本物のウェディングドレスになる。

　ドレスは銀糸の刺繍が施されている重厚なもの。

　高級なレースで作られた美しいベールに、重々しいベルベットのマント。

　すべてが急いで仕立てられ、リーレも何度か試着してサイズを調整した。

　重々しく暗い雰囲気だった王城はとたんに騒がしくなり、侍女たちが忙しそうに廊下を往復する。

　帰国したレイドロスは何度もリーレの様子を見に来ていた。

　あまりにも頻繁に来るものだから、しまいには彼を恐れていた侍女たちにまで、忙しいのであとにしてくださいと言われる始末だった。

　王都も、今からお祭り騒ぎになっているようだ。こんなに賑やかな町の様子は初めてだと、キィナが驚いたように話してくれた。

　リーレが手紙のやりとりをしていた者たちからも、たくさんの祝いの言葉が届く。

　そしてあの日夢見たように、当日は父と姉も参列してくれることになった。

　レイドロスはリーレの花嫁姿を見て、何度も目を細めている。

「……惜しくなったな」

　やがて彼はぽつりと呟いた。

「何がですか？」

　首を傾げると、レイドロスはリーレをいつものように抱き寄せる。

「他の人間に見せるのが惜しくなった。それくらい、綺麗だ」

「もう、レイドロス様ったら……」

　リーレはくすくすと笑いながら、そんな彼を叱る。

「だめですよ。今さら中止なんて。結婚式をしようと言ったのは、あなたですからね」

　そう言ってから、彼の頬に手を伸ばして触れた。

「目は大丈夫？」

「ああ、平気だ。今日はお前だけを見つめている」

　見つめ合ったふたりは、そのまま唇を重ねる。

　彼の腕に抱かれたまま、初めて出逢ったときから今までのことを、一つひとつ思い出していた。

　そうして父と姉と、そしてカリレア王国の貴族たちが見守る中、レイドロスと永遠の愛を誓った。

　祝福の鐘が鳴り響いている。

　厳げん粛しゅくな儀式が終わったあと、リーレは白い花びらが敷き詰められた道をレイドロスに手を取られてゆっくりと歩いた。

　豪華なドレスは華奢なリーレには重いくらいだが、彼がしっかりと支えてくれるので危なげなく歩くことができた。

　付き添ってくれるのは、キィナだ。今日くらいは彼女もドレス姿かと思ったが、彼女は凛々しい女騎士の正装をしている。

　リーレが自分のものだと知らしめると言っていたレイドロスの言葉通り、これから馬車で王都を回り、お披露目のパレードをする。

　たくさんの人たちが、馬車を迎え、祝福してくれた。

　王都の街道は花で溢れ、風に吹かれて花びらが舞い散る。

　明るい日差しに隠れるように、あまり馬車から顔を出さないレイドロスの分も、リーレは町の人たちに向けてずっと手を振り続けていた。




　夜の舞踏会が終わった頃にはさすがにリーレも疲れ果て、夜着に着替えるとすぐに寝室に向かった。

　扉を開けると、寝室はほんのりと明るい。

　カーテンが大きく開いており、そこから月の光が差し込んでいた。

　今宵こよいは満月のようだ。その光が照らし出したのは、レイドロスの姿。

　彼は寝台の上に座り、目を閉じていた。

　整った彼の容貌は月明かりの下で見るとどこか幻想的で、その姿を見たとたん、リーレの胸が高鳴る。

　今までも、式は挙げていなくとも夫婦だった。

　それでもレイドロスは多忙で、執務室で夜を明かすことも珍しくない。たまに寝室に訪れることがあっても、ただ隣り合って眠るだけだった。

　だが、今日は結婚式の夜だ。いつものように、ただ眠るだけとは思えない。

　緊張して身体を固くするリーレに、レイドロスは手を差し伸べた。

「今日は疲れただろう」

　労わってくれる優しい声に頷き、まだ緊張したまま手を引き寄せられて、その隣に座る。

「でもたくさんの人に祝福してもらえて、とてもしあわせでした」

　花びらが舞い散るあの景色を、きっと忘れることはないだろう。

「ああ、そうだな。今までの人生の中で一番、幸福な日だった」

　噛み締めるようにそう言うと、レイドロスは繋いでいた手を引き寄せて、リーレの肩を抱く。

「緊張しているのか？」

「……はい、少しだけ」

　答える声も震えていた。

　それに気づいたのか、レイドロスはリーレから手を離す。

「もしお前が嫌なら、触れたりはしない。一番大切なのは、お前の心だ。それを失いたくない」

「あ……」

　思わず離れていく腕にすがり、彼を見上げた。

　氷を思わせる、アイスブルーの瞳。

　獲物を睨む肉食獣のような威圧に、言葉を発することもできずに身体が震えたことを思い出す。

　でも今は、その瞳から愛と労わりしか感じられない。

「……嫌ではない、です。私も、レイドロス様のことを愛しています」

　頬を薄紅色に染め、緊張から細かく震えながら、リーレは精一杯、思いを告げる。

「リーレ」

　頬に手を添えられる。

　自然に目を閉じると、唇が重なった。

　触れる温もりが優しくて、泣きたくなるくらい愛おしい。

　月の光に見守られ、身も心も結ばれて、リーレはレイドロスの妻になった。

　彼は怖がるリーレに優しく、辛抱強く接してくれた。こんなに優しく抱かれるなんて、最初に政略結婚を決意したときは考えもしなかった。

　朝、まだ陽が昇る前に目を覚まし、レイドロスのためにカーテンを閉める。

　こんな日が、これから何十年も続くのだろう。

　隣で眠る彼の姿を見ると、身体の痛みよりも心が満たされる。

　昨夜、今までの人生の中で一番、幸福な日だったと、レイドロスは言った。

　でも、これからもきっと、幸福な日は増えていく。もう過去のことを、彼を苛む闇のことなど忘れるくらい、しあわせにしたいと強く願う。

「レイドロス」

　そっと彼の髪に触れて、リーレは微笑んだ。

「あなたに会えて、よかった……」




　それから数年後。

　カリレア王国の跡継ぎとなる、第一子が誕生した。

　王妃であるリーレによく似た、金色の髪をした美しい王子で、誰からも愛され、親しまれていた。国王レイドロスは、その第一子が成人するとすぐに譲位し、愛する妻と共に穏やかな日々を過ごすことになる。

　国王夫妻の仲睦まじさは国外にも広く知れ渡り、一日たりとも離れることがなかったという。
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愛され王妃の結婚生活




　微かな水音が聞こえた気がして、リーレは目を開いた。

　いつの間にかうたた寝をしていたらしい。

　長椅子から身体を起こし、大きな窓から空を見上げる。

　眠る前はあれほど強かった日差しがいつの間にか陰り、空は灰色の雲に覆われていた。先ほどの水音は、降り出した雨のものだろう。

　次第に強くなっていく雨音に、リーレは柔らかな笑みを浮かべた。

「ああ、ようやく雨が降ったのね」

　今年の夏は雨が少なく、作物の育ちが悪くて心配だった。

　だからこの恵みの雨が少しでも長く降り続けてくれることを祈りながら、長椅子から立ち上がる。

　艶やかな美しい金色の髪が、その華奢な身体に合わせてふわりと揺れた。

　大陸の南方に位置する大国、カリレア王国。

　その国の王妃となってから、もう六年の年月が経過していた。

　当初はまだ少女のようだったその美貌は、女性らしさを増してますます輝いている。カリレア王国の王妃がとても美しいという噂は、この大陸に住む者なら誰もが一度は耳にしたことがあるはずだ。

　主が目覚めたことに気づいた侍女のひとりが、すぐさまお気に入りのお茶を淹れてくれた。

「ありがとう。つい、眠ってしまったわ」

　それを受け取りながら、リーレはそう言って笑った。

「お疲れになったのでしょう。もう少し休まれてはいかがですか？」

「いいえ、まだ昨日の分も読み終わっていないのよ」

　気遣ってくれる侍女の勧めに、ゆっくりと首を振る。

　それから淹れてくれたばかりのお茶をひと口飲むと、机の上に積み重ねられている手紙を手にとった。

　王妃になったばかりの頃から、リーレは誰からの手紙も受け取り、すべてに目を通してきた。今では国内の貴族からだけではなく、一般市民や他国からも届くようになっている。

　あまりにも根を詰めるリーレを心配して、カリレア王国の王妃がわざわざそんなことをしなくてもいいと助言してくれる人もいる。

　それでも、これだけはやめるつもりはなかった。

　カリレア王国は広大で、すべてを見て回るには膨大な時間と費用がかかる。それを手紙で知ることができるのだ。もちろん、手紙によってもたらされる情報の正確さは見定める必要はあるが、これによって築かれる人脈もリーレの貴重な財産となっている。

「あら、これは……？」

　机に積まれた中から一通の手紙を手に取ったリーレは、差出人の名前を見て深くため息をついた。

「また、ビストリア国王からだわ。困ったものね」

　その名を聞いた周囲の侍女たちも、呆れたような笑みを浮かべていた。

　リーレの祖国である、レスレイラ王国。

　その東側に位置するビストリア王国の国王はリーレの崇拝者であり、事あるごとにこうして恋文のような手紙を送ってくるのだ。最初にこのような手紙をもらったリーレは戸惑い、思わず夫であるカリレア国王レイドロスに相談してしまった。

　妻を深く愛し、何よりも大切にしているレイドロスはその内容に憤り、それ以来ビストリア王国の名を聞くと不機嫌になってしまう。それでも気になるようで、今後ビストリア国王から手紙が届いたら必ず報告しろと言われていた。

　だがリーレとしては、わざわざ夫が不機嫌になるようなことを伝えたいと思わない。それに彼からの手紙はただリーレを女神のように崇めているだけで、深い意味があるものとは思えなかった。

「国王陛下に報告いたしますか？」

　そんな事情もあり、侍女の言葉に少し迷う。だが、リーレは頷いた。

　手にしていたビストリア国王からの手紙を、そのまま侍女に手渡す。

「ええ、そうするわ。あの人に、何も隠し事はしないと誓ったもの」

「わかりました。ですが、これほどまで賞賛されるのは、誰からであれ、少しうらやましいような気持ちもいたします」

　ずっと傍に仕えている気安さからか、そんなことを言う侍女にリーレは首を振る。

「私には、レイドロスの言葉だけで充分だわ」

　国王夫婦の仲睦まじさをよく知る侍女たちは、そんなリーレを微笑ましそうに見つめている。

　冷酷な独裁者だった国王レイドロスは、リーレを妻にしてから見違えるように変わった。この国が良い方向に変わったのは、すべて彼女を王妃として迎えてからだ。

　美しくて慈悲深い、誰からも愛される王妃の存在は、もうこの国には欠かせないものになっている。

　そんなとき、部屋の扉が遠慮がちに叩かれた。

　王妃から受け取った手紙を国王のもとに届けようとして、入り口近くにいた侍女がすぐに対応する。扉を大きく開いて、訪問者を部屋の中に迎え入れた。

「母上！」

　元気に響く明るい声に、リーレも手紙から視線を離して笑顔を向ける。

　今年で五歳になる息子が、母と同じ金色の髪をなびかせて駆け寄ってきた。

「まあ、クリスティアン。お勉強はもう終わったの？」

　カリレア王国の王子クリスティアンは、母によく似た優しげな顔立ちの美しい子どもだった。

　嬉しそうに母の腕の中に飛び込む。

「はい、母上。今日は父上からたくさん褒めていただきました」

　リーレも、そうやって駆け寄ってきた息子をしっかりと抱きしめ、優しくその髪を撫でた。

「そう、頑張ったわね。では、ご褒美にお菓子をあげましょう」

　そう言って手紙をいったん片づけると、息子のために自らお茶を淹れ、焼き菓子を用意する。

　このお菓子は、リーレが自分で焼いたものだ。まだ幼かった頃、亡き母がよく作ってくれた思い出の味だった。

　背の高い椅子にきちんと座ったクリスティアンは、母が運んできたお菓子を見て目を輝かせている。そのまだ子どもらしい愛らしさに顔を綻ばせながら、リーレは息子に語りかけた。

「今日は何の勉強をしたの？」

「この国の歴史についてです」

「そう。難しくはなかった？」

「はい、父上が読んでくださいました」

　レイドロスが息子に本を読み聞かせている様子を思い浮かべ、微笑ましい気持ちになりながらも、リーレは少し心配になる。

　リーレはもちろん、祖国レスレイラの王太女であった姉でさえ、まだクリスティアンの年頃では遊んでばかりいた。いくらクリスティアンが賢い子どもとはいえ、遊んだり自由に外を駆け回ったりする時間も必要ではないかと思う。

　レイドロスに相談してみようと思い立ち、リーレは息子を部屋に送り届けたあと、そのまま夫の執務室に向かった。

　雨はまだ降り続いている。

　次第に強くなる雨に、今度は嵐になるのではないかという不安がよぎった。

　夏の雨は恵みだが、ときには嵐を呼び込み、農作物を潤すどころか根こそぎ引き倒してしまうこともある。

　祖国のレスレイラ王国は天候も穏やかで、あまり心配しなくとも毎年豊かな実りをもたらしてくれた。それがどんなにありがたいことだったのか、今になって痛感していた。

　だがカリレア王国は経済的に豊かな国だ。もし作物が不作だったとしても、他国から輸入によって食糧を仕入れることができるから国民が飢えに苦しむことはないだろう。

　それにレスレイラ王国では、今年は例年よりも豊作になりそうだと姉が手紙で教えてくれた。

　あの六年前の事件のあと、メーオ王国は国土を半分に減らしながらも存続を許されていた。

　だが国王と元王太子・ゼッティは追放され、新国王になったのは、第六王子だったミスティという穏やかで思慮深い青年だった。

　彼だけは、ゼッティの反乱に加わっていなかったことが後に判明した。もし彼の存在がなければ、メーオ王国はそのまま消滅していただろう。

　その際、メーオ王国だった領土のほとんどはカリレア王国のものとなったが、一部はその戦争でカリレア王国に味方したレスレイラ王国のものとなっている。それまでメーオ王国を隔てていた両国は、今では隣国となり、人も物も頻繁に往来するようになっていた。

　そのメーオ王国出身であり、追放された元王太子に騙され、レイドロスを恨んでいた義兄のロイド。彼は他の王族とは違い、騙されて利用されていたことが考慮され、咎められなかった。

　だが義兄は自ら王城を出て、しばらく謹慎の生活をしていたようだ。

　そんなこともあったが、彼も今は王城に戻り、ふたりの王女の父親となっていた。

　きっとレスレイラ王国は、姉に続いて次も女王の時代になるのだろう。

　そんなことを考えながら、次第に強まる雨を見つめながら歩いていたリーレは、夫の執務室にたどり着いた。扉を叩き、返答を待たずに部屋の中に入る。

　視線を巡らせると、柔らかな光に満ちた執務室の机に夫の姿があった。

　闇に閉ざされた部屋で八年もの歳月を過ごしていたレイドロスの目は光に弱く、以前はほとんど光の差さない部屋で暮らしていた。だが少しずつそれを克服し、今では日差しが強い日以外は、普通に過ごすことができるようになっていた。

「レイドロス？」

　夫の側まで歩み寄ったリーレは、彼はひどく険しい顔をしていることに気がついた。

「どうしたの？　眩しいの？」

　慌ててカーテンを閉めようとしたリーレを、レイドロスは手を上げて押し留める。

「これくらいなら、大丈夫だ」

「……でも」

　心配そうなリーレに、レイドロスは手にしていたものを見せる。

「原因は、これだ」

「あっ」

　それは、先ほど受け取ったビストリア国王からの恋文だった。息子のことで頭がいっぱいだったリーレは、ようやくそれを侍女に託したことを思い出す。

「俺の妻にまだこんな手紙を送ってくるとはあいかわらずふざけた男だ。いっそのこと、ビストリア王国との取引をすべて中止にしてやろうか……」

「もう、レイドロスったら」

　リーレは椅子に座っている夫の傍に寄り、宥めるように頬にキスをする。

「たしかにこんな手紙は迷惑だけど、国同士の問題に発展するほどではないわ。そのうち向こうも飽きるでしょう。それに、こんな手紙で私の心が動くはずがないと、知っているでしょう？」

　レイドロスはリーレの金色の髪に指を絡め、少し困ったような笑みを浮かべた。

「お前にそんなことを言われたら、大人げない真似はできないな。仕方ない。今回は許してやることにするか」

　そう言うとリーレを引き寄せ、自分の膝の上に座らせた。

　外に警備兵は待機しているが、基本的に王の執務室には誰もいない。リーレもそれを知っていたから、素直に夫に寄り添った。

「それで、お前の要件は何だ？」

「あ、そうだったわ。クリスティアンのことよ」

「クリスティアン？」

　息子の話だと聞いて、愛しそうに妻の髪を撫でていたレイドロスの手が止まる。

「何かあったのか？」

　顔色を変える夫に、リーレは首を横に振り、落ち着かせるように優しく触れた。

「ううん、大丈夫よ。あの子は今まで、病気ひとつしたことがないもの。ただもう少し外で遊ぶだとか、ゆっくりと過ごす時間も必要かもしれないと思ったから」

　息子に何かあったわけではないと知り、安堵した表情を見せていたレイドロスは、リーレの言葉を聞くと、そのまま深く考え込んでいる。

「ごめんなさい、こんなことを言うべきではないのかもしれないわ」

　第二王女として生まれ、王位を継ぐ重圧を知らない自分が、口出ししてはいけないのかもしれない。そう思って訂正しようとしたリーレを、レイドロスは腕に抱きしめる。

「レイドロス？」

「いや、リーレの言うことは正しい。まだ五歳になったばかりだ。勉強よりも大切なことはたくさんある。……俺は少し、焦っていたのかもしれないな」

「焦るって、何を？」

　リーレの問いに、レイドロスはすぐに答えず、視線を窓の外に向けた。そこから差し込む光に、わずかに目を細める。

「俺は、自分が良い王だとは思ってはいない。クリスティアンが成人すれば、すぐにでも王位を譲るつもりだ」

「え？」

　彼が過去の所行を悔い、できる限りその償いをしようとしていることは知っている。リーレはすぐに首を振り、その言葉を否定した。

「そんなことはないわ。あなたは自分の過ちに気づいたときから、批判も反発も当然のものとして受け止め、誠実にそれに対応してきた。誰にでもできることではないし、そんなあなたが王に向いていないなんて、私は思わない」

　レイドロスは声を震わせてそう言うリーレを、愛しそうに見つめた。そうして真っ直ぐな瞳を向けているリーレを、腕の中に抱きしめる。

「それは、お前に愛されるにふさわしい男になりたいと必死だったからだ。リーレ、すべてはお前のためだ」

「……レイドロス」

「それに俺は、幽閉されていた八年間、生きることだけで精一杯で、その間は何の教育も受けていない。何も知らず、何もわからないままだった。王になってからはそれに負い目を感じ、侮られまいとわざと高圧的に振る舞ってきた。だからクリスティアンにそんな苦労をさせたくないと、焦りすぎていたのかもしれない」

　その言葉に、レイドロスの腕の中にいたリーレは息を呑む。

　八年という歳月は、残酷なまでに長い。

　急に解放され、王になることを義務付けられたレイドロスはどれほど苦悩したのだろう。そのつらい記憶のせいで、息子の教育に力が入っていたのだ。

「ごめんなさい、私……。あなたの気持ちを考えずに」

「いや、お前の言う通り、クリスティアンはまだ五歳だ。もっとたくさんのことを経験させたほうがいい。こうして何も隠さず、思ったことを伝えてくれるお前に、俺がどれだけ救われているか」

　レイドロスはリーレの頬に手を添えて、その顔を覗き込む。

「リーレ。お前は俺の人生の光だ。俺に愛することを教え、そうして大切な家族まで授けてくれた。これからもずっと傍で照らし続けていてくれ」

「ええ、もちろんよ。私はあなたと共に生きると決めているもの」

　彼が幽閉され、奪われてきた八年は、まだふたりで生きてきた時間よりも長い。

　これからの彼の人生は、そんなつらい記憶が薄れて消えてしまうくらい、大きなしあわせに包まれなければならない。

　唇に、触れるだけの軽いキス。

　それには互いの深い愛情が込められていた。

「今度、地方の視察にクリスティアンも連れていくか。警備は増えるが、良い経験になるだろう」

　レイドロスはいつもリーレの言葉に耳を傾け、それを実行してくれる。

「そうね。王城の外は心配だけど、キィナについていてもらえたら私も安心だわ」

　王妃付きの護衛騎士のキィナは、リーレが心を許した親友でもある。

「ああ、そうしよう。クリスティアンは賢い子どもだ。危険な真似はしないだろう」

　その言葉通り、レイドロスは三日後の視察にクリスティアンを連れて行った。

　自らの提案とはいえ、リーレは無事に息子が帰ってくるまで心配でたまらなかったが、クリスティアンは楽しかったらしく、しばらくは毎日のようにそのときの話をしていた。

　レイドロスもあれからクリスティアンに勉強だけではなく、いろいろな経験をさせようと心を砕いてくれる。

　心配していた天候もそれほどひどくならなかった。

　今年はこの国も豊作になりそうだと、リーレは穏やかに日々を過ごしながらそう考えていた。




　そんなある日。

　レイドロスに呼ばれて彼の執務室を訪れたリーレは、彼からある事実を告げられる。

「どうやらレスレイラ国王は、この秋に退位することにしたようだ。近々、新王が誕生することになる」

「お父様が……」

　リーレの父であるレスレイラ国王は、姉に娘が生まれたことをきっかけに、譲位する意向を示していた。だから数年前から、姉は女王になるべく準備を重ねていると聞いていた。

「それでは、お姉様がとうとう女王になるのですね」

　姉とは幼い頃からとても仲が良く、リーレが祖国を離れなければならないときには誰よりも悲しみ、何とか妹を取り戻そうと奔ほん走そうしてくれた。当時を思い出しながら、リーレは感慨深く呟く。

「ああ、そうなる。即位の儀式にはお前も招待されている。クリスティアンを連れて行くことはできないが、久しぶりにふたりきりになるのも悪くない」

　そう言うレイドロスに、リーレも微笑んだ。

　たしかに最近、ふたりきりになる時間はほとんどなかった。しかも姉の即位を直接祝うことができるし、父にも会うことができる。

　クリスティアンは両親の不在をそれほど寂しがることもなく、土産にレスレイラ王国の本をねだっていた。

　息子はまだ祖父と叔母には会ったことはなかったが、父は退位すればもっと気軽にこの国を訪問することができる。

　ふたりが会う日もそう遠くはないだろう。




　そうしてリーレとレイドロスは秋になった頃、姉の即位を前にレスレイラ王国を訪問することになった。

　大勢の護衛に囲まれた大型の馬車の中で夫と向かい合わせに座り、リーレは窓から外の風景を眺めていた。

　最後に祖国を訪れたのは、リーレを取り戻したい姉と、レイドロスに復讐をするつもりだった義兄のロイドによって父が病気だと偽られたあのときだ。

　メーオ王国の王太子だった兄に騙され、レイドロスを憎んでいたロイドは、呼び寄せたリーレとレスレイラ国王である父を王城の一室に幽閉した。

　あのときはリーレを助け出すために、カリレア国王であるはずのレイドロスがわずかな騎士を率いてレスレイラ王国まで乗り込み、危険な地下道をひとりで通ってきたのだ。

　そのことを思い出すと、未だに背筋が凍りつくような思いがする。

　当時のレイドロスは独裁的で、国王であるはずの己の身をあまり重要視していなかった。もう二度と危険なことはしないでほしいと、帰りの馬車の中で彼を叱ったことを思い出し、リーレはくすりと笑う。

　あれほど神妙な顔をしたレイドロスは、あれ以降も見たことがない。

「どうした？」

　ひとりで思い出し笑いをしているリーレに気がついて、レイドロスが不思議そうに尋ねる。

「いいえ。ただ、無謀なことをした国王陛下を、叱ったときのことを思い出したのです」

　そう告げると、彼は困ったような顔をする。

「もう忘れてほしいが……」

「いいえ、むしろレイドロスも忘れないでください。もう二度と、あんなことをしてはいけません」

　まるでクリスティアンに言い聞かせるような口調に、レイドロスはさらに困ったように笑う。

「それは約束できないな。俺にとって一番大切なのは、お前とクリスティアンだ。もしふたりに危険が迫ったときには、手段を選ぶつもりはない」

　迷いのない口調に、リーレのほうが戸惑う。

　レイドロスの愛はとても純粋で激しい。

　愛する者のためには身を捨てるようなことも平気でする。これだけは、六年間傍にいても変えることができなかったのだと思い知る。

　どんなに愛していても、大切に思っても、人の心のあり方を変えるのはとても難しい。

「あなたに何かあったら、私とクリスティアンが悲しむことを忘れないで」

　リーレはただ、こう言うことしかできなかった。

「ああ、もちろんわかっている。それにお前たちを、危険な目になど遭わせるつもりもない」

　そんなリーレの心の痛みに気づかないまま、レイドロスは力強くそう言った。その言葉に答えることができず、リーレはただ彼を見つめることしかできなかった。

　そうして馬車を走らせること数日。

　ふたりはようやくリーレの祖国である、レスレイラ王国にたどり着いた。

　今回は新王の即位を祝うための正式な訪問だ。

　国境には儀礼用の礼服を着た騎士たちが立ち並び、カリレア王国の国王夫妻を迎え入れる。

　さらにレスレイラ王国出身のカリレア王妃の姿をひと目見ようと、大勢の人たちが集まっていた。

　緑豊かなレスレイラ王国は、秋を迎えて鮮やかな色彩に染まっている。

　美しい紅葉を懐かしく眺めながら、リーレは馬車の中から集まった群衆に笑顔で手を振っていた。

「レスレイラ王国は、美しい国だな」

　リーレと同じように、馬車の窓から外を見つめていたレイドロスがそう呟く。

　本当に美しい光景だと、リーレもため息をつく。

「あのときは、こうして景色を眺める余裕などなかったからな」

　彼も六年前のことを思い出しているのだろう。

「春のレスレイラも、とても美しいのよ。いつか、あなたに見せてあげたいわ」

　色とりどりの花がいっせいに咲いて、王城は花園のようになる。

「そうだな。クリスティアンが成人したら、ふたりでいろいろな国を見て回るのも悪くない」

　レイドロスの言葉には、これから退位して自由になるリーレの父をうらやんでいるような色がにじみ出ていた。

　どんなにその心に寄り添おうとしても、在位している間の彼は自由になれないのかもしれない。

　どうしようもできない無力感を抱えながら、それでもリーレは微笑む。

「ええ、そうしましょう。今から楽しみだわ」

　そうして王城に着くと、新王になる姉のネルが自らリーレたちを出迎えてくれた。

「ああ、リーレ！　会いたかったわ。最近はどう？　クリスティアンは元気？」

　満面の笑みで妹を抱きしめる姉に、リーレはたしなめるようにその背を軽く叩く。

「もう、お姉様ったら。もうすぐ女王になるのに、こんなところまでひとりで出てきてはだめよ。お義兄様はどこ？」

「ロイドなら、娘たちと一緒よ。それにしてもリーレはますますしっかりとしてきたわね。あなたに叱られる日が来るなんて……」

　感慨深くそう言ったネルだったが、リーレの背後からレイドロスが姿を見せると、とたんに表情を改める。

「カリレア国王陛下。このたびは我が国の式典のために……」

　身内である妹と違い、他国の国王陛下を迎えるのだ。だがそんな姉の言葉を、レイドロスは手を上げて制した。

「堅苦しい挨拶は必要ない。それよりもリーレを姪たちに会わせてやってくれ。ずっと楽しみにしていたようだ」

　そう言う彼に、姉も笑顔を向けた。

「ええ、わかりました。リーレ、娘たちに会ってやって」

「もちろん。レイドロスは？」

「俺はレスレイラ国王に会いに行く。いろいろと話したいこともある」

　そう言われてリーレはレイドロスと別れ、懐かしいレスレイラの王城に足を踏み入れた。

「ねえ、お姉様。子どもたちは何歳いくつになったのかしら？」

「そうね、上の子があなたのクリスティアンと同じ年で、下の子は今年で四歳よ」

「五歳と、四歳ね。女の子はきっと、とてもかわいらしいでしょうね」

「……それがどっちもおてんばでね。ふたりとも王城中を走り回っているわ」

　久しぶりの再会に、話題は尽きなかった。

　さらに顔見知りの侍女がリーレの姿を見つけ、懐かしさに目を潤ませながら頭を下げる。そんな侍女たちに声をかけ、ときには話し込みながら、リーレたちは時間をたっぷりとかけてようやく王城の奥深くにある居住区までたどり着いた。

「本当に騒がしいから、覚悟してね」

　そう言いながら姉が扉を開けると、部屋の中から大きなクッションが飛んできた。

　ネルは驚くリーレの前でそれを無言で受け止め、奥に向かって投げ返す。

「ルル、リナ、お客様が来るから大人しくしていなさいって言ったでしょう？　ロイドはどこ？」

　答えの代わりに元気な笑い声が聞こえてきて、リーレは思わず微笑んだ。

　そう、レスレイラ王国の城はこんなふうに自由で騒がしい場所だったと懐かしく思い出す。

「父様は、この中よ」

「姉様が、閉じ込めたの」

　その声にネルは慌てて部屋の中に駆け込み、衣装部屋の前に置かれていた家具を動かして夫を救出した。

「ああ、やっと出られた。ごめんよ、ネル」

　そんなことを言って出てきた義兄のロイドは、娘たちに遊ばれたのか、淡い金色の髪に大きなリボンをつけていた。部屋の入り口にリーレの姿を見つけて慌ててそれを外す。

「す、すまない。見苦しい姿を……」

「ごめんなさいね、リーレ。びっくりしたでしょう。いつもこんなふうなのよ。ほら、お客様に挨拶をしなさい」

　姉にそう言われてふたりの少女が顔を出す。

　茶色の髪と緑色の目をした気の強そうな少女と、淡い金色の髪に青い目をした明るい笑顔の女の子だった。

　姉と義兄にそれぞれよく似ている。

「まあ、何てかわいらしいの。初めまして、私はリーレ。あなたたちのお母様の妹よ。よろしくね」

　そう言って微笑むと、ふたりの姉妹は恥ずかしそうに微笑みながら、それでもきちんと挨拶をしてくれた。

「初めまして、ルルです。こっちは妹のリナよ」

「リナです」

　ぺこりと頭を下げる様子が本当に愛らしくて、リーレは笑顔を向ける。

　ふたりの少女はそんなリーレと、母親の姿を何度も見比べた。

「本当に、母様の妹なの？」

「ええ、そうよ」

「母様よりもずっと綺麗。似ていないのね」

　そう言われてリーレは困ったように笑うが、姉のネルは大きく頷いている。

「リーレは私の自慢の妹だからね。あなたたちもリーレを見習って、もっとおしとやかになりなさい」

　明るい笑い声。

　走り回る可愛い子どもたち。

　とても平和で穏やかな日常がここにはあった。

　だがこうなるまで、姉もロイドもたくさん苦しんだはずだ。

　それでも今では互いに心を許し合い、かけがえのないパートナーになっている。

　きっと姉ならば、女王になってもしあわせに生きていくだろう。

「お姉様」

　ふと、そんな姉に聞いてみたくなって、リーレは問いかける。

「どうしたの？」

「王になる重圧って、どんなもの？」

　レイドロスの心を、完全に理解できていないのかもしれない。

　そんな不安から生まれた言葉だった。

「そうね。ひとりだったら、耐えられなかったかもしれないわ」

　突然の質問だったが、姉は思案したあと、答えてくれた。

「国を背負うことは命を背負うことだと、父上に教えられたわ。昔の私だったらその重さに耐えられずに潰れていたかもしれない。でも今は、たくさんの人たちに支えられているってわかっているから頑張れるの。ロイドもいてくれるしね」

「……私は、レイドロスの支えになっているのかしら」

　思わずそう呟いてしまったのは、ここに来るまでにレイドロスと馬車の中で交わした会話のせいだ。

　その小さな呟きを聞きつけたのか、姉は優しくリーレの肩を抱きしめる。

「当たり前じゃない。あなたがいなかったら、あの人はきっと闇に囚われたままで生きていくことすら、放棄していたかもしれない。だから自信を持ってもいいのよ」

　希望の光。

　レイドロスにもそう言われたことを思い出す。

　自分がこんなに思い詰めていては、彼を照らすことはできないかもしれない。

「ありがとう、お姉様。うん、レイドロスだけではなくて、私も少し焦っていたのかもしれないわ」

　夫婦になってから、まだ六年。

　これから過ごす時間のほうがずっと長いのだ。少しずつ、レイドロスにも自分自身を大切にしてほしいと伝えていけばいい。

　それからリーレは姉と別れ、父のもとに向かった。父の部屋にはまだレイドロスがいて、ふたりで熱心に話をしている様子だった。

「お父様、レイドロス」

　そう声をかけると、ふたりは揃って振り向いた。レイドロスは、リーレの姿を見て表情を和らげる。

「何のお話をしていたの？　ずいぶん楽しそうだったけれど」

　差し伸べられたレイドロスの手を握り、彼の隣に座ってそう問いかける。

「お前の子どもの頃の話を聞いていた。大人しい子どもだとばかり思っていたが、どうやら違っていたようだな」

「えっ……。お父様、何を話したのですか？」

　思わず問い詰めると、父は楽しそうな顔をして笑う。

「いや、なに。お前とネルが宝探しをすると言って、中庭に大きな穴を掘ったりしたこととか、王城の外に探検に出かけて、底なし沼に落ちてしまったことなどをな」

「そ、そんな子どもの頃の話を……」

　リーレは真っ赤になって頬を押さえた。

　それこそ、まだクリスティアンぐらいの年頃の話で、ほとんどネルに連れ回されていただけのこと。

　そう父に抗議するリーレの姿に、父は楽しそうに笑い、レイドロスも柔らかな笑みを浮かべた。

　こんなふたりの顔が見られるのなら、過去のことを暴露されてもいいかもしれない。

　つい、そう思ったのだが、リーレが黙っているのをいいことに、いっこうに話が止まらない父にとうとう怒りが爆発し、リーレは強引にレイドロスを連れて父の部屋を出て行く。

「お父様ったら……。あれでは私が、手のつけられないおてんば娘だったみたいだわ」

　そう呟きながら歩くリーレに手を引かれながら、レイドロスはずっと笑っている。

「もう、レイドロスもそんなに笑うなんてひどいわ！」

「いや、お前がクリスティアンにいろいろな経験をさせたいと言っていた理由が、よくわかった」

　自分があれだけ経験していたのだからな。

　なおも笑いながらそう言われ、リーレは拗ねて、レイドロスの手を離して視線を逸らした。

「そんなに怒るな。しあわせな子ども時代を過ごしていたのだなと、そう思っただけだ」

　静かにそう言われ、抗議しようとしていたリーレは言葉を失う。

「……レイドロス」

「そんな顔をするな。お前がしあわせならば、俺には嬉しいことなのだから」

　本当に嬉しそうな顔でそう言うレイドロスに、拗ねた素振りを見せていたリーレは、そっと彼に寄り添う。

「私は、子どもの頃よりも今のほうがしあわせよ。あなたがいて、クリスティアンがいる。これ以上はないくらいだわ」

「そうか。それなら、俺もこれ以上の喜びはない」

　甘い言葉を交わして抱き合うふたりを前にして、滞在する部屋の案内に来た侍女が頬を染めてうつむいている。それに気がついて、リーレは慌ててレイドロスから離れた。

　まだ若い侍女は頬を染めたまま、丁てい重ちょうに部屋に案内してくれた。そこは王城の中でも国こく賓ひんのためだけに使用される広い部屋で、レイドロスとは隣同士になっている。

「子どもの頃、お姉様とここに忍び込んでお母様に叱られたわ。まさかここに滞在することになるなんて」

　率先していたのは姉だったが、リーレも楽しんで姉のあとを追っていたと思い出す。

「思い返してみれば、たしかにお姉様だけではなく、私もおてんばだったのかもしれない」

「昔のお前に会ってみたかったな」

　レイドロスは幼い頃のリーレの姿を想像したのか、優しい顔をして目を細めている。

「お姉様の娘が、ちょうど私たちの小さい頃に似ている気がするわ。だからレイドロスも会ってみて」

「そうだな。娘も、いいものだな」

　ここまで案内してくれた侍女が退出したことを確認すると、レイドロスはリーレを腕の中に抱き寄せる。

「クリスティアンにも、そろそろ妹か弟ができても良い頃かもしれないな。お前によく似た娘ならば、将来どれだけ美しくなるだろう」

「もう、レイドロスったら。そういうことは、カリレア王国に帰ってから……」

「ああ、帰ってから、だな」

　結婚して六年が経過してもまだ初々しいリーレの、薄紅色に染まった頬に優しくキスをして、レイドロスは表情を和らげる。

　だが家族が増えるのはしあわせなことだ。恥ずかしがりながらもリーレは密かに、女の子ならばレイドロスによく似た、美しい黒髪の女の子がいいと思う。

　きっとクリスティアンもかわいがってくれるだろう。

　それから数日は、穏やかに過ぎていた。

　戴たい冠かん式しきの日が近づいてくると王城は騒がしくなり、姉もかなり忙しそうだったが、早めに到着していたリーレとレイドロスは、儀式の日まではとくにすることもなく、ゆったりとした時間を過ごしていた。

　この日も、ふたりは王城から少し離れた場所にある古城を訪れていた。

　レスレイラ王国の中でも一番歴史の長い城であり、自然豊かな場所に建っている。

　近くには大きな湖があり、水面には風情ある城の姿が映り込み、さらにその周辺には赤く紅葉した木々が立ち並んでいた。

　そんな景色を眺めながら、遊歩道を歩いていく。

　国を離れているからか、それともこの美しい景色のお陰か、リーレの手を取って歩くレイドロスの表情もとても穏やかだった。足もとには緋色の葉が広がっている。遊歩道は綺麗に整備されているが、その葉を踏みしめる感触が懐かしくなって、リーレは道から逸れて、落ち葉の上を歩いてみる。

　靴の下から乾いた音がした。

「リーレ、あまり水辺に近寄ると危ない」

「大丈夫よ」

　心配そうなレイドロスに微笑む。

　ふと水音がした。

　その音につられて視線をそちらに向けると、湖には水すい鳥ちょうたちが群れをなしている。

　白い大きな鳥だった。

「クリスティアンにも見せたかったわ」

　生き物が好きな息子は、この国にしか生息していない鳥を見て、大喜びするだろう。

　そう思って呟くと、レイドロスも頷く。

「ああ、そうだな。それに本当に美しい光景だ」

「そういえば、お土産に本が欲しいと言っていたわ。あの子は五歳にしてはかなり文字が読めるから、文字だけの本でも大丈夫かしら？　でも、挿絵の綺麗な絵本もいいわね」

「どれでも大丈夫だとは思うが、レスレイラの本が欲しいと言うくらいだ。この国にしかない書物がいいかもしれないな」

　そんな話をしながら歩いているうちに、木々の切れ間から畑が見えてきた。

　今年は豊作になりそうだと姉が言っていたように、作物の実りも豊かのようで、収穫物を乗せた荷馬車が頻繁に行き交っていく。

　それを見ながら、リーレは考えていた。

「お姉様は、夏の終わりにも例年より多く麦を収穫することができたと言っていたわ。そんなに豊作だったら、価格も下がるかもしれない。そうしたら……」

「リーレ」

　ふと手を引かれた。

　思考に沈んでいたリーレはとっさにバランスがとれず、そのままレイドロスの腕の中に飛び込んでしまう。

「きゃっ」

「そのままだと湖に落ちるぞ」

　そう言われて初めて、道を逸れて歩いていたことを思い出した。

「ごめんなさい。少し考え込んでしまって。でも、麦の買い取りを増やしたほうがいいと思うの。いざというとき……」

　それでも話を続けながら、リーレはレイドロスの胸から離れようとした。だが彼はリーレの背に手を回して、腕の中に閉じ込めてしまう。

「……レイドロス？」

　思いのほか強い抱擁に、少し驚く。

「お前はクリスティアンにとって良い母だ。そしてカリレア王国にとって得難い王妃でもある。だが今くらいは、俺だけのリーレになれ」

　たまには、ふたりきりに。

　そう言われていたのに、リーレは息子のクリスティアンや、姉や祖国、そしてカリレア王国のことばかり話していたと気がつく。

「そうね、ごめんなさい。でも私はどんなときだって、あなたのものだわ」

　クリスティアンの母でいるときも、カリレア王国の王妃のときも、すべてレイドロスのリーレだ。

　そう伝えると、レイドロスの笑みが深まる。その笑顔を見たとたん、切ない気持ちになった。

　忘れないようにしなければ、と思う。

　クリスティアンが愛しいのも、カリレア王国のためにできることを探し続けているのも、すべては彼を愛しているからだということを。

　そのまま恋人同士のように寄り添いながら、遊歩道をゆっくりと歩いた。

　カリレア国王夫妻の夫婦仲の良さをよく知る護衛たちは、離れたところから静かにふたりを守ってくれている。

　他愛もない話をしながら、それでも充実した時間を過ごしていた。

　気がつけばもう、日が傾いている。

　秋の風が冷たく身に響いて、リーレは小さく震えた。

「風が強くなってきたようだ。そろそろ戻ろう」

「ええ、そうしましょう。今日はあの古城に泊まるのね」

　風から守るように身を包んでくれたレイドロスの腕に、両手を絡ませていたリーレは、目の前にそびえ立つ古城を見上げた。

　レイドロスもまた、彼女の視線を追って古城を見上げた。

「なかなか風情のある城だな」

　古びた石造りの城には、枯れた蔦が絡みついている。秋の風情も重なって、物悲しさを感じさせるような光景だった。

　城の中もほんのりと暗く、床に敷き詰められた石畳が靴音を響かせている。

　侍女や警備兵は大勢いるのに、どことなく静かだった。

　寝室は一番奥にあった。

　昔の建物のせいなのか、どの部屋もあまり広さがなく、そのために寝室はひとりずつに分けられていた。

　夕食前に少し休もうと、リーレはレイドロスと別れて自分の部屋に入る。

　まだ夕方だというのに、部屋の中は薄暗い。

　温かいお茶を淹れてもらってもどこか落ち着かず、リーレはレイドロスの部屋を訪れた。

　同じような造りの部屋なのに、彼の傍にいると安心する。

「……このお城。子どもの頃は、幽霊が出ると言われて恐ろしかったわ」

　あまり使われていない城だったが、周囲の景色がとても綺麗だったので、家族が揃っていた頃はよく秋に訪れていた。でも姉とリーレはこの城に泊まるのを嫌がり、いつも日帰りで王城に戻っていたのだ。

「子どもの頃か。ならば今は平気か？」

　からかうように言われて、もちろんと頷く。

「もう怖くはないわ。ただ、少し寒くて」

「古い造りのせいか、城の中は冷えるようだ。身体を壊さないようにな」

「……あなたと一緒なら、温かいわ」

　この古城が寒かったこともあるが、それ以上に、いつになく甘い時間を過ごしたあとに、ひとりきりで過ごすのを寂しいと思っていたのだ。

「ああ、そうだな。今日は同じ部屋にしてもらおうか」

　そんな心情をすぐに察してくれたのか、レイドロスはもうからかうことなくそう言ってくれた。

　ゆったりとした時間を過ごしているうちに、夕食の時間になった。

　準備してくれた夕食は、それほど贅をこらしたものではない。むしろ素朴なものだったが、新鮮な食材がふんだんに使用されていた。どれも近隣で採れたばかりのものらしい。

　侍女を下がらせ、ふたりきりで食事をとる。リーレは身体が温まるからと言われ、普段はほとんど飲まないワインも口にした。

　それから、同じ寝室に戻った。

　ふたりで過ごすには狭い寝室だったが、それでもリーレにとっては一緒に夜を過ごせるほうが重要だった。

「今夜は月が綺麗だ。夜の古城もいいものだな」

　レイドロスは、窓から空を見上げながらそう呟く。夜着に着替えたリーレも彼の傍に座り、同じ空を見上げた。

「本当に綺麗。湖にお城と月の姿が映って……。何だか神秘的な景色だわ」

　静かな夜。

　周囲には何もなく、月だけがこの古城を見守っている。

「リーレ、寒くないか？」

　レイドロスの腕が肩に回り、そっと抱きしめてくれる。

「ええ、平気よ。あなたの腕の中は、とても温かいもの」

　寒さも寂しさも、もう感じない。

　夜の暗さは不安を煽ることもあるが、愛する人と一緒だと、安らぎを持たらしてくれるのだった。

　冷たい石造りの床から忍び込んでくる寒さも、互いの温もりをより強く感じさせてくれる。

　少しだけ飲んだワインのために、頬が上気している。それを意識しながら、リーレはレイドロスを見上げた。

　互いに、深い愛情を感じる視線を交わす。

　目を閉じると、覆い被さるようにして優しくキスをされた。

　最初は触れるだけ。

　次第に、熱が込められていく。

「リーレ。この古城は……。カリレアの王城よりも静かだと思わないか？」

　クリスティアンに妹か弟を。

　そう言われて、カリレア王国に帰ってからと答えたことを思い出す。

　レイドロスの言うように城の中は誰もいないかのように静かで、そして見上げる月がとても美しかった。

「……そうね。私も、そう思うわ」

　恥ずかしげにそう答えると、リーレは彼の腕の中に身を委ねた。




　ふたりは、戴冠式の前日にレスレイラ王国の王城に戻った。

　式典の準備は大方終わっていて、各国からの使者も揃った様子だった。その国の代表として参列しているのは王族たちで、国王が自ら訪れているのは、レスレイラ王国の同盟国であり、この国出身の王妃がいるカリレア王国だけだ。

「リーレ、古城は怖くなかった？」

　会いに行った姉にそう言われ、リーレは笑う。

「ええ、もちろん。子どもの頃は怖かったけれど、もう大丈夫よ。それより紅葉がとても綺麗だったわ」

「……ふふ、ふたりだけの休暇は楽しかったみたいね。いつも忙しく働いているのでしょう？　たまにはゆっくりしないと。それより、あなたのそんな笑顔が見られるなんて、あのときは思いもしなかったわ」

「お姉様」

　過去を思い出したのか、姉はふいに涙ぐんでそんなことを言う。

「心配をかけてしまって、ごめんなさい。でも私は今、本当にしあわせよ。お姉様もそうでしよう？」

「そうね。ちょっと騒がしいけど、それもまた賑やかで楽しいわ」

　それから昔話に花が咲き、楽しかった過去の思い出などを語り合う。

「お父様ったらひどいのよ。レイドロスに、昔のことをいろいろと話してしまったの。お姉様と宝探しをしたときのこととか」

「え？　そんなことあったかしら？」

「あったわ。忘れてしまったの？　図書室で見つけた昔の地図を、お姉様が宝の地図だと言ったのよ。それで中庭に穴を掘って……」

「そんなことをしていたのかい？」

　ふと背後からそんな声が聞こえてきて、リーレは振り返る。するとそこにはロイドがいて、驚いたようにふたりを見つめていた。

「そうみたいね。私はあまり覚えていないけど……。でもね、娘たちも同じようなことをしているのよ」

「遺伝、なのかもしれないね」

　姉とロイドは顔を見合わせて笑う。

「そういえばネルに相談があったんだ」

　しばらく娘たちの武勇伝を語りながら楽しげに話をしていたロイドが、ふと真顔になった。

「そんなに交流があったわけではなかったのに、ビストリア王国の国王が参列を希望してきた。急に一国の王が訪れるなんて、警備の問題もあるし、少し困ってね」

「……ビストリア国王が？　どうして急に？」

「わからない。ついこの間までは、形式的な返答しかなかったからね」

　ふたりの話を聞いていたリーレは、ふと首を傾げた。

（ビストリア国王って、もしかして……）

　リーレに恋文のような手紙を、何度も送りつけてきた王だ。

　それを姉に話すと、彼女はロイドと顔を見合わせて深いため息をついた。

「ああ、それは……。間違いなく、あなたに会いたくて来るのね」

「そうだろうね。そうかといって理由もなく断ることはできないし……」

　彼と会ったことはあるのかと姉に問われ、リーレは首を横に振る。

「一度もないわ。だから案外、直接会えば熱が冷めるかもしれないわね」

　くすりと笑ってそう言ったが、姉は深刻そうな顔をした。

「それはないわ。むしろ一気にこじらせてしまうかもしれない。会わないほうがいいわね。何とかしないと……」

「私なら平気よ。レイドロスが傍にいるし、それに私はカリレア王国の王妃なのよ。向こうだって、それくらいわかっているはずだわ」

　ビストリア国王を徹底的に避けるには、戴冠式を欠席しなければならない。

　だが、一生に一度の姉の晴れ舞台なのだ。しっかりと見届けたいとリーレは願っていた。

「でも……」

「レイドロスには私からちゃんと話すわ。だからお姉様も、そんなに心配しないで」

「……そうね。あの人なら、何があってもあなたを守ってくれるでしょうね」

　心配そうだった姉は、レイドロスの名を出すとようやく安心したようだ。

（何があっても……）

　だがその姉の言葉が、戴冠式に出席したいと強く思っていたリーレの心を躊躇わせる。

　相手は一国の王だ。

　かつてのメーオ王国の残党のような、敵意を向けてきたりする相手ではない。

　それでも不安になるのは、リーレを守るためなら手段は選ばないと言っていた、レイドロスの言葉を思い出したからだ。

（何かがあるとは思えないけれど、それでもレイドロスにはきちんと話さないと。隠し事はしないと誓ったのだから。でも……）

　また何か無謀なことをするのではないか。

　そう思う不安な心を抱えたまま、リーレはレイドロスの部屋に向かう。

　彼は長椅子に座り、一通の手紙を読んでいた。

「レイドロス？」

「ああ、リーレか」

　レイドロスは顔を上げ、リーレの姿を認めると柔らかな笑みを浮かべた。

「手紙が届いていた。クリスティアンからだ。出発する前は平気そうだったが、さすがに寂しくなってきたようだ」

「まあ、あの子から？」

　手紙を受け取り、目を通す。

　内容は他愛もないことだが、最後に早く帰ってきてほしいと控えめに書かれていた。

「こんなに長く城を空けたことはなかったからな。予定を変更して、戴冠式が終わったら帰ることにしようかと考えている」

　戴冠式が終わったあとに、その祝宴が三日ほど続くことになっていた。

　だがリーレたちは久しぶりの里帰りということもあり、四日ほど前に到着している。移動時間も考慮すると、もう十日ほど留守にしていたことになる。

　彼の提案に、リーレもすぐに頷いた。

「ええ、そうしましょう。お姉様、お父様ともゆっくりとお話できたし、姪たちにも会えたわ。もう充分よ」

　控えめに寂しさを伝えてきた息子がいじらしい。

　それに祝宴に参加せずに帰るなら、ビストリア国王と直接対面しなくてもすむ。あえて相談をしなくても構わないだろう。

　先ほどまで抱えていた不安な気持ちから、リーレはレイドロスに話さないと決めた。

　もしビストリア国王と顔を合わせる機会があったとしても、それは儀式の最中だけ。そしてリーレたちは、そのあとすぐに帰国する。

　そうすれば、きっと問題はない。

「お姉様にそう伝えてくるわ。明日はとても忙しいでしょうから」

「ああ、頼む」

　そんな会話を交わすと、リーレはレイドロスの部屋を出て姉のところに戻った。

　明日は朝から忙しいだろうし、そのまま祝宴に入れば主役の姉とはあまり話せなくなる。

　だから今のうちに、きちんと話をしておきたかった。

「お姉様、お話があるの。大丈夫かしら？」

　姉妹の気安さで、部屋を覗き込んでそう尋ねると、すぐに返事が返ってきた。

「ああ、リーレ？　もちろんよ。どうだった？」

「邪魔をしてごめんなさい。私たち、あしたの戴冠式が終わったら、祝宴には出ずにそのまま帰国しようと思うの。クリスティアンが寂しがっているようで、レイドロスがそうしようかって」

　儀式が終わったあとすぐに帰国することを告げると、姉も同意してくれた。

「そうすれば、あまりビストリア国王と顔を合わせずに済むわね。別れるのは寂しいけど、また手紙を書くわ。父上は、落ち着いたらクリスティアンに会いに行きたいと言っている。そのときは、よろしくね」

「ええ、私もすぐに手紙を書くわ」

　リーレは手を伸ばして姉を抱きしめた。

　次に会えるのは、いつになるかわからない。それでも、会えない間もずっと姉のことを思っているだろう。

　そうして最後の挨拶を交わし、部屋を出ようとしたとき、ふいに姉はリーレを呼び止めた。

「ねえ、リーレ」

「お姉様？」

「まだ今でも、誰からの手紙でも受け取っているの？」

　そう尋ねられ、素直に頷いた。

「ええ、もちろん。これからも続けようと思っているわ」

「……そう」

　リーレの答えを聞いた姉は、心配そうだった。

「カリレア王国という大国の王妃であるあなたが、分け隔てなく手紙を受け取るのは素晴らしいことだと思うわ。でも、私は少し心配なの。中には悪意を持った人間や、あなたの優しさを勘違いする人がいるかもしれない。やめてほしいなんて言えないけど、気をつけてちょうだいね」

　姉の心配は、レイドロスの心配でもあった。だからもらった手紙はすべて、彼に渡している。忙しいレイドロスはなかなかそれに目を通すことはできないかもしれないが、そう答えると姉は安心したようだった。

「それなら何の心配もいらないわ。彼ほどあなたのことを考えて、大切にしている人はいないだろうから」

　あなたは少し、無防備なところがあるから心配だった。

　そう言われて、リーレは大丈夫だと笑う。

「私だって、昔よりはしっかりとしているから大丈夫よ。お姉様も、これからいろいろと大変かもしれないけれど、身体に気をつけてね」

　そうして今度こそ、姉の部屋をあとにした。




　明日はリーレも朝から儀式に参列するための準備があり、その儀式が終わり次第、帰国することになる。

　この懐かしいレスレイラ王国の王城でのんびりと過ごせるのは、今日が最後になるだろう。

　そう思うと何だか名残惜しく思えて、リーレはひとりで王城を歩いていた。

　姉を訪ねるだけのつもりだったから、侍女は連れていない。

　幼い頃から姉と一緒に駆け回って過ごした場所だ。案内など必要なかったし、王城内なら危険もない。

　最初に訪れたのは、カリレア王国に嫁ぐまで過ごしていた自分の部屋だ。

　今では空き部屋になっているが、綺麗に清掃されているようだ。幼い王女たちが育ったら、いずれ使うようになるだろう。

　姉に似て凛々しいルルと、義兄のロイドによく似たリナ。

　かわいい姪たちの姿を思い浮かべ、リーレは微笑んだ。

　まだ幼くおてんばなふたりだが、美しく成長するに違いない。

　次に訪れた母の居きょ室しつはあの頃のままで、その懐かしい景色に涙ぐむ。最後まで母は、自分たち姉妹のことをとても心配していた。

（お母様……。わたしもお姉様も、しあわせに暮らしています。安心してください）

　亡き母に、そう報告する。

　それから、リーレも昔よく花の手入れをしていた中庭に向かった。

（そう、ここで宝探しをしたのよ。お姉様はすっかり忘れてしまっていたけれど、私はよく覚えているわ）

　古い地図を手に、あちこち掘り返した。

　侍女たちは困っていたが、父に叱られた記憶はなかった。

　懐かしく思いながらよく見てみれば、小さな穴がいくつか掘られている。ロイドが言っていたように、姪たちもここで宝探しをしたのだろう。

　その様子を思い描き、くすりと笑みを浮かべてリーレは中庭を見渡した。

　もう花の盛りは過ぎていたが、秋に咲く花がまだいくつか咲いている。

　この薄紅色の花は、カリレア王国ではあまり見ないものだ。懐かしくなり、中庭に入ってその花を眺めた。

　思い出すのは、この国を出たときのこと。

　カリレア王国に人質のようにして向かうことが決まったのは、春だった。

　これからどうなるかわからない不安を押し隠して、せめて父と姉の負担にならないようにと必死だった気持ちを思い出す。

　あの頃の未来は暗く閉ざされていた。

　けれどその先で出逢ったレイドロスは、リーレにとって誰よりも大切な、愛する夫になっている。

（レイドロス……）

　彼の姿を思い浮かべると、リーレの足は自然と六年前の事件で父と共に幽閉されていた部屋に向かっていた。

　現場となった父の執務室は片づいていて、ほとんど物が置かれていなかった。几帳面なところがある父は、退位するより前に整理していたのだろう。

　部屋は無人で静まり返っていた。

　リーレは部屋の中にそっと足を踏み入れ、視線を巡らせる。

　こうしていると、ただレイドロスとカリレア王国の無事を願い、父と共に過ごした夜を思い出す。

　きっと無事だと信じていたが、まさかレイドロスが自ら、崩壊しかけた危険な地下道を通ってリーレを助けにくるとは思わなかった。

（あなたが無茶なことをしたのは、私のせい。お父様が病気だと言われた言葉を、そのまま信じてしまったから……）

　だが、もし父がレイドロスの立場だったとしたら、いくらリーレや姉を助け出すためだとしても、ひとりきりで行動することはないだろう。

　父は自分たち姉妹をとても大切に思ってくれているし、もし自分の首ひとつで国が助かるのならば、それを躊躇することもない。それでも国王という立場を、父が忘れることはない。

　レイドロスは、自分は国王に向いていないと言っていた。

　リーレは驚いたが、彼が言っていたのは才能や器のことではなく、意識の問題なのかもしれない。

　長い間幽閉されていたレイドロスは、国王としての自覚が薄いばかりではなく、自分の存在価値をとても低く考えている。それが、彼を愛するリーレから見ると切なくて、痛ましく思えた。

　だが心の問題は、どんなにリーレが彼を愛していてもどうすることもできない。

　彼がどんなに自分とクリスティアン、そしてカリレア王国にとって大切な存在なのか、これから少しずつわかってもらうしかない。

　ため息をひとつ吐いて、リーレは気持ちを切り替える。

　今日のうちに帰りの支度をしておくようにと、侍女に伝えなくてはなければ。クリスティアンへのお土産は、もうたくさん用意してある。

　レイドロスのもとに戻るため、リーレは父の執務室を出る。廊下を歩いていると、ふと前方から見覚えのない男が歩いてくることに気がついた。

　背の高い、たくましい体格の男だ。

　短く刈った茶色の髪に、同色の瞳。年齢はレイドロスよりも上かもしれない。

　姿形からしてどこかの国の護衛兵かと思ったが、それにしては身なりが整っている。

　周囲を見渡しながら歩いているところを見ると、ここに迷い込んでしまったのだろうか。もし困っているようなら手助けをしようと、リーレは立ち止まってその男性を見つめた。

　すると向こうのほうでも、こちらの存在に気がついたらしい。

　彼はリーレの姿を見つけると、驚愕に目を見開き、足を止めてその場に立ち尽くす。

（え？）

　そのあまりにも過剰な反応に戸惑う。

　どうしてそんなに驚いているのだろう。

「……失礼しました」

　思いがけない反応に、リーレが怯えていることに気がついたのだろう。低く掠れた声で、彼はそう言った。

「まさかあなたと、こんなところで会えるなどと思いもしませんでした」

　真っ直ぐに向けられる熱を帯びた視線。掠れた声からにじみ出る、深い憧憬の念。

　それらをリーレもはっきりと感じた。

　だが、一度も見たことがない男からそんな感情を向けられる理由がわからなくて、リーレは困惑しながらも二、三歩後退する。殺意や敵意ではなくとも、まったく知らない者に向けられる一方的な好意は恐ろしく思えた。

　どうやら彼はこの王城に慣れていないようだ。このまま逃げてしまおうと思い、身を翻した。

「待ってください！」

　しかし男の動きは、予想以上に素早かった。逃げるリーレにたちまち追いつき、前方に回り込んでその進路を塞ぐ。

「あなたに危害を加えるつもりなどありません。ただ、少しだけ話をさせてもらえませんか」

「…………」

　男の懇願に、リーレは無言で視線を逸らした。

　よく知る王城とはいえ、ひとりで移動したのは軽率だった。

　だが、彼は戴冠式前で警備も厳重であろうこの王城の中を堂々と歩いていたのだ。少なくとも、ここに出入りできるだけの資格を持つ者だということはわかる。

　怯えを隠しつつ、リーレは目の前の男を見上げた。

「私はカリレア王国の王妃です。顔も名前も知らない男性と、ふたりきりにはなりません。ここを通してください。そうしなければ、人を呼びます」

　毅然としたリーレの態度に、男は気圧されたようだ。戸惑いながらも、わずかに道を空ける。

　だがそこをリーレが通る前に、ひとり言のようにぽつりと呟いた。

「……カリレア王国、か。もしこのレスレイラ王国がメーオ王国との戦いに巻き込まれることがなかったら、あなたは、この私の妻となっていたかもしれない」

「え？」

　その言葉を聞いて、リーレは首を傾げる。

　どうして自分が、この見知らぬ男の妻になるのだろう。

　怪け訝げんそうな様子に気がついたのか、男は言葉を続けた。

「メーオ王国とカリレア王国の戦争が始まる前、私の父はレスレイラ国王に縁談を申し入れようとしていたのです。我が国の王妃として、レスレイラ王国の第二王女を迎え入れたい、と」

「……あなたは、もしかして」

　ここまで言われたら、リーレにもこの男が誰なのかはっきりとわかった。

　レスレイラ王国の隣国、ビストリア王国。

　その国の国王であり、今までリーレに何度も恋文のような手紙を送ってきたあの男だ。

「名乗るのが遅くなりましたね。私はビストリア王国の国王サーガ。あなたにずっと恋い焦がれてきた者です」

　低く掠れた声で、ビストリア国王はそう囁いた。

（まさかこんなところで会ってしまうなんて……）

　リーレはため息を押し殺した。

　レイドロスを心配させたくなくて、彼に会わないように、戴冠式が終わったらすぐに帰国しようとしていた。それなのに、よりによってこんな場所でふたりきりになるなんて思わなかった。

　当惑するリーレとは裏腹に、ビストリア国王はまるでこれが運命の出会いだとでも言うように、熱い眼差しを向けてきた。

「何度も、あなたを描いた肖像画を見ていました。でもそれは、まだあなたが王女だった頃のものだ。これほどまで美しくなっているとは思ってもみなかった。あまりの美しさに、私の魂はすっかり奪われてしまったようです」

　囁かれる甘い言葉。

　だがそれがリーレの心を震わせることはなかった。

　困ったように視線を逸らす。

　それでも自分の言葉に酔っているビストリア国王は、そんなにリーレの様子に気がつかずに言葉を続ける。

「何度も送った手紙を、あなたは受け取ってくれた。私のこの気持ちを承知してくれていると思ってもよいのでしょうか」

　どうやってこの場から逃れようかと思案していたリーレは、思考に気を取られているうちに手を握られそうになり、慌てて後退してそれをかわす。

　どうして手紙を受け取ることが、そんな意味になるのか理解できなかった。

「私は、誰の手紙も拒むことはありません。手紙を受け取っていたのは、ただそれだけの理由です」

　そう冷静に返しながらも、リーレは先ほど姉から言われたことを思い出していた。

　姉は、誰からも手紙を受け取るのは危険だ、勘違いする者もいるかもしれないと言っていた。たしかにこのビストリア国王の態度を見ると、普通の手紙ならまだしも、あの恋文のような手紙は最初の時点で断るべきだったと思う。

（私は、警戒心が足りなかったのかもしれない）

　こんなふうに頼りないから、レイドロスがリーレを守ろうとして無茶をしてしまうのではないか。

「私に届いた手紙はすべて、夫にも渡しています。ですから、もうあのような手紙は送らないでください」

　ビストリア国王にそう言葉を返しながらも、自分の不甲斐なさに涙がにじみそうになる。

「やはりあなたは私が想像していたように、女神のように麗うるわしく、優しい方だ」

　その悲しげな姿を見て勘違いしたのか、彼は引き下がらず、かえって強引にリーレの手を握る。

「あっ……」

　すぐに振りほどこうとしたが、ビストリア国王の手は力強く、簡単には離れなかった。

「あの男を憐み、見捨てることができないのでしょう。カリレア国王はあなたの優しさによって救われた男だ。ですが、これほどまで美しく優しいあなたが不幸でいることを、私は見過ごすことはできない」

　彼はそう囁きながら、今度はリーレの肩を抱こうとした。

「私があなたを救い出してあげましょう。何も心配はいりません。ただ、私と一緒に来るだけでいいのです」

「……………」

　同情や憐みで、彼の傍にいるのではない。リーレはそう反論の言葉を口にしようとした。だが自分の気持ちばかり優先している彼には、どう言っても理解してもらえそうにない。

　さりげなく、リーレは周囲を見渡した。

　国王の執務室の近くだ。

　普段なら周囲には、多くの侍女や警備兵の姿があるはずだ。だが今日に限って明日の準備で忙しいのか、誰も見つけることはできなかった。

　大声を出せば、誰かは気づいてくれるかもしれない。でも大騒ぎになるだろう。そうなってしまったら、儀式にも影響が出るかもしれない。

　レイドロスにも、また心配をかけてしまう。だからそれは最後の手段にすることにして、まずは自分で何とかするしかない。

　そう覚悟を決めて、なるべく冷静に声をかける。

「手を離してください。先ほども言いましたが、私はカリレア王国の王妃です。たとえあなたがビストリア国王でも、レイドロス以外の男性に触れられたくはありません」

　ビストリア国王は、そんなリーレの言葉が理解できなかったようだ。何度も瞬きを繰り返し、そうして気を取り直したようリーレの手を握り直す。

「もう我慢しなくてもいい。あなたが無理矢理、レスレイラ王国から連れ去られたのは知っているのだから……」

　その言葉を聞いたとたん、リーレの胸に彼に対する罪悪感が芽生えた。

　最初にビストリア国王からの手紙を受け取ったのは、たしか二年前。

　それから何通、手紙を受け取っただろう。

　その間、手紙を拒否されなかったことを都合の良い方向に解釈した彼は、ずっとリーレへの恋心に囚われてしまっていたのだ。だからこそ、リーレがカリレア王国の王妃となってから六年もの歳月が経過しているというのに、まだこんなことを言っているのだろう。

　もちろん一番の原因は、彼の思い込みが激しいせいだ。だが、姉の言うように最初からきちんと拒絶していれば、こんなにも長い間、彼の心を縛りつけるようなことはなかったのかもしれない。

「……ごめんなさい」

　告げたのは、心からの謝罪。

　だからこそ、何を言っても無駄だったビストリア国王にも通じたのだろう。

　自信に満ちていた彼の顔が強張った。

「あなたの気持ちに応えることはできません。私は、レイドロスを愛しています。彼が、私がいなくては生きていけないというのなら、私だって彼がいなければ生きていけないのです」

「なぜ、そんなことを言うのです。あなたは、この私の妻になるはずだった。それなのに――」

　現実を受け入れようとしない彼に、リーレは首を振る。

　もう曖昧な態度や言葉を使ったりしない。

　誰からも愛される王女。

　過去のリーレはそう呼ばれていた。

　でも今は大切な人たちを愛し、そして大切な彼らに愛されてさえいれば、それでいいと思う。

「もしかしたらそんな未来もあったのかもしれません。でも、それは現実ではもうありえないこと。私はレイドロスと、そして息子のクリスティアンと一緒にカリレア王国で生きていきます」

　そう告げて、まだ呆然としている彼の前を通り過ぎる。

「……心のこもった手紙を、ありがとうございました。でも、もう送らないでください。あなたのしあわせを願っています」

　最後にそう言い残して、背を向ける。

　帰ったらレイドロスにすべてを話そう。

　犯してしまった過ち。

　姉に言われて、自分の間違いに気がついたこと。

　そうしてレイドロスに対して、もっと自分自身を大切にしてほしいと思ったことなど、包み隠さずに話そうと思った。

（レイドロス……。ああ、早くあなたと話したいわ）

　そう思って足を踏み出そうとしたとき、ふいに背後から強く手を引かれて、リーレは体勢を崩し、その場に倒れ込んだ。

「あっ……」

　何が起きたのかわからず、それを知ることもできなかった。

　倒れた瞬間に無防備だったリーレは身体を床に強く打ちつけてしまい、その衝撃で意識が遠ざかってしまう。

（レイドロス！）

　最愛の夫の名を呼ぼうとしたけれど、それは言葉にならず、意識が闇に沈んでいく。

　その寸前にリーレが見たのは、思い詰めたような顔をしたビストリア国王だった。




　それからどのくらい気を失っていたのか、リーレにはわからない。

　ふと誰かが優しく髪を撫でてくれていることに気がついて、ゆっくりと目を開けた。

　床に倒れてしまったはずなのに、背中には温かい感触。

　まだ焦点の合わない目でぼんやりと上を見上げる。

「……リーレ」

　囁かれた名前。

　その声を聞いたとたん、心の底から安堵が込み上げてきた。

　見ると、リーレを抱きかかえ、優しく髪を撫でてくれていたのは、誰よりも会いたかった最愛の夫だった。

「レイドロス……。レイドロス！」

　彼に手を伸ばして抱きつこうとするリーレを、レイドロスはそっと制した。

「急に起き上がってはだめだ。眩暈はしないか？」

「……ええ、大丈夫よ」

　レイドロスに抱かれたまま、リーレはどうしてこうなったのか思い出そうとしていた。

「私、どうしたのかしら？」

　記憶が少し曖昧になっている。

　見渡すと、周囲にはたくさんの警備兵がいて、その中には姉とロイドの姿もある。ふたりはその警備兵に何やら指示を出していたが、リーレが目を覚ましたことに気がつくと急いで近寄ってきた。

「リーレ！　よかった、目を覚ましたのね」

「お姉様……」

　そう問いかけながら、リーレは支えてくれるレイドロスの手に掴まって、ゆっくりと身体を起こした。

「大丈夫？　どこか痛いところはない？」

「ええ、大丈夫」

　心配そうな姉に頷くと、リーレを支えていたレイドロスはふいにその身体を強く抱きしめた。

「レイドロス……」

「無事で、良かった」

　そう囁かれ、記憶が一気に甦った。

「私、ビストリア国王と遭遇してしまって……」

　きちんと話をしたつもりだった。

　だが、それでもまだ彼は納得していなかったのだろう。強く腕を引かれ、その勢いで床に倒れたことを思い出す。そのときの恐怖に、リーレは抱きしめてくれるレイドロスにしがみついた。

「レイドロス……。怖かった……」

「もう大丈夫だ。二度とあんな男に触れさせたりしない」

　優しく髪や背を撫で、大丈夫だと繰り返し囁いてくれる。レイドロスはリーレが落ち着くまで、そうしてくれた。

「あの、ビストリア国王は？」

　あれからどうなったのだろう。

　自分はどうやって助け出されたのだろう。

　気持ちが落ち着くと、リーレはそれらを疑問に思った。

「彼なら、あそこだよ」

　その問いに答えてくれたのはロイドだった。

　彼が指し示した方向を見ると、茶色の髪をした大柄な男が、床に転がっている。先ほど集まっていた警備兵は彼を取り囲み、どうやって移動させようかと思案していたようだ。

「ああ、大丈夫。気絶しているだけだ。一国の王をいつまでも床に転がしておくのもどうかと思うけれど、まぁ、自業自得だしね」

　ロイドは呆れたようにそう言った。

「彼もあなたを傷つけるつもりはなかったと思うわ」

　姉はロイドよりも厳しい顔をしていたが、少しだけ表情を緩めてそう言った。

「ただ加減がわからなかったのでしょうね。華奢で小柄な女性を力一杯引っ張ったらどうなるかくらい、女性と接したことがなくても想像してほしいけど……」

　あれからどうなったのか。

　疑問を言葉にしてみると、姉夫婦は顔を見合わせ、それから視線をレイドロスに向けた。リーレもつられて視線を彼に向ける。すると、彼の髪や服装がわずかに乱れていることに気がついた。

　慌てて周囲を見渡してみれば、廊下に綺麗に敷き詰められていたはずの厚い絨毯が乱れ、一部のカーテンも外れている。

「……何があったの？」

　聞くのが恐ろしい気がしたが、それでも聞かずにはいられなかった。

　答えてくれたのは、ロイドだった。

「女性の悲鳴を聞いて、すぐに警備兵が駆けつけた。でも彼らが見たのは、あり得ないことに国王同士の乱闘でね。どうしたらいいかわからなかったようだ」

「レイドロス！」

　ここで何があったのか知り、リーレは悲鳴に近い声を上げた。

　レイドロスはリーレを落ち着けるように、淡々と事の顛てん末まつを話す。

　彼はリーレの帰りが遅いことを心配して、探しに来ていたらしい。そこでリーレがビストリア国王と話をしているところを見かけ、すぐに駆けつけようとした。

　だがリーレが自分の言葉でしっかりと語っている様子を見て、静かに見守っていてくれた。ところがそれでも納得しないビストリア国王が、強引にリーレの手を引いた場面を見て、飛び出したのだ。

　話し合いならともかく、仮にも国王同士が乱闘をするなど、あってはならないことなのに。

　信じて見守ってくれていたのは嬉しかった。レイドロスはリーレを信用してくれたのだ。それでも、相手はあの体格だ。もし彼に何かあったらと思うと、ビストリア国王と対たい峙じしていたときよりも恐ろしい。

「どうしてそんな無茶を……」

「先に手を出してきたのは向こうだ。それに、お前を守るためには手段を選ばないと言った。戦うのは当然だろう」

「……レイドロス」

　切なくて、心が苦しくて、気がつけば頬を涙が伝わっていた。

「あなたはいつも私を守ってくれる。……でも、心までは守ってくれないのね」

「リーレ？」

　涙を流しながら切なげに笑うその姿に、レイドロスは動揺していた。戸惑うように伸ばされた手に、リーレは背を向ける。

「私のせいでもあるって、わかっているわ。でも……」

　感情的になっていることに、自分でも気づいていた。もっと冷静に話をしようと思ったはずだ。

　リーレは自分を落ち着かせようと、首を横に振る。

「ごめんなさい、動揺してしまって。怪我はなかった？」

「……リーレ」

　心配そうに見上げると、彼はひどく困惑した顔でリーレを見つめていた。

「待って」

　だが、ふいに姉のネルがふたりの間に割って入った。

「お姉様？」

「リーレ、あなたは優しいから、そうやってすぐに自分の気持ちを押し込めてしまう。でも、きちんと自分の気持ちを伝えた方がいいわ。ここは私たちに任せて、ふたりでとことん話し合いなさい。さあ」

　そう促され、リーレとレイドロスは先ほどまでリーレが滞在していた王の執務室に連れて行かれた。

「ここには誰もいないし、近づけないようにしておくわ。だから、ちゃんと自分の気持ちを話すのよ」

　そう言い残し、ふたりを置いて立ち去って行った。




　残されたリーレとレイドロスは、困ったように顔を見合わせる。

　最初に口を開いたのは、レイドロスだった。

「……俺は、お前にそんな顔をさせるほど、傷つけていたのか？　リーレ、頼む。思っていることを話してくれ」

　懇願するような声に、胸が痛む。

　自分もこんなにも、彼を傷つけてしまっていた。

「ごめんなさい、レイドロス。あなたは私を守ってくれたのに。私は自分の気持ちばかり優先して……。これでは私も、あのビストリア国王と変わらない……」

「いや、それはない」

　思わず呟いたその言葉を、レイドロスはすぐに否定した。

「ずっと聞いていたが、手紙を受け取っただけであそこまで思い込むのはおかしいだろう。それに婚約していたならばともかく、ただ結婚を申し込もうと思っただけで、妻になっていたかもしれないなどと。とにかくあれは普通ではない。リーレが罪悪感を覚える必要など、まったくない」

　そう憤るレイドロスの姿に、彼が本当に物陰から聞いていたのだと知る。その様子を想像してしまい、思わずくすりと笑う。するとその笑顔に安堵した様子で、レイドロスは深く息を吐いた。

「リーレ。お前がどう思っていたか話してくれないか。俺はもうお前を傷つけたくはないんだ」

「ええ。私も、ちゃんと話をしようと思っていたのに、あんな態度をとったりしてごめんなさい」

　伸ばされた手を、今度はしっかりと握った。指から伝わってくる温もりに、話し出す勇気をもらう。

「私がずっと思っていたのは、もっとあなたに自分自身を大切にしてほしいということなの」

「俺自身を？」

「ええ」

　不思議そうなレイドロスの姿に、話し合う機会をくれた姉に感謝する。

　こうして思ったことを溜め込まずに話すのは、とても大切なことだ。最初からそう約束していたのに、一番重要なことを伝えていなかった。

「私の話を聞いていたのなら、あなたを愛していて、あなたがいないと生きられないと言っていたことも知っているでしょう？」

「ああ、聞いた」

　その言葉を思い出したのか、レイドロスはとても幸福そうに微笑んだ。リーレはそんな彼の手を、自分の胸に抱きしめる。

「だからあなたは、もう私の一部なの。あなたが傷つけば、私も傷つく。あなたがつらかったら、私もつらいわ。それをわかってほしいの」

「リーレ……」

　伝えた言葉を噛みしめるように、レイドロスは目を閉じた。

「心を守ってくれないと言っていたのは、そのせいか」

「ええ、そうよ。あなたが少し怪我をしただけで、心がとても苦しくなる。無茶をさせているのは、私だとわかっているわ。今までの私はあまりにも頼りなかったもの。でも、私の一番大切な人をもっと大切にしてほしいの」

「リーレの大切な人……」

　レイドロスは少しだけ黙り込んだ。

　だがこの言葉は、きっとレイドロスに届いたのだろう。

　思案する彼の瞳に強い意志が宿るのを、リーレははっきりと感じていた。

　もっと早くこうして話し合うべきだったと思うが、自分の無防備な態度を自覚する前だったら、あまりうまく伝えられなかったかもしれない。

　やがて彼はリーレを見つめて、静かに語りだした。

「俺はお前と出逢うまで、愛というものを知らなかった。だから愛することだけに必死で、愛されるということについて深く考えたことがなかった。そのことが、こんなにもお前を苦しめていたとは……」

　後悔をにじませる言葉に、首を振る。

「レイドロス、わかってくれたのなら、もういいの。だから気に病まないで。私もこれから、もっとしっかりするように気をつけるわ」

「だが、ああいうときはすぐに俺を呼んでほしい。自分で乗り越えたいと思っているのがわかったから見守っていたが、あいつがお前の手に触れたときは、殴り飛ばしてやりたいと思ったくらいだ」

　そう言ったあと、レイドロスは軽く首を傾げる。

「……いや、殴ったな」

「もう、レイドロスったら本当にそんなことをしたの？」

　国王同士の乱闘など、前代未聞だろう。

「お願いだから、もう絶対にそんなことはしないで」

　少し強めにそう言うと、彼は頷きながらもリーレを抱き寄せる。

「お前も、もうひとりで歩き回るな。ずっと俺の傍にいろ」

「そうだわ！　私たち、ずっと離れずに一緒にいればいいんだわ。そうすれば私もひとりにならないし、レイドロスも危険なことをしたりしないもの」

　思わずそう言うと、レイドロスは明るい声で笑う。

「ああ、そうだな。そうすればいい。リーレ、今の言葉を忘れるなよ」

「ええ、もちろん」

　目を閉じると、唇が重なった。

　甘いキスは、リーレの傷ついた心を癒すように、何度も繰り返される。

　これからずっと、離れずに一生一緒に生きていく。

　きっとこの誓いは、永遠に守られるだろう。

「……部屋に戻るか」

　繰り返されたキスに、頬を染めたリーレはレイドロスを見上げた。

「さすがにレスレイラ王国の執務室で、これ以上のことはできない」

「え？　これ以上って……」

　さすがにまだ明るい時間帯だし、リーレにとっては祖国だが、他国の王城だ。

「だめよ、レイドロス。せめて夜に……」

「無理だ。さあ、行くぞ」

　制する暇もなく抱き上げられ、そのまま執務室を出る。

　姉とロイドが笑顔で見送ってくれた。そして目を覚ましたのか、呆然とその様子を見ているビストリア国王の姿もあった。大勢の警備兵や侍女の前で抱き上げられて、リーレの頬がますます赤く染まる。

「もう、レイドロスったら」

「これであいつも諦めるだろう。お前は俺のものだ。誰にも渡さない」

　そのまま滞在している部屋の寝室のベッドまでリーレを運んだレイドロスは、覆い被さるようにしてふたたびキスをする。

「ええ、私はあなたのもの。そしてあなたも、私のものよ」

　寝室の鍵を閉め、カーテンをきっちりと閉めたことを確認して、リーレもようやく微笑む。

　何度も優しくキスをされ、金色の髪を撫でられる。

　熱い吐息を吐きながら、リーレはレイドロスの背に腕を回した。

　愛している。

　そう囁いたのは、どちらが多かっただろう。




　そうして翌日。

　無事に姉の戴冠式を見届けたリーレは、父とロイドに挨拶をし、姉には手紙を残して、レスレイラ王国をあとにした。

　帰りを心待ちにしていたクリスティアンに、お土産に買ってきたたくさんの本を渡し、久しぶりに親子三人の時間を過ごす。よほど寂しかったのか、クリスティアンはしばらくリーレとレイドロスの傍を離れようとしなかった。




　それから、平穏な日々は続いた。

　この日もリーレはいつものようにお菓子を作り、クリスティアンとお茶の時間を楽しんでいた。だが同じ部屋にいるレイドロスはここ数日机に向かったままで、ずっと仕事をしているようだ。

　ひと段落したら話をしたいとずっと待っていたが、なかなか終わりそうにない。

　少しは休んだほうがいい。

　そう思ってお茶を淹れて差し出そうとしたとき、彼は手にしていた書類のようなものから手を離して、大きく息を吐いた。

「レイドロス？」

「ようやく完成だ。結構手間のかかるものだな」

　何をしていたのだろうか。

　そう疑問に思って覗き込むと、それは地図だった。しかも、このカリレア王国の王城のもののような気がする。

「これはいったい……」

「宝の地図だ」

「え？」

　思ってもみなかった言葉に、リーレは目を見開く。そんなリーレの前で、レイドロスは完成したばかりのそれを息子に手渡した。

「クリスティアン、お前の母が好きだった遊びをしてみよう。宝探しだ」

　好きだったのは姉よ。

　そう訂正しようとしたリーレは、それを聞いたクリスティアンが目を輝かせたのを見て、口を閉ざす。

「母上、本当ですか？」

「ええ、そうよ。あなたの従姉妹いとこたちも好きだったわ」

　地図を受け取ったクリスティアンは、嬉しそうにそれを広げた。キィナが付き添い、さっそく城の中を歩き出している。

「……さて、宝物は何にするべきか」

　そんな後ろ姿を見送り、レイドロスはそう呟いた。

「え？　まだ決まっていなかったの？」

「ああ、地図を作ることについ夢中になっていた。何がいいかな」

　そんなことを言う彼にリーレはついに笑い出し、そうしてずっと彼に話そうと思っていたことを思い出す。

「私に良い案があるわ。手紙にしましょうか」

「手紙？」

「ええ、私が書くわ」

　そう言ってリーレはレイドロスの机に座り、紙に文字を走らせる。

『来年、あなたに妹か弟ができます』

　何を書くのかと見守っていたレイドロスは、その文面に息を呑む。

「リーレ、本当か？」

「ええ、そうよ。つい最近わかったの。クリスティアンは喜ぶかしら？」

「当たり前だ。俺にとっても、これ以上にない宝物だ」

　座ったままのリーレを背後から抱きしめて、レイドロスはその金色の髪に顔を埋める。

「家族が増えるのは、しあわせなことだな」

「ええ、そうよ。あなたを愛する人が増えるのよ」

「わかっている。俺はもう無謀なことはしない。お前たちを守るためにも、国王としての責任を全うするつもりだ」

　そう言う彼の姿はもう、冷酷で他人どころか自分自身でさえ軽視していた男のものではない。

　ここにいるのは誰よりも家族を愛し、国王としての自覚を持ったリーレの最愛の夫だった。

「さあ、クリスティアンが宝のありかを探し当てる前に、これを隠さないと」

「そうだな。すぐに戻る」

　そう言って手紙を持って部屋を出るレイドロスを見送り、リーレは窓から外を見上げた。

　雲ひとつない空は晴れ渡っていて、これからの明るい未来を約束してくれているように思えた。

　物語はこれからも続いていく。

　きっといつまでもふたりはしあわせに暮らすのだろう。





【完】












あとがき




　こんにちは。櫻井みことです。

　この度は『クールな国王陛下は若奥様にご執心』をお手に取っていただき、本当にありがとうございました。

　本作は、『ムーンライトノベルス×ベリーズ＆マカロン文庫　ラブファンタジー大賞』に『愛され王女の政略結婚　冷酷な王は愛を知る』というタイトルで応募させていただいた作品です。ありがたいことに優秀賞をいただき、こうして書籍化していただくことができました。

　ラブラブなファンタジー小説が好きでたまらない私にとっては、本当に素敵なコンテストで、応募作をすべて読ませていただいていました。とても素晴らしい作品ばかりの中、こうして拙作が賞をいただけたことは奇跡のようだと今でも思います。

　子どもの頃からファンタジー小説が好きで、数え切れないほど読んできました。実家の部屋は今でも本だらけで、足の踏み場もないくらいです。ファンタジー小説からはたくさんのときめきとしあわせをもらいました。ほんのわずかでも、本作で同じようなときめき、しあわせを、この本を読んでくださった方に感じていただくことができたら、これ以上の喜びはありません。

　書きたいものはまだまだたくさんあって、これからもずっと、読んでくださった方がしあわせな気分になれるようなファンタジー小説を書いていきたいと思います。ベリーズカフェのホームページに掲載していきますので、読みにきていただければ光栄です。どうぞよろしくお願いいたします。

　そして編集を担当してくださった丸井様、中澤様には本当にお世話になりました。未熟な私に的確なご指導をしていただき、とても勉強になりました。ありがとうございました。

　イラストを担当してくださったＳｈａｂｏｎ先生。昔からファンだった先生にイラストを描いていただけると知ったときは、とても感激しました。美しくも愛らしいリーレ、凛々しくも繊細なレイドロスを描いていただき、ありがとうございました。

　最後に、本作を手に取っていただいた皆様に心からの感謝を。

　本当にありがとうございました。

　またお会いできる日が訪れますように。


櫻さくら井いみこと


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。

なお、本書は株式会社ナイトランタンが運営する小説投稿サイト「ムーンライトノベルズ」（https://mnlt.syosetu.com/）に掲載されていたものを改稿の上、書籍化したものです。
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